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序 文

熊本県教育委員会 で は 、 県農政部の依頼 を 受け、 農村活性化住環境整備事業 (寺迫地区) に 伴 う 埋蔵文

化財の発掘調査 を実施いた し ま し た 。

大規模 な事業計画 と 広範 囲 に 存在 し ま す埋蔵文化財の保護 に 、 幾度の協議 を 重ねな が ら の調査で あ り ま し

た が、 県農政部農村整備課 ・ 県熊本事務所耕地課 ・ 熊本市北部総合支所経済課 な ら びに 寺迫地区の方 々 の ご

協力 に よ り 、 多 く の文化財が盛 り 土保存 さ れ、 後世 に 伝 え ら れる こ と と な り ま し た。 報告書の刊行 に 当 た り 、

ま ず、 関係各位の皆 さ ま に お 礼 申 し 上 げ ま す。

万楽寺 出 口 遺跡で は、 弥生時代の聾相墓 よ り 出土 し た人骨、 ま た 山 海道遺跡で は縄文時代の集石や土偶 ・

装飾品類な ど が多 数 出 土 し、 地域の歴史を 知 る う え で貴重な資料が発掘 さ れて お り ま す。

こ の報告書が、 埋蔵文化財及び文化財の保護について知る契機 と し て 活用 さ れる こ と を願っ て やみ ま せん。

末尾 と な り ま し た が、 長期 に わ た り 発掘作業 に 従事 して い た だ い た作業員 の皆 さ ま 並 び に 御指導御助言 を

い た だ き ま し た諸先生方 に 深 く 感謝 申 し上げた い と 思 い ま す。

平成 1 2 年 3 月

熊本県教育委員会

教育長 佐々木 正典



例

l 本書 は、 農村活性化住環境整備事業 (寺迫地区)

に 伴 い 実施 し た 、 万楽寺 出 口 遺跡及び山海道遺跡

の埋蔵文化財発掘調査報告書であ る 。

2 調 査 は 熊 本県農政部の依頼 を 受 け て 、 熊本県教

育委員会が行 っ た 。

3 万楽寺 出 口遺跡の調査は、 平成 6 年度に実施 し、

長谷部善一、 北原 美和子、 吉本智 明、 緒方 徹が

担当 し た 。

4 山海道遺跡の調査は、 平成 6 ・ 7 年度に実施 し、

長谷部 ・ 緒方 ・ 山 下義満 ・ 水野哲郎 ・ 木村元浩 ・

安達武敏 ・ 福 田 信子 ・ 古森政次が担当 し た 。

5 現地での 図面作成 は 、 担 当 者で分担 し た が、 ー

部有限会社埋蔵文化財サポー ト シ ス テ ム熊本支屈

に 委託 し た 。

6 現地での写真撮影 は 担 当 者で分担 し た が、 空中

写真 は、 有限会社土地開発プ ラ ン に 委託 し た。

7 報告書作成業務 は 、 平成 1 0年度 に 熊本県文化財

収蔵庫で実施 し た 。 出 土遺物の整理作業 は、 主に

今福英子 ・ 上村孝子 ・ 興椙富貴子 ・ 淵上慶子 ・

凡

1 方位 は、 磁北 を 示す。

2 掲載 図面の縮尺は、 各キャプ ション に 併記 し た。

宮本幸子 ・ 村 山 紀子 ・ 山 内洋子 ・ 吉岡直子が担 当

し、 作図 の整理作業及び ト レー ス を 宮寄 ま い子 ・

米倉早苗 ・ 外 山 裕子 ・ 古嶋 章 ・ 贋吉 禎が行 っ

た 。

8 出 土遺 物 の 実 測 は 、 担 当 者 の他 、 有限 会 社 埋

蔵文化財サポー ト シス テ ム熊本支庖に 委託 し た 。

9 出 土遺 物 の 写真撮影及 び遺構 ・ 遺 物 写 真 の 焼

き 付 け は、 福 田 を 中 心 に 整理 担 当 者 が行 っ た 。

1 0  本書の執筆お よ び編集 は、 木村元浩 ・ 福岡信子

が行 っ た 。 な お、 第 1 章第 1 節 は課長補佐 島津
義昭が執筆 し た 。

1 1 聾棺墓 出土の人骨分析 を 山 口 県豊浦郡豊北町立

土井ヶ 浜遺跡 ・ 人類学 ミ ュ ー ジア ム に 委託 し 、 第

VI章に 松下孝幸館長 の 玉稿 を 掲載 し て い る 。
1 2 山 海道遺跡では、 自 然科学分析 を 実施 し た 。 調

査 は 、 株式会社古環境研究所に 委託 し た 。 そ の結

果は、 第四章に掲載 し て い る 。

1 3 整理後の遺物 は、 熊本県文化財収蔵庫 (熊本市

渡鹿 3 丁目 1 5-1 2 ) に 保管 さ れて い る 。

例

3 遺構図 に お け る ス ク リ ー ン ト ー ン等の表記法 は主と し て 、 粘土 ・ 焼土 ・ 焼土 ブ ロ ッ ク ・ 炭 などの部分に

使用 し た が、 何 を 表す の か に つ い て は そ の横 に記 し た 。

4 土器及び土製 品 の 色調 に つ い て は、 農林水産省水産技術会議事務局 監修 『新版 標準土色帖』

(996) に 準拠 し た 。
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第1節 調査の経緯

第I章調査の概要

第 1 節 調査の経緯

1 遺跡の発見
万楽寺 出 口 遺跡 は 、 以前 よ り 富 田紘一 ら に よ り 聾

棺が出土す る 場所 と し て 知 ら れて い た も のの、 農村

活性化住環境整備事業 に 伴 い熊本市教育委員会が行

っ た事前調査で正式 に 確認 さ れた 。 一方、 山 海道遺

跡の発見は上野辰男 に よ り な さ れた 。 熊本市北部地

域 を 精力的 に踏査 し て い た上野 は 1 963 (昭和38)

年 に こ の地で土偶 を 採集 し、 一帯が縄文後 ・ 晩期の

遺跡であ る こ と を想定 した。 上野は こ の遺跡を知る前、

こ の遺跡 に 隣接す る 太郎迫遺跡 を昭和20年代か ら 注

目 し、 多 く の 資 料 を 採集 し た が、 そ の後、 彼の薫陶

を 受 け た 吉 田雅人 ・ 福 田 正文 ら も 盛ん に踏査 を繰 り

返 し た 。 上野辰男の採集品は、 1 986 (昭和6 1 ) 年、

富 田紘一が上野の収集 品 図録を刊行す る に 及び明 ら

か に さ れ、 考古学界に 多大 の利益を与 え て い る 。 富

田 が 1 996 (平成8) 年 に 著 し た書籍か ら 、 山海道遺

跡に該当部分を抜粋す る 。

縄文後晩期 の大規模遺跡 と 思 われる が、 具体的な

遺跡の よ う す は 不 明 。 全体的 な 出 土遺物 については

不明で あ る が上野辰男 ・ 福 田 正文 の採集資料 に少量

の土器がみ ら れる 。 縄文後期後半の三万 田 式か ら 晩

期前半 ま での土器が存在す る 。 ま た 、 特殊遺物 に収

録 し た 土偶が注 目 さ れる 。 以上が、 今 回 、 調査以前

の考古学会での状況で あ る 。

2 調査に至る経緯
こ の地区 に 県営農村活性化住環境整備事業の計画

がな さ れた の は、 1 97 1 (昭和46) 年 の こ と で あ っ

たが、 地元への説明や事業実施に伴 う 同意等が整い、

事業 申請がな さ れた の は 1 993 (平成5) 年7月9日で

ある。 熊本県農政部カ幣成 した当該事業地 (寺沼地区)

の概要及び 目 的 は ， 次の と お り で あ る 。

両遺跡の所在す る 熊本市太郎迫町及び万楽寺町は、

熊本市街地か ら 北方に約6 k m、 熊本市北端に位置 し、

鹿本郡植木町 と 隣接 し た都市的農村地帯で あ る 。 地

域は植木台地の一郭に あ り 、 標高 は40 m - 1 40 m 、

地形 は西か ら 東 に 傾斜 を な し て い る 。 気象概要 は 平

年平均気温1 6"C、 年 間 降水量 1 ，930 m m 、 初霜1 1 月

1 4日、 晩霜4 月4 日で あ る 。 営農 は施設野菜 と 稲作

の複合経営が行われて い る が、 な か も 昭和45年頃か

ら 導入 さ れた 集約的農業が意欲的 に 取 り 組 ま れて い

第1表 事業の内容
事業名・事業量 事業費 (千 円) 主要工事

1 農業生産基盤整備 5 1.8ha 50x 60m区画

1)ほ場整備 1， 477， 000 パイプライン
中継槽・加圧p

2 農村生活環境整備 街灯整備

1)集落道路 1， 48 5m 12 5，2 50 

2)集落排水 2 40m 4， 1 00 

3)用地整備 58， 600m 4 1， 320 

4)集落防災 2カ所 9， 12 0 

3 農村環境施設整備 緑地整備4

1)農村公園 1 0，435ぱ 95，85 0 児童公園 2

4 特認事業 緑道

1)集落緑化 1，98 5m 11 2， 360 

5 全体実行設計費 2， 000 

計 1，88 5， 000 

-1ー
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る 。 現状耕地は、 開 田及び畑地帯か ら な り 、 1 / 40 

� 1 / 1 20の傾斜地に 階段状に形成 さ れて お り 、 区

画 は 不整形で、 土壌 は金峰山 火 山 灰か ら な る 多湿黒

ボク 土壌で あ る 。 営農用水 は さ く 井 に よ る 地下水を

水糠 と して、 ポンプ及び配管に よ る 配水を行ってL 唱。

農地の排水 は、 排水路が未整理の た め主 に既存道路

に排水処理 さ れて い る 。

3 事業の目的

優良農地の確保 ・ 保全 を 図 り な が ら 、 地域が有 し

て い る 自 然や空聞 を 活か し た快適な居住環境 を創出

し て 、 定住化 ・ 活性化 を誘導す る 。 こ の為、 事業実

施区域を農用地区域 と 居住地区域 に 区分 し 、 良好な

営農条件並び に 、 快適な居住環境等の確保 の た め の

整備 を行い、 調和の と れた土地利用 を促進す る も の

で あ る 。 事業の 内 容 は第 l 表の通 り であ る 。

4 事前の協議

県営農村活性化住環境整備事業 ・ 寺迫地区が、 埋

蔵文化財包蔵地で あ り 、 し か も 重要な遺跡を 含んで

い る 為、 当 該地の 削平部分 に つ い て は、 事前の発掘

調査が必要で あ る こ と は、 こ の計画が県文化課 に通

知 さ れた時点で県農政部に回答 した と こ ろ で あ っ た。

事業規模 も 大規模で長期 の調査が予想される 為、

事業実施 を 行 う 熊本県熊本事務所耕地課 と 熊本市文

化課 を交え て 協議を行っ た 。 そ の結果、 ①調査 は県

文化課が直営で行 う ②農政部事業 は、 調査完了の後

行 う ③遺跡が大規模で あ る ので、 当 該地区調査 につ

いて は、 熊本市文化課 は調査員 を派遣す る 、 と い う

調査について の大綱が決定 し た。

第2節 調査方法と経過

1 万楽寺出口遺跡

① 調査区 (第 2 図)

当初、 8 つ の調査区が設定 さ れ、 1� 7 区及ぴ3

- 1 区 と 名 付 け ら れた 。 3 - 1 区及び 7 区 は道路部

分の、 他 の区 は ほ場の調査で あ る 。 調査 は、 1 区 よ

り 開始 さ れて い る が、 後半 は複数区 を 同 時 に 調査 し

て い っ た 。 な お、 3 ・ 4 ・ 6 区 に つ い て は、 表土剥

ぎの段階で終了す る こ と と な っ た 。 こ れは、 表土剥

第2節 調査方法と経過

ぎ終了後の遺構の密度が極端 に 高 く 、 調査 を遂行す

れば相 当 の調査期 聞 が必要 と な り 、 調査の早期終了

を強 く 要望 さ れて いた地権者及び農政部 と の再協議で、

盛土保存 と な っ た結果で あ る 。 な お、 5 区の遺構残

存度は低 く 、 大部分が表土直下 に磯層 が現れた。

本調査の段階に こ の よ う な状態 に な っ た こ と は、

予備調査 と の 関連 も 深 い。 当 地の営農条件が ビニー

ルハ ウ ス で あ る こ と に 加 え 、 ほ ぽ年 聞 を 通 し て 、 作

物栽培がな さ れる こ と か ら 、 十分な確認調査が難 し

かっ た こ と を物語 っ て い る 。

② 調査方法

重機 に よ り 表土剥 ぎ を行 う 。 次 に ジョ レ ン ・ 移植

ゴテ に よ る 遺構検出作業 を 行 う 。 N層上面で最初の

遺構検 出作業 を 行 う 。 当 層 で 検 出 で き な か っ た と こ

ろ について は、 順次掘 り 下げながら遺構検出 に努める。

最終の遺構検 出 面 は、 民層で、 こ こ で確認で き た遺

構 も 少な く な い。 検 出 し た遺構は、 セクションベル

ト を 設定 し掘削す る 。 上部 よ り 出 土す る 遺物は、 遺

構内一括遺物 と し て 取 り 上 げ る 。 こ の よ う な状態で

完掘で き た も の は、 覆土の堆積状況 を 示す土層 断面

図及び必要 に 応 じ て 土層 断面写真の撮影を行 う 。 セ

ク ションベル ト を取 り 除いた後、 実測 を行う 。

ま た、 公共座標 に 沿 っ た 基準杭を設定 し、 1 0 m X

1 0m を 1 つのグ リ ッ ド の基本 (基本グ リ ッ ド ) と し

て い る 。 検 出 遺構 ・ 出土遺物の実測や取 り 上 げ に つ

いて は、 個 々 に 判 断 さ れる が、 基本グ リ ッ ド に よ る

も のの他、 l m X l mの単位で 1 00の小グリ ッ ド ご と 、

あ る い は 、 ト ー タ ルス テエーションを使用 し た も の

があ る 。 各遺構実測図 ・ 遺物取 り 上げのカー ド に は、

公共座標 を 換算 し た簡易な数字 を 用 い たグ リ ッ ド座

標 と も い う べ き も ので対応 し て い る 。

なお、 報告 に 当 た っ て は全調査区 を カ バー し、 西

か ら 東に 向 かつてA ・ B…、 北か ら 南に 向 かつて 1 ・

2 …と し て 、 そ の交点 を読み表す も のと、 公共座標

の両方を記載 して い る 。 万楽寺 出 口遺跡の場合は、

l O m X l O m を基本グリ ッ ド と して い る 。 た と え ば、

A 5 で表す基本グ リ ッ ド は 、 X= - 1 52 90 Y = -

30550 と 同一であ る (第 2 図参照) 。

③ 調査期間及び経過

本調査 を 実施 し た 各調査区の調査期 間 は 、 次の と
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図版 区調査区

図 版 2 7区調査区

お り で あ る。

l区 (平成 6 年 5 月 1 9日か ら 平成 6 年10 月 1 3 日)

2 区 (平成 6 年 6 月 1 4 日か ら 平成 6 年 1 2 月 1 3 日)

3 - 1 区(平成 6 年9月30 日か ら 平成 6 年 1 0 月20 日)

5 区 (平成 6 年9月 6 日か ら 平成 6 年 1 0 月 1 4 日)

7 区 (平成 6 年 1 0 月26 日か ら 平成 7 年 1 月20 日)

調査経過 は 、 以下の と お り で あ る。

1 区 の調査か ら 開始す る。 5 月下旬に は住居跡・

聾棺墓などを検出する。掘削・実測作業を行いながら 、

6 月中旬、 2 ・ 3 ・ 4 . 5 区 の表土剥ぎ作業に入る。

7 月 に 入 り 、 2 区 の 遺構検 出作業 に 入 る。弥生時代

中期の造物が多 く 出 土 す る。土#li� .木棺墓 ・配石遺

構等を 検 出 し た。 1 区 は 、 遺構の調査終了後、 N層

の掘 り 下げを行 い な が ら 、 下層 に 出 て き た遺構の調

査を行 う 。8 月 に 入 り 、 調査対象地区外 の工事箇所

か ら 、 須久式・ 黒髪式の聾棺 が発 見 さ れ る 。仁1:1句の

4 日 ほど か け て緊急的にこの調査 に 入 る。 な お 、 県

文化課丸山課長補佐 が来跡 さ れ る。9月に入 り 1 区

も 図 面作成を急ぎ終盤に な る。 5 区及び 3 - 1 区 の

調査 に か か る。 3 - 1 区 か ら は住居跡 が検 出 さ れ、

実測 に 入 る 。 1 0 月 に な り 、 2 区の木棺墓の掘削を行

う。覆土は、 ふ る い に かけ 微細造物の検 出 に努めた。

下旬 よ り 、 7 区 の 調査 に か か る。 2 区の調査を継続

し な が ら も 、 山海道遺跡 l 区 の 表土剥ぎ作業 に と り

第 2 節 調査方法 と 経過

かかる。

2 山海道遺跡
① 調査 区 (第8図)

6 つの調査区を設 定 し た。 1 � 6 区であ る。ただ し、

2 ・ 3 ・ 4 区 は一つの大地区を便宜上 分 け た も の で

あ り 、 大 き く 、 1 区、 2 区. 3 区. 4 区、 5 区、 6

区 の 4 つ に 分 け ら れ る。 6 区 は道路部分、 他 は 5 区

の長狭な東側の水路部分を除 き ほ場の調査 区 で あ る。

② 調査方法

重機に よ り 表土剥ぎ作業 を 行 う 。 す な わ ち 、 1 . 
H層を除去後、 皿 層 は下部まで遺物の 出 方を 見 な が

ら 下げた。 皿層 に は 、 あま り 多 く の遺物 は含まれて

い な い。 困 層下 部 か ら は、 ジョレン ・移植ゴテに よ

る 掘 り 下げ作業を進め、 W層上面 で 遺構検 出 作業を

行 う 。 な お 、 遺構検 出 面 と し て は 、 原則、 第一回目

を N層上面、 次にV層上面、 そ し てVI層上面 さ ら に

医層上面 と し た。検 出 し た 遺構 は 、 セクションベル

トを設 定 し掘削す る。上部 よ り 出 土す る 遺 物 に つ い

て は 、 遺構内 一括遺物 と し て取 り 上げ る 。 この よ う

な状態で完掘で き た も の は 、 覆土の堆積状況を示す

土層断面 図及び必要に応 じ て 土層断面写真の撮影を

行 う 。 セクションベlレト を取 り 除 い た あ と に 、 実測

を 行 う 。

ま た 、 公共座楳に沿っ た基準杭に よ り 基本グリッ

ドを設定 して い る が、 調査区に よ っ て 異な る。これは、

担当者及び遺構密度- 出 土造物数 と 関連す る も の で

あ っ た。す な わ ち 、 1 � 4 区まで は 1 0 mx 1 0 m、 5

区はこれ を 南 北 に 2 分割 し た 5 m X 1 0 m、 6 区で は

1mX 1 mを基本グリッド と し て い る。 検 出 遺構 ・

出土遺物の実11Wや取 り 上げ に つ い て は 、 個々に判断

さ れ る が、 基本グリッドに よ る も の の他、 1� 4 区

まで は 1 mx 1 mの単位で 1 00 の小グリッドご と 、

またトータlレステエーションを使用 し た も のがあ る。

各遺構実測図・ 造物取 り 上げの カ ードに は 、 公共座

標を換算 し た簡易な数字を用 い たグリッド座標 と も

い う べ き も の で 対応 し て い る が、 5 区 に関 し て は 、

5 m X 10 mの基本グリッドに①・② . . . と 番号 を付 し

て 、 作成 図 面 ・ 造物取 り 上げ カ ードの記載事項を簡

潔に し た。

なお、 報告に当た っ て は全調査区を カ バー し 、 西

ハU
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か ら 東に 向かつて A ・ B…、 北か ら南に向かつて 1 ・

2 … と し て 、 そ の交点 を読み表す も の と 、 公共座標

の両方を記載 し て い る 。 山 海道遺跡の基本グ リ ッ ド

は 5 m X 1 O m に再編 し て 掲載 して い る 。 た と え ば、

P 1 で表す基本 グ リ ッ ド は 、 x= - 1 49 1 5 Y =-

30760 と 同一であ る (第 8 図参照) 。

③ 調査期間及び経過

調査期 聞 は次の と お り であ る 。

l 区 (平成 6 年 1 1 月 25 日 か ら 平成 6 年 1 2月 22 日 )

2 .3 .4区 (平成 6 年 1 2月 2 1 日 か ら 平成 7 年 3 月 3 1 印

" 平成 7 年 5 月 1 0 日 か ら 平成 7 年 7 月 3 1 日 )

5 区 (平成 7 年 8 月 1 日か ら 平成 7 年 1 0月 30 日 )

6 区 (平成 7 年 1 2月 1 8 日 か ら 平成 8 年 2 月 1 9 日 )

調査経過を記す と 、 以下の と お り に な る 。

1 1 月 下旬に 1 区 の 調査 に 入 る 。 分層発掘 を 行 い

な が ら 、 第 E 層下部 よ り 順 に 下 げてし、 く 。 第 W層上

第2節 調査方法と経過

い よ い よ N層 で の 遺構検 出 作業 に 入 っ た 。 埋聾、 住

居跡等が見つかる 。 W層 自体が遺物包含層である ため、

土器の 出 土 も 多 い が、 管玉な ど の装飾品類の 出 土が

多い。 中旬、 鹿本郡市文化財保護委員の来跡があ る 。

ま た 、 文化課で主催 し た 発掘現場見学会の週に は 、

中学の生徒が体験発掘 を お こ な っ た。

9 月 に入札N層 の調査 を終え る と 一部 を 残 し て 、

あ ま り 遺物がでて こ な い状況 と な っ た 。 し か し、 中

央部 に 設定 し た ト レ ンチ の 羽 層 中 か ら も 遺物 の 出 土

があ り 、 羽層残存部の範囲 に つ い て は調査 を 急 ぐ 。

そ して 1 0月 下旬に調査を終了 し た 。

6 区 は、 表土剥 ぎ直後、 西部 に 遺物 が 出 始め、 溝

な ど を 検 出 し た 。 年が明 け、 集石 ・ 住居跡 ・ 埋聾が

見つか る 。 下旬 よ り 掘削 ・ 実測作業 を 急 ぎ、 中旬に

終了 した。

部で遺物 が 出 土 し て い る が、 撹乱がひ ど い。 地形 は 第3節 発掘調査の組織

北か ら 南 に 向 かつ て 傾斜 し て お り 、 南側 に 包含層が 発掘調査及び報告書作成業務は、 以下の体制で行

残 る 。 天草郡倉岳町 の文化財保護委員 の来跡あ り 。 っ た。 なお、 所属等は 当 時の も ので あ る 。

1 2月 下旬に な り 、 2 区の調査 に 入 る 。 や は り 、 W層

で 出 土遺物が多い。 I O x 1 0m を大グ リ ッ ド と して そ

の 中 を l X l m の小グ リ ッ ド 1 00 に分け て 遺物 を 取

り 上 げ る 。 年が明 け て 2 区の調査 を 継続 し な が ら 、

1 万楽寺出口遺跡の調査体制(平成6年度)

調査主体 熊本県教育委員会

調査責任者 桑山 裕好 文化課長

3 区 . 4 区 の調査 に 取 り かか る 。 4 区で は、 溝 ・ 埋 丸山 秀人 課長補佐

聾な ど が検 出 さ れ始め る 。 ま た、 土偶 の 出 土 も 目 立 調査総括 島津義昭 主幹 (文化財調査 l 係長)

っ て く る 。 2 区で は 、 集石が検 出 き れる 。 寒 き が厳 調査担当 長谷部善一 学芸員

し く 、 調査 も 思 う よ う に 進 ま な い。 N層で 出 土 し た 北原 美和子 嘱託

遺物 は、 ド ッ ト 取 り 上 げを 行 う 。 2 月 に N層の掘 り 緒方 徹 嘱託

下げを進め る 。 集石の 検 出 数 も 多 く な る 。 縄文時代 吉本知明 嘱託

後期か ら 晩期 に か け て の も の と 、 早期 の も の があ り 調査事務 白 井哲哉 教育審議員 (課長補佐)

そ う だ。 3 月 に 入 っ て 、 N層 の 中部 か ら 下部 に か け 木下英治 主幹 (経理係長)

て 埋聾が複数検 出 さ れた 。 多数の集石 と と も に 実測 高浜保子 参事

に 取 り かか る 。 年度末 と な り 、 - B 現場 を 閉 じ る 。 高官優美 主任主事

5 月 中旬 よ り 、 新 し い調査体制 の も と、 調査が継続

さ れる 。 集石 ・ 埋聾等の実測 に 取 り かか る 。 旧地形

発掘作業

にかな り の凹凸があ る ことか ら 、 ト レ ンチを設定 し、

基本土層 の把握及び下位層 で の遺構 ・ 遺物の有無を

確認する 。 7 月 下旬に は、 5 区の表土剥 ぎ を 平行 し

て お こ な い、 7 月 末 ま で に 2 ・ 3 ・ 4 区の調査を終

了する。 8 月 中旬には、 5 区の第E層の調査 も終了し、

- 12 ー

磯野富子 内 田 君子 内 田 ヒ デ子 内 田益子

内 田マチ子 川田邦代 古西久男 高木博敏

田尻貞子 田 尻 智 田 尻セツコ 田 尻信義

田尻ハツ ミ 寺本和代 野 口 ア キ 野 口 いつ え

野口末広 野 口 二人 野 口ツユ子 野 口 義秋

野田アサ ノ 藤森 ト リ エ 松本喜伝 松本 リ ツ子
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第9図 山海道遺跡 1 区遺構配置図 ( 1 /300)
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調査指導及び協力者

甲元民之 (熊本大学文学部教授) 富 田 紘一 (熊

本市立博物館) 竹 田 宏司 (熊本市教育委員会)

金田 一精 (熊本市教育委員会) 高木正文 (熊本

県教育委員会) 県農 村整備課 県熊本事務所耕

地課熊本市教育委員会文化課 熊本市北部総合支

所経済課
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市教育委員会) 村崎孝宏 (熊本県教育委員会)

県農 村整備課 県熊本事務所耕地課 熊本市教育

委員会文化課 熊本市北部総合支所経済課

3 整理の組織(平成10年度)

主 体 熊本県教育委員会

責任者 豊田 貞二 文化課長

川上 康治 課長補佐

総 括 松本健郎 課長補佐 (調査1係担当 )

2 山海道遺跡の調査体制(平成6・7年度) 報告書担当 木 村元浩 主任学芸員

調査主体 熊本県教育委員会

調査責任者 桑山 裕好 文化課長

丸 山 秀人 課長補佐

調査総括 島津義昭 主幹 (文化財調査1係長)

調査担当 古森政次 文化財保護主事

山 下義満 文化財保護主事

水野哲郎 文化財保護主事

木 村元浩 主任学芸員

長谷部善一 学芸員

安達武敏 嘱託

福岡信子 嘱託

吉本智明 嘱託

専門調査員 木 村幾太郎 (大分市歴史資料館長)

調査事務

白井哲哉 教育審議員 (課長補佐)

木 下英治 主幹 (経理係長) [平成6 年度]

藤本和夫 主幹 (総務係長) [平成 7 年度]
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第I節 地理的環境

第11章遺跡の概要

第 l 節 遺跡の環境 山海道遺跡 は金峰山 の三 ノ岳か ら 延び る E陵上 に 存

熊本市太郎迫町及び万楽寺町に所在す る 山海道遺 在 し 、 ま た 万楽寺 出 口 遺跡 は 山 海道遺跡の南側 に 広

跡及び万楽寺出 口 遺跡は、 熊本市の最北端に位置 し、 が る 台地平坦部 に存在す る 。 す な わ ち 標高か ら も 山

鹿本郡植木町 と 接す る 。 平成 3 年 2 月 の合併 ま で は 海道遺跡が上段 に位置す る と い う 立地であ る 。

飽託郡北部町で あ っ た 。 両遺跡の発見 に つ い て は 、 第 l 章で詳 し く 述べ ら

一帯は、 ビニールハウ スで栽培 さ れる ス イ カ ・ メ れて い る が、 熊本市教育委員会 に よ り ほ ぼ同 時期 に

ロ ン と い っ た生産物で有名 な地域で、 あ る 。 調査 さ れた よ り 太郎迫遺跡 ・ 妙見遺跡の調査報告書

ま た、 1 2 0 年 ほ ど前の い わ ゆ る 西南戦争で はそ のなかで も 詳細な記載があ り こ こ で は割愛 し た い。

の激戦地の一角 と も な っ た地域で、 鉄砲玉が発掘調 参考文献 『太郎迫遺跡 ・ 妙見遺跡.1 1 9 9 9 年

査中 に見つか る と い う こ と も あ っ た。

i 

第14図 遺跡位置図 1
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第1 5図 遺跡位置図 2 (1 /25，000) 
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第E章 万楽寺出口遺跡の調査成果

第 1 節 基本眉序

当地の基本層序は、 第 1 6図 に示 し た と

お り 第 I 層か ら 第 医層 と し て捉 え ら れる 。

I 層 現在の耕作土で あ る 。

II 層 以前の耕作土で、 一部客土 も 含め る 。

E 層 弥生時代以降の遺物 を含む。

N層 縄文時代後期か ら 晩期の遺物 を 含む。

V層 遺物包含層。 縄文時代後期の も のがあ る 。

色調がW層 よ り やや濃 く な る 。

羽層 ~ 医層 無遺物層

こ の基本土層 図 は地 区 ・ 地点 に よ っ て 、 層序が異

な る と こ ろ を 含めた う えで、 再編 し た も ので あ る 。

II 

E 

W 

V 

羽

班

理

医

耕作土
旧耕作土・客土
黒褐色土
暗褐色土
暗褐色土
暗褐色土
黒褐色土(ニガ土)
暗褐色土
黄樫色土(ローム)

第16図 基本土層模式図

第2節 旧石器時代の遺物

台形石器及び台形様石器 の計 2 点が出 土 し た。 7

号住居跡覆土 中 の も の と 5 区表採の も の で、 原位置

は 保 っ て い な い。 1 は、 7 号住居跡覆土 出 土の台形

石器で、 右側縁 は急斜度で 丁寧 な プラ ンティングが

入 る 。 一方、 左側緑は緩やかで大きな剥離で構成さ札

特 に下部で顕著で あ る 。 刃 部 は 後の剥落 の ほ か使用

時 と 思われる 刃 こ ぼれが残 る 。 最大長2 . 5cm、 最大

幅2 . 7cm、 最大厚O.95cm、 黒曜石製。

2 は 5 区表採 の台形様石器で あ る 。 刃部の大 き な

剥離は使用痕と考 え ら れる 。 両側縁の加工は、 急斜

Cコ

第1節 基本層序

。 3cm 

第17図 7号住居跡覆土出土の台形石 器 (1/1)

とフ 2 
3cm 

第18図 5区表採の台形石器 (1/1)

度であ る が大 ま かで あ る 。 な お、 左側縁下部 は プラ

ンティングで は な い。 最大長2 .4cm、 最大幅 1 . 6c畑、

最大厚O .6cm、 黒曜石製。

第3節 縄文時代の遺物

縄文時代の遺構 は 検 出 さ れな か っ た が、 弥生時代

の遺構覆土及び遺物包含層 よ り 縄文土器及び石器が

出 土 し て い る 。 こ こ で は、 特徴的 な も の に 限 り 説明

してお く 。

l 土器

さ ほ ど 多 く は 出 土 し て い な い が、 一番古 く 位置づ

け ら れる も の と し て 、 楕 円押型文土器が 1 点あ る 。

ま た、 後期か ら 晩期 に か け て の一群があ り 、 西平

式などがあ る 。

ま た、 注目土器の注目部が1点あ る 。

2 石器

石匙 ・ 打製石鯨 ・ 横刃形石器 ・ 石錘 ・ ス ク レイ パ

ー (使用痕の あ る 剥片) 及び不明 の も の があ る 。 石

qL

 



錘 と スクレイパー (使用痕 の あ る 利 片 )及び不明 の

も の に ついて は縄文時代 に 帰属す る 可能性が高い と

い う こ と で、 ここ に説明 し て お く 。

打製石臓 は 8 1 点 出 土 し た。 う ち 黒曜石製 の未成品

が 3 点含まれる 。 石材別で は 、 黒11程石製 53点、 安山

岩製 1 6点、 チャート製 l 点で あ る 。

出 土層位は、 E 層 . N層及び撹乱 ・表面採集 の も

の で 、 ほ と んど は原位置を保っ て いない。 う ち実測

図 2 点、 図版26点を示す (第 1 9図、 図版 7 )0 1は、

層 出土の製鋸歯鯨であ る 。片 脚先端 と 一部欠損する 。

扶 り は浅 く 大 き く 広 が る 。 全 面 に 織密な剥離痕が見

ら れ る 。 2 は 、 未製品 と も 捉 え ら れ る も の で あ る 。

長 狭で 、 扶 り は浅い。 側縁の剥離は整然 と 徹密であ

る が、 全体的に大ま か な 剥離 に よ っ て お り 、 一部素

材面を残 し て い る 。石臓 の 石材 は 黒H程石 と 安山岩で

占 め ら れ る 。石材 に よ る 器形 ・大 き さ 等 に ついて の

違いは 、 特に 見 ら れないが、 挟 り の 深 さ に ついて は

黒曜石製の も の に 深い も のが多い。

石匙は 3 点 出 土 し た 。 横刃形 2 点、 縦刃形 l点で

あ る 。いづれ も 安山岩製で 、 出 土位置不 明 の 1点を

2 2  

第2ilií'j 旧石器I時代の逃物

図版3 7号住居跡出土の台形石器

図版4 5 区表採の台形石器

除 き 田 層 出 土で あ り 、 本来 の位置 は保っ ていない。

横刃形の 2 点 は 、 刃音1Iが厚みを持つ も の と 、 傾 斜 の

緩や かな割合大 き な 剥酬を断続的 に施 し た 薄 形 の も

のがあ り 、 対照的で あ る 。

第20 図 、 図版8は、 十字形石器で あ る 。 4 つ の 張

り 出 し 部 の う ち 、 lつ が扶入部 か ら 欠損 し て い る 。

対抗す る 張 り 出 し部の先端は、 黒 く 組 く な っ て お り 、

火を受 け た可能性 も考え ら れ よ う 。

打製石斧は、 1 9点 出土 した。の ち に 欠損があ る が、

製品 と し て 完成 し て い る も の が9点、 制作途中 の大

形品が 1 0点 あ る 。完製品は 1 点を除 き 、 短冊状を呈

す る も ので あ る 。

石材について は、 安山岩系が 1 5点 と 大半を占 め る 。

他の も の は、 緑泥 片 岩系で あ る 。



石錘は、 l 点 あ る。 有溝砥石。小型の円醸の中央

部 に 全周小満が巡 る。

スクレイパー(使用痕剥片) は 、 1 9点 あ る 。 制合

大 き な素材の 周縁部 に し っ か り し た 剥離を施 し て い

る も のをスクレイパー と し て 捉え る と 安 山岩製 の も

の で 3 点 あ る 。 ま た 、 そ れ以 外 の も のを使用痕 の あ

る 剥片 と す る と 1 6点 あ る。これ ら の石材 は 全 て 黒1Ij�!

石製で あ る。

不明日! と し て 以下 の も のがあ る。

〈ここ〉

A 

第 1 9図 石鍬実測図 ( 1 / 1 )

くこコ

I Â 
図版7 石 鉱

円ぺU円ノ臼

第 3節 純文l時代のえi物

(左) 図版5
石鍬 1

図版6
(右) 石 鍛 2

/ 

2 

。 3cm 



1 . 横刃で上部 に背面、 対す る 下端 に刃部を作っ

た横刃形石器 と して捉え ら れる も のである 。石包丁 (石

鎌) と 同様の使用法 も 推測可能で あ る。

2 .  全てを加工 し た棒状の厚みあ る も ので、 一端

は欠損 し て い る が、 他の一端には細かなノッチを入オ1ヘ

柄を作 り 出 し て い る も ので あ る。

図版8 十字形石器

ζ二� � 5 
E二ヨ

第20図 十字形石器実測 図 ( 1 /3)

1 0cm 

第3節 縄文時代の逃物

図版9 磨 石 1

ζコ 。 1 0cm 

第2 1 図 磨石実測図 ( 1 /4)

図版 1 0 磨石2
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図版1 1 石 匙

図版1 2 打製石斧

-2 5 -

tfi3節 制文H寺 代の泌物



図版 1 3 属平打製石斧

図版 1 4 異形石器

第3節 制文l時代の泣物

図 版 1 5 使用痕のある剥片

円。円ノ』

A川α
。

第22図 異形石器実測図

3cm 



(左) 図 版 1 6 勾玉

(右) 図版 1 7 勾玉出土状況

図 版 1 8 図 版 1 7の拡大

第 4 節 弥生H寺代のj立構 と 逃物

第4節 弥生時代の遺構と遺物

検出 したi立構は、 住居跡1 9・聾棺墓 1 1 ・木棺墓 4 ・

土域 5 ・配石 2 ・満 6 ・ 焼土 2 ・ 土坑10 で あ る 。

ウi円/臼



第 4 節 弥生時代の 逃構 と 巡物

1 竪穴式住居跡 態を掲載 し て い る 。 ま

全部で 19IIIf以上検 出 さ れて い る が、 ここで、 は確 た 、 掲載 し た 出 土遺物

実な も の 1 9mf に ついて 報告す る。 H寺期の所属 は 、 の実11m 図 に ついて は 、

出 土 迫物か ら 、 弥生時 代 中 期 の仁1:1頃か ら 後 り 頃 に か 住居跡床面 ・ 底 面及び

けて の も のであ る。検出 し た調査区は、 1 ' 3 - 1 ・ 貯蔵穴 出 土 の も の に 限

7 区 の み で集中が認め ら れ、 住居城 と し て考え る こ っ ている。

と がで き そ う だ。検 出 層 は 、 W層及び以j冒で 、 民層

確認の も の が多 く 、 結果的 に壁高の 残存度が低 く な 1 号住居跡

っ て い る 。住居跡 と し て の 認定 は 、 ①硬化面の存在 平 面 形 は ほ ぼ正方 形

と そ の 広 が り ② 焼土 (炉) の存在③貯蔵穴の 有無④ で東西Ililli 3 . 5m、 南 北Ilqll

平面形態⑤柱穴の 有無 など に よ る。全て がこの条件 3 . 0mで、 あ る。検 出 面か

を満た し て い る わ け で は ないが、 ここで は 、 これら ら の 深 さ は 6 cm 程 度 で、

L J 

の視点を も っ て 、 報告す る こ と と し た。 図版20 1 号住居跡出土土器

平面形態 は 、 切 り 合いがあ っ た り 、 調査 区 外 に 広

が る も の が多いが、 長 方形を呈す る も の が圧倒的 に

多い。 な お、 実11m図 に ついて は 、 原則 と し て 完掘状

�.lU.<τ与品J去4也、白畠d官、‘哩弘占��むご
図版 1 9 1 号住居跡完掘状況 ( 南西か ら )

ヨ f三 ノ戸、、 /\ /'\ 

-F1 

下一一斗| ミて

。 1 0cm 

第24図 1 号住居跡出土土器 ( 1 /4)
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第23図 1 号住居跡実測 図 ( 1 /60)



第 4- îifi 弥生時代の逃椛 と 泌物

あ る。床面 の ほ ぼ全面で硬 化面が検 出 で き た。南壁

に は 深 さ 40cmを も っ貯蔵穴があ り また8つ の柱穴が

確認 さ れたが、 主 に 家屋を支 え る 柱穴は不明 で あ る。

ま た 、 焼土及ひ��j't土 ブ、 ロ ックが 1:1:1央やや北寄 り に 見

ら れ、 こ れが炉と 考え ら れ る 。 な お、 断面図 E - E ' 2 号住居跡

に かか る 焼 土 は 極 わ ず か で 、 断 面 図 で は表せ な い。 平岡形はやや南北に長い長方形であ る。南北中Ili4.0m、

な る。また 、 内 側 に 張 り 出 しを も っ。 3 は 、 壷形土

器の口縁部で、 鋤状口縁であ り 、 上面が く ぽむ。なお、

口縁部 内 面上部 に は 赤色顔料の残存があ る。

出 土造物は、 土器・石器など多数あ る が、 こ こ では、 東西1141I3 . 6mで、 あ る。検 出 面か ら の 深 さ は 1 1 cm残存す

3 点 の土器を 図 化 し た。 l は 、 弥生時代整形土器の る。硬 化聞 は 南側を 除 き は ぼ全域で、確認 さ れた。 北

口縁部で 、 口縁部 外 面 に 断 面が三角 形の突幣を張 り 東 附 に 貯蔵穴 と 考え ら れ る も のが あ り 、 深 さ 30cmで、

付けた も ので あ る。また 内側に張 り 出 しを も っ。 2 は、

弥生時代型形土器の 口縁部で 、 仁 | 縁 外 側 の 突手11Pが創u

長 く な り 、 ま た 、 強 く 内 傾 し 、 く の 字 に 近 い 形態 と

図版21 2号住居跡完掘状況 ( 南西から)

回
∞田
品ヨ

/'" ---- 、1 J'/

A 

\ 硬化面
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図版22 2号住居跡出土土器
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第26図 2号住居跡出土土器 ( 1 /4)

C 88.4m c' 

主玉三
A' 1 褐色土 (ニガのブロ ックを少毘含む。

粘性若干あり )

2 椙色土 (ニガのブロ ッ クを少量含む。
粘性若干あリ )
1 胞に比べやや暗い)

A 88.4m A' 
2m 
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第 4 節 弥生時代のえi桝 と 逃物

図版23 3号住居跡完掘状況

図版24 5号住居跡出土石器

田
∞∞
品
ヨ /1 

J 
，へ..r
\ 

'- A' 

3号住居跡

硬化面 ，，，f『
E11t
ill
--eg
fノノ

@ 

⑥ 

硬化面 5号住居跡
。

日 O G 
。

n -
明HhHhHh刊h日刊H

A 88.4m A' 

三L E竺
三ミ Jf u 

ILJ並A;m S' 

三三三k � 

O 
E二工コ

2m 

第27図 3 ・ 5号住居跡実測図 ( 1 /60)

nu

 

円ペU



弥生時代の遺構 と 遺物第4節

A' 

/ \\、\

/"戸{戸、』】}一圃，
/\ 

) 硬化面
jノ

/ ( 

( /f)，-
) ! k f 

2 層 に分かれる 。 こ の他に 6 つの柱穴が検出で き た。

ど の柱穴が住居跡主柱穴 と な る も の は不 明 で あ り 、

に 伴 う か は は っ き り し し な い。 な お、 北部で見 ら れ

A 

る 切 り 合 い 関係 は、 切 ら れた 遺構 は住居跡で あ る 可

能性 も あ る が、 判然 と し な い。

出土遺物 と して は、 弥生時代黒髪期の口縁部 ・ 底部 ・

i 
t 
， a ， t t 

高坪脚部 ・ 磨製石鯨 ・ 磨製石斧があ る 。 土器の器形

で は、 童形土器 ・ 聾形土器が存在 し、 聾形土器 口縁

部の し ゃ く れや底部の 上 げ底状態がい わ ゆ る 脚台化 ⑥ こ れ ら の 時期 を 、 黒髪式の後半のし て い る 事か ら 、

A' 

ーと竺壬

A 88.5m 時期 と 考 え て お き た い。

高坪脚部に は、 全体的に赤色顔料の痕跡が見ら れる 。

1 は 、 弥生時代聾形土器 の 口 縁部で、 口 縁外側の
2m 

4号住居跡実測園(1/60)

o 
ヒコく の字 に 近突帯が細長 く な り 、 ま た、 強 く 内 傾 し、

第28図い形態 と な る 。 ま た、 内 側 に 張 り 出 し を も っ。

長い長方形で あ る 。 推定で東西軸3.4m以上、 南北軸3号 ・ 5号住居跡
3.3m以上あ る 。 検 出 面か ら の深 さ は 5 佃程度残存す5 号3 号住居跡 と 5 号住居跡 は切 り 合 っ て お り 、

る 。 硬化面がほ ぼ全面 に わ た っ て 検 出 で き た 。 北西

1 .暗縄色土. 錦土が混じる.

2.暗褐色土. 較かい.

三宝合壬三

⑥ 

住居跡が新 し い。 3 号住居跡の平面形 はやや東西 に

A' 

回
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6号住居跡実測図 ( 1 /60)
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隅 の壁ぎわ に は 貯蔵穴 と 考 え ら れ る も の があ り 、 深

さ は40cm程度 あ る。また 、 5 号 住居跡 の平面形態は

楕円形を呈す る も ので あ ろ う。調査区外に も 広が り 、

3 号及び、4号土坑に 切 ら れて い る ので、 詳細不明だが、

直径2 . 3m以上 あ る。また壁高が2 1 cm残存 し て い る。

硬 化面 は ほ ぼ全域で確認 さ れて 、 柱穴 も 複数検 出 さ

れて い る が、 家屋を支 え る の が ど の柱穴か は っ き り

と し な い。 3 ・ 4 号土坑内 に 見 ら れ る 柱穴 も 住居跡

に 伴 う も のか ど う か も含めて 不 明 な点が多し 、。

3 号住居跡 の 出土遺物 に は、 弥生時代の壷形土器、

聾形土器があ り 、 仁l縁部片・底部片及び石包 丁・敵石・

鉄器があ る。整形土器の 口縁部形態及び底部 か ら 黒

髪期の早い段階の も の で あ る こ と が伺 え る。また、

護形土器 の l 点 に は 、 口縁部 に 焼成後の穿孔が l カ

所残存 し て お り 、 葦 と セットで使用 さ れ る も の で あ

ろ う 。概 し て この復元 口 径 は 、 他 の 出 土聾形土器 と

比較 して小 さ い。

底部 は 、 明 瞭 に 長 く 作 り 出 す も の と 平底 の も の が

あ る が、 い ず れ も ご く 浅い 、 上げ底程度で、 底部厚

の も ので あ る。

石 包 丁 は 欠損著 し � ' 0 刃部 に は使用痕 と 考 え ら れ

る 微細 な利落が見 ら れる。

回 ⑥ 

A ! V \ ミ A
EDU回国A 86.0m 一�

三に
1 0 1 2m 

第30図 7号住居跡実測図 ( 1 /60) 

第 4 節 弥生11寺代の遺構 と 逃物

図版25 6号住居跡出土土器

5 号住居跡 か ら は、 壷形土器・聾形土器・ 石包丁・

敵石があ る。弥生時代黒髪期 の も の で 、 �形土 器 口

縁端部 の し ゃ く れが見 ら れる。底部 は浅い 上げ底状

で あ る。 3 号住居跡 と の 切 り 合 い か ら 、 3 号が古い

ので、 5 号住居跡の し ゃ く れた 口縁部を基準 と する と 、

黒髪期 の 後半 に 5 号住居跡の時期を も っ て く る こ と

がで き る。

4号住居跡

平面形 は やや 南 北 に 長い長方形 と 推測 さ れ る 。 南

半音1\ は 全 く 不 明で、 、 四半部 も わず か に F端が確認で、

き る 程度 で あ っ た。 南北1Ii[114 . 0 m、 東西1M1 3 . 6 m以上

の規模を持つ。検 出 面 か ら の深 さ は 1 1 cm残 る。硬化

面 は割合広範囲で検 出 で き た が、 焼土 ・ 貯蔵穴・ 柱

穴は検 出 さ れて い な い。

出土遺物は、 磨石(敵石)

が l 点 出 土 し て い る。楕

円を呈す る も ので 、 周締

の対す る 頂部 に は敵打痕

が残 る。また 、 両 而 は 、

磨 っ た 痕跡が残 る が、 浅

し 、 く ぼみが存在す る。

図版26 7号住居跡出土石器

円/』円ぺU

6 号住居跡

平面形はやや 東 西 に 長

L 、長方形 に な る と 考え ら

れ る が、 判然 と し な い。

東 西 11i111 3 . 5 m 、 南 北 111111



が調査 区 外 に 広 が る た め、 規 模 は 不 明で あ る が、 長

方形 ・ 正方形の いづれか と し て も 長il!111 5 . 0mの規模を

も っ。検出面か ら の深 さ は は38cm残る。硬化面 ・ 炉 ・

柱穴等 は一切検 出 さ れな か っ た。

出 土造物は、 整形土器 ・ 壷形土器 ・ 高坪 (器台)

石包 丁 ・ 砥石があ る 。 聾形土器の 口 線音1I及 び底部か

ら は、 黒髪期のやや古い様相を見て と れる。すなわち、

口縁部 に断面三 角 形の 張 り 付 け 口 縁 か ら やや緩やか

な し ゃ く れ状態の も の が あ り 、 底部 は 、 やや浅 い 上

げ 底 と い う こ と で あ

る。高杯 (器 台 ) と し

て い る も の は 、 特に 風

化 が著 し く 、 時期の所

属 など疑問が残 る。

石包 丁 は半分を 欠損

し て い る が、 優美で、大

形の も ので あ る。使 用

7 号住居跡 時の も の と 考 え ら れる

平面形態は 方形を呈す る も の と 考 え ら れ る。北半 図版27 9号住居跡出土石器

3 . 0mで、 あ る。検 出 面か ら の深 さ は 6 cmあ る。硬化面

は 、 r-I: I央部で確認 さ れた が、 東端 ・ 南端 に も こ の住

居跡の平面 プラ ン に かか る よ う に 2 カ 所 見 ら れる。

別の住居跡 と の切 り 合いを も っ可能性を残 し て い る。

柱穴 も 複数検 出 さ れて い る が、 まず、 住居跡に 伴 う

も の かど う かま た 、 どれが柱 と し て成 り 立つ も の か

よ く 分か ら な い。Uはニが東l!fJlにあ り 、 炉と考え ら れる。

C - C ' に は掘 り 込みがあ り 、 2 層 に 分 け ら れる。

l 層 の 下部 に は堅 く 焼 け た 焼土及ひ��!E土 ブ、ロックが

レ ン ズ状 に 推積 し て い た。 出 土造物 は 、 聾形土器 ・

鉢形土器 ・ 敵 石 が あ る。聾形土器の し ゃ く れあ る 口

縁端音1I及びやや 脚台化 し つ つ あ る 幅広の上げ底で底

部厚 と い う 底部形態か ら 弥生時代黒髪期の 中 頃 で は

な い か と 考え ら れ る 。 特 に 底部 に 残存す る 内 面上部

の 砂が特徴的で あ る。鉢形土器 は 2 点 あ り う ち l 点

は 口縁部 に 焼成後の穿孔があ る。
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微細な剥自IE痕が 残存する。砥石は欠損著 しい。

砥 商 は 全 体 に及んで、 お り 、 よ く 使用 し て い

た様子が伺 え る。

8 号住居跡

南東|偶が確認で き て いないが、 平面形態

は ほ ぼ正方形で あ る。 東西i14112 . 6m、 南北i/illl

2 .4mで、 あ る。 検 出 面か ら の深 さ は 1 7cm程度

で あ る。 中 央部 に は粘土を 張 り 付 け 硬 化 し

た 部 分 が検 出 で き た。柱穴は 7 つ 検 出 さ れ

て い る が、 住居跡 に 伴 う も の かど う か も 含

め て 、 主 柱 と な る も の は 不 明 で あ る。焼土

は確認で き な か っ た。

出 土造物 は 、 謹形土器、 壷形土器、 及び石包丁、

石皿が出土 し た。聾形土器の 口縁端部及び底部か ら 、

弥生時代黒髪期でやや古い時期 で は ないか と 考 え ら

れ る 。 す な わ ち 、 断 面三 角 形 の 張 り 付 け突帯 と 、 浅

し 、 く ぼみ の底部が特徴的で あ る。石包 丁 は 、 欠損著

し く 、 制片 と な っ てい る。

石 皿 は 、 ほ ぼ半分程度欠損 し てい る が、 一面 に の

み擦 り 込んだ部分を残す。使用頻度は低い よ う だ。

時期の帰属は難 しいが、 1:1:\ 土状況 か ら 、 当 住居跡

に 伴 う 可能性が高い。

A 87.2m 

=三三=ー
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第33図 1 0号住居跡実測図 ( 1 /60)
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第32図 9号住居跡実測図 ( 1 /60)

9 号住居跡

北主幹部 は調査 区 外 に 広 が り 、 平面形態 は 判然 と し

ないが、 方 形 に 近い も の と 推測 さ れる。平面形態は

不詳。長いiliillを と れば2 . 6m程度 あ る。検 出 面か ら の

深 さ は 1 8cm残存す る。柱穴 も 複数あ る が不 明。他の

住居跡 と 比べて、 住居跡断定の判断材料が少ないが、

ここで は 住居跡 と し て 認識 し て い る 。 出 土造物 と し

て は 、 整形土器 ・ 壷形土器 ・ 鉄器があ る。聾形土器

の 口縁端音1\が、 断面三角 形 の 張 り 付 け の も の と し ゃ

く れの も の があ り 、 年代決定 に あ た っ て は 、 よ り 新

しい し ゃ く れの も のを基準 に すれば、 弥生時代黒髪

期の新 しい段階に な る も の と 考え ら れる。 鉄器の器

種 は 不明 で あ る。

1 0号住匡跡

半分以上が東側 の 調査 区 外 に 広 が る が、 平面形態

は 方 形 と 推測 さ れ る 。 南 北 iliill は 3 . 4 m、 東 西 i/illl は

1 . 8m!以上で、 あ る。 検 出 面か ら の 深 さ は 、 最大30cm

あ り 、 残 り が良い。硬化面及び炉 も 検 出 さ れていない。

柱穴は 3 つ確認 さ れた が、 家屋を主に構成す る も の

かど う か不 明 で あ る 。 出 土

辿 物 と し て は 、 整 形 土 器 の

1 0cm 

図版28 1 0号住居跡出土土器
第34図
1 0号住居跡出土土器 ( 1 /4)
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第 4 fií'j 弥生時代の辿柿 と 逃物

底部一点が あ る 。聾形土器の底部 と 考 え ら れ る 。や 東西llilli 1 .5m以上で、 あ る 。

や刷l台 化 し つ つ あ る も の の 、 底面 は 若干の上げ底で 検 出 面か ら の深 さ は 1 0cm程度残存す る 。 1 3号住居

ほ ぽ平坦で あ る 。 跡、 は、 1 2 0 1 5号住居跡を 切 る も ので 、 平面形態は長

方形で あ る 。短!Ii山2 08m、 長llill13 0 1 mで、 検 出 面か ら の

1 1 号住居跡

平面形態 はやや東西 に 長 い長 方 形で あ る 。東西!lilll

4 . 6m、 南北軸4. 0mあ る 。 検 出 而か ら の深 さ は 1 5cm

程度で あ る 。焼土が中 央 よ り も 南西 の 隅 に 近 い と こ

ろ に存在 し 、 炉 と 考 え ら れ る 。 ただ 、 焼土がど の 程

度残存 し て い る の か は 不 明 。 柱 穴 は検 出 で き た も の

の主柱穴 と な る も の はli'(E認で、 き て い な い。 11\ 土造物

と し て は 、 l は 、 聾形土 器 の 口 縁部 で 、 口縁部外国

に 断面が、 三 角 形状 か ら 台形状の突

手首;を張 り 付 け た も ので 、 口縁上面は

ほ ぼ平坦で、 あ る 。また 、 内 側 の 張 り

出 し は も た な い。

2 は、 聾形土器の 口 縁部で、 く の

字型 口縁 と な る も ので あ る 。

3 は、 底部片で壷Jf�土器 の も の と

考え ら れる 。平底 と な っ て い る 。底

部端 と 直線的に連な る 胴部を も っ。

底辺 はやや丸みを も っ。

他 に 底部片、 及び鉄器 が出 土 し た。

底音11 は裾部が広 が り 上げ底で あ る 。

!問l台化まで に は な っ て いなし 、。なお、

わずか に 底部 内側上面 に 砂粒の付着

を み る 。 こ れ ら の こ と か ら 、 弥生時

代黒髪期式の 中 頃 と 考 え ら れる 。ま

た 、 口縁部 に 焼成後の穿孔を 見 る も

のがあ り 、 蓋 と セットで使用 さ れた

可能性があ る 。 鉄器は 1 )�� あ る が、

器種不明で あ る 。

1 2号 ・ 1 3 ・ 1 5 ・ 1 6住居跡

切 り 合いがあ り 、 そ の先後関係は、

古 い 方か ら 、 1 2 ・ 1 6→ 1 5→ 1 3号で

あ る 。 1 2号住居跡は平面形態 は 方形

を呈す る も の で あ る が、 1 3 ・ 1 5号

住居跡に切 ら れて い る。南北車1"2.8m、

図版29
1 1 号住居跡出土土器
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深 さ は、 8cm残 る 。 1 5号住居跡 は 、 1 3号住居跡に 大

部分を 切 ら れ、 逆 に 1 2 号住居跡を 切 っ て い る 。残存

部 分 か ら 正方 形 で あ る と 推 定 で き 、 東西期11 0 南 北取I1

と も 3. 5mで、 あ る 。 検 出 面か ら の深 さ は l Ocm程度で、あ
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第35図 1 1 号住居跡出土土器 ( 1 /4)

O 

A' 

0 0  

A' ノ戸ーー一一ー
o 2m a-ーマーー�τー一一γーー 寸ー』ー一一一一ーー一一一一--.

第36図 1 1 号住居跡実測 図 ( 1 /60)
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る 。 1 6号住居跡は、 大部分が調査区外 に な る 。 平面

形態の特定はで き な い。 南北軸 は2 .9mで、 東西軸は

60叩残る 。 検出面か ら の深 さ は最大 1 6叩あ る 。

こ れ ら 4 住居跡 に つ い て は、 硬化面及び焼土 は確

認 さ れて い な い が、 柱穴 は複数確認 さ れた。 た だ、

家屋 を 支 え る こ と ので き る 主な柱の組み合わせを判

別す る こ と は で き な か っ た 。 柱穴 そ の他の も の の 区

別 も 難 し い。

1 3号住居跡か ら は、 費形土器 ・ 高坪が出土 した。

1 は、 聾形土器の 口 縁部で、 口 縁部外面 に分厚い

断面形が、 三角形の突帯 を 張 り 付 け て い る 。 内 側 に

O 

A 87.3m A' 

言 Æ -----← t=== 

B 87.3m 8' 

三五一 一戸主 ---L三三

C 87.3m C' o 87.3m 

第4節 弥生時代の遺構 と 遺物

張 り 出 し を も っ。 2 は、 高坪の坪部 で あ る 。 鋤状 口

縁を も ち、 内側にやや張 り 出す。 上面はやや く ぽむ。

内外の全面 に 赤色顔料が見 ら れる 。 3 は、 上 げ底 を

も っ底部で、 聾形土器 の も ので あ ろ う 。 底面が少 し

く ぽむ。 底部端はあ ま り 張 り 出 さ な い。

聾形土器 の 口 縁端部 は 断面三角形の も の と 厚みが

あ る し ゃ く れ気味の も の があ り 、 底部 は小型でやや

上げ底の も ので、 弥生時代の黒髪期 のやや古 い時期

の所産の も の と 考え ら れよ う 。

高坪は、 坪部が残存 し て お り 大形で あ る 。 ま た 、

全面 に 赤色顔料が残 る 。 聾で蓋のつ く も のか。 小片
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第37図 12 ・ 13 ・ 15 ・ 16号住居跡実測図 (1/60)
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で は あ る が、 聾形土器 の 口 縁端部 に 焼成後の穿孔 を

も つ も の が あ り 、 蓋 が付 き セ ッ ト で 用 い ら れた も の

と も 捉 え ら れ る が、 逆 に 反 り 自 体が葦の一部か も し

れな い。

1 5号住居跡 出 土の遺物 と し て 、 護形土器の 口 縁部

片 2 点 と 高杯)JtlJ部 l 点 が あ る 。 弥生時代黒髪期 の も

ので あ ろ う が、 詳細

は 不 明 で あ る 。 1 2

号 . 1 6 号 住 居 跡 か

ら の 出 土 造 物 は な

。、し

1 4号 ・ 1 7号 ・ 1 9

号住居跡

切 り 合 い が あ り 、

そ の先後関 係 は 、 古

し つ7 か ら 1 4 ・ 1 7 →

1 9 と 考 え ら れる 。

1 4 号 住 居 跡 は 西

側が調査 区 外 に 広 が

る 。 1 7 号 住 居 跡 と

の 切 り 合 い も あ る た

め、 詳細不明 だが、

方形の も の と 推測 さ

図版3 1 1 3号住居跡出土土器

アいい
o 5cm 
ヒエZ工=回

れる 。 現存規模 は 南 第39図
1 5号住居跡 図版32

北 111111 2 . 7 m 東 西 中11.1 出土土器。/4) 1 5号住居跡出土土器

2 . 3mで、 あ る 。 検 出 面か ら の深 さ は 1 0cm残 る 。 1 7号

住居跡 も 西側 が調 査 区 外 に 広 が り 、 1 4号 ・ 1 7号住

居跡 と の 切 り 合 い が あ る 。 1 4号住居跡 と の前後関係

は 不 明 で あ る が、 1 9号住居跡 よ り 前 に つ く ら れた も

の で あ る 。 平面形 態 は 不 明 で あ る が、 東西!liUIで2 . 8

m 程度 は あ り そ う だ。 な お 、 硬化面が中央付近 に 残

存 す る 。 1 9号住居跡 は 1 7号住居跡 と の 切 り 合 い が

あ り 、 1 7号住居跡 を 切 っ て い る 。 調 査 区 外 に 広 が る

た め、 詳細 は 不 明 で あ る が、 方 形 を 呈す る も の で あ

ろ う 。 1 辺 は 最 低で も 3 . 8 m ほ ど あ り そ う で大形で

あ る 。 検 出 面か ら の 深 さ は最大で も 5 cm程度で、 あ る 。

便化面は北東隅で、 検 出 で、 き た 。

こ れ ら 3 つ の住居跡 に つ い て は 、 焼土 ・ 貯蔵穴 は

検 出 さ れな か っ た 。 柱穴 は 1 4一号住居跡 内 に 多 く 見 ら

第 4 節 弥生H寺代の逃椛 と 逃物

図版30 1 2 ・ 1 3 ・ 1 5 ・ 1 6号住居跡完掘状況

守ごー プ ゃい
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o 1 0cm 

第38図 1 3号住居跡出土土器 ( 1 /4)

れ る 。 主な柱穴 は は っ き り し な い が、 1 4号住居跡 に

閲 し て は 、 西側 に も っ と の び る こ と を 考 え る と 、 凹

隅 に 4 本の 柱 を も つ も の の可能性があ る 。

1 4号住居跡 出 土 の浩一物 と し て 、 l は 、 壷形土器の

口 縁者11 で あ る 。 仁l 線 部 外 側 の 突帯 が U 字型 で 、 上面

に く ぼみを も っ。 内 側 はやや強 く 張 り 出 す 部分 を も

っ。 2 は 不 明 。 整形土掃 の 口 緑部 片 2 点が あ る 。 や

や厚み を も ち 、 し ゃ く れ状態 ま で に は な っ て い な い 。

こ れ ら の こ と か ら 、 弥生時代黒髪期 の 中 頃 で は な か

ろ う か。

1 7号住居跡か ら は 、 砥石が 1 点 出 土 し た 。 住居跡

の炉 内 出 土 の も の で 、 火 を 受 け た た め か黒 く 焼 け て

い る 。

1 9号住居跡か ら は 、 主主形土器の底部が l 点 出 土 し

た 。 欠損 し て い る た め 、 詳 細 不 明 だが、 小型でやや

上 げ底気味で あ る 。 }IW 台 化 は し て い な い 。 こ れ ら の

こ と か ら 、 弥生時代黒髪式 の も の で あ ろ う 。

1 8号住居跡

西側が調査 区 外 に 広 が る も の で 、 半分程度検 出 で

き た 。 詳細| は 不 明 で あ る が、 残存部 の状況か ら 方形

ウi円べυ



図版33 1 4号住居跡造物出土状況 (束力、ら)
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第40図 1 4 ・ 1 7 ・ 1 9号住居跡実測図 ( 1 /60)

第 4 節 弥生H寺代の逃椛 と 遺物
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図版34
1 4号住居跡出土土器

第4 1 図
1 4号住居跡出土土器 ( 1 /4)

の も のであ る と 考 え ら れる 。 残存計で、 南北Ili[11 1 .2 m 、

東西 i\illl l . 4 m を 計 る 。 検 出 面 か ら の 深 さ は 3 cm程度

残 る 。 炉 ・ 硬化面 - 柱穴 は 検 出 で き な か っ た 。 住居

跡 と し て 認定す る に は 資料 が少 な く 、 問 題 を 含んで

い る が、 こ こ で は掲載 し て お く 。 ま た 、 出 土遺物 も

な い。
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第42図 1 8号住居跡実測図 ( 1 /60)
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第43図 1 号斐棺墓実測図 ( 1 /20)
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第44図 1 号室棺実測図 ( 1 /6)

m 4 節 弥生時代の遺構 と 逃物

図版35 1 号聾棺墓検出状況

図版36 1 号室棺
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第46図 2号窪棺実測図 ( 1 /6)
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第45図 2号聾棺墓実測 図 ( 1 /20)
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第47図 3号室棺墓実測図 ( 1 /20)
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第48図 3号墾棺実測 図 ( 1 /6)
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図版38 3号聾棺墓検出状況

図版39 3号聾棺
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図版40 5号翠棺墓検出状況
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第50図 5号聾棺実測図 ( 1 /6)
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第49図 5号窒棺墓実測 図 ( 1 /20)

図版4 1 5号聾棺
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第5 1 図 6号翠棺墓実測 図 ( 1 /20)

図版42 6号霊棺
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第52図 6号聾棺実測図 ( 1 /6)
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第53図 7号翠棺墓実jR�図 ( 1 /20)
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第54図 7号墾棺実測図 ( 1 /6)

第 4 節 弥生H
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7号斐棺墓出土状況

図版44
7号菱棺出土状況
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第4 íií'i �IJ;生11寺代の辿桝 と 泣物
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。 50cm 図版46 8号窒棺墓出土状況

第55図 8号聾棺墓実測 図 ( 1 /20)
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第56図 8号窒棺実測図 ( 1 /6) 図版47 8号室棺
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第57図 9号室棺墓実測図 ( 1 /20)

第58図 9号聾棺実測図

第 4 fií'i 弥生時代の辿椛 と ru物

図版48 9号聾棺墓検出状況

図版49 9号墾棺
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第 4 節 弥生時代の逃桝 と 造物
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第59図 1 0号翠棺襲実測図 ( 1 /20)

図版5 1 1 0号聾棺墓機出状況

図版52 1 0号蜜棺人骨出土状況 図版53 1 0号翠棺
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第60図 1 0号室棺実測図 ( 1 /8)
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第6 1 図 1 1 号窒棺墓実測図 ( 1 /20)
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第62図 1 1 号窒棺実測図 ( 1 /6)

第 4- í'ií'î 弥生時代のi町民 と 造物

図版54 1 0号 (左) ・ 1 .1 号 (右) 窒棺墓検出状況

図 版55 1 1 号聾棺
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第 4 節 弥生時代の治梢 と 巡物
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第63図 土績 ・ 木棺墓配置図

図版56 土績 ・ 木棺墓検出状況
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第4節 弥生時代の遺構 と 遺物
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第66図 3号土婿実測図
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第4節 弥生時代の遺構と遺物
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第67図4 ・ 5号土競実測図
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第69図 2号木棺墓実測図
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第70図 3 ・ 4号木棺墓実測図
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図版57 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4号木棺墓検出状況
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第7 1 図 4号木棺墓出土石器
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図版58 4号木棺墓出土石器
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第 4 節 弥生lI�f代のJ立桝 と 泌物

図版59 3 ・ 4 ・ 5号土鳩検出状況

図版60 1 号木棺墓検出状況
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5 �戸
3 - 1 区で l 基検 出 さ れた 。 楕 円形 でふ長軸60cm、

短llilll 50cm を 計 る 。 中 心部がやや深 く な り 、 覆土は 3

層で構成 さ れる 。 最深部は、 好仁tブロ ッ クで構成さ オ1へ

そ の上部 に 炭 ・ 焼土 を 若干含む褐色土が覆 う 。

検 出 面か ら の 深 さ は 、 5 cmで、 あ る 。 当 遺跡 の あ り

方 か ら 、 弥生時代の住居跡内 に 存 在す る 炉 と 考 え る

の が一番良 い で あ ろ う 。 た だ し 、 住居跡 を 確認す る

こ と はで き な か っ た 。

6 焼 土

腕 土 は 、 7 区 中 央で 2 基検 出 さ れた 。 いづれ も そ

の性格は不明。 焼土 を 含む磁土であ る 。 l 号焼土は、

1 .8m x l .4 m で

掘 り 込み は し つ カか3 り し て お り 、 底面は平 ら で あ る 。

出 土遺物 と し て は 、 l 点 の 塑形土器 と 考 え ら れ る

口 緑片 が 出 土 し た 。 仁l 縁外側 の 突幣が U 字型で上面

に く ぼみ を も ち 。 内 側 に 張 り 出 し を も っ。

口 縁端部 の 作 り が し ゃ く れた 状態 に あ り 、 弥生時

代黒髪 式 の 後 半 の も の で あ ろ う 。 2 号焼土 は 、 l 号

焼土 に 隣接 し て 検 出 さ れた 直径 1 1 0cmの ほ ぼ円 形 を

呈す る 。 深 さ 30cm程度あ る 。 底面は ほ ぼ平 ら であ る 。

肩 は 南 側 は 垂直 に 落 ち る 。 出 土遺物 と し て は 、 l 点

の聾形土器 口 縁片が出 土 し た 。

盤形土器 の 口 縁音1) と 考 え ら れ る 。 口 縁外側 の突帯

が U 字型でやや 内 傾が強 く 、 口 縁 上面 は く ぼみ内側

に 張 り 出す。

口 緑端部 の 作 り が し ゃ く れた状態 に な り つつ あ る

も の で、 弥生時代黒髪式 の 中 頃 に そ の 時 期 が求 め ら

れ る 。 い づれ も 弥生土器が 出 土 し て い る が、 時期の

帰属 は よ く 分か ら な い。

第 4 節 弥生時代の遺構 と 逃物

図版62 1 号焼土出土土器

図版63 2号焼土出土土器
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2 褐色土
f!尭土をブロ ‘ノ ヲ状に嵩むoì 

A' \.非常に強く 赤化している j
3 栂色土

(銅色土を粒状にす量富むo}

A 

ハvj
主主豆ょ豆m A' 

S=二二E孟三五三主=ムょ=二二

。 1 m  

第72図 1 号炉跡実測 図 ( 1 /20)
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第74図 1 号焼土出土土器 ( 1 /4)

に\tts v 
0 5 1 0cm 

第75図 2号焼土出土土器 ( 1 /4)
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第 4節 弥生時代の遺構 と 遺物
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第73図 1 ・ 2号焼土実測図 (1/40)
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第 4 節 弥生H寺代の辿梢 と 辿物

7 土坑 あ り 、 逆 に こ れ ら 土坑 と し て い る も の で、 土峨 と な

土坑 は全部で 1 1 基確認 し た 。 1 区で半分の 5 基 を る 可能性が少な く な い。

確認 し 、 2 区 を 除 き 各調

査 区で確認 し た 。 ち な み ー 由.. 号土坑

に 2 区で は 、 聾棺墓 - 木 司圃圃圃圃醜男覇盟園開竪I 1 号土坑は、 l OOcm x 65cmの 楕 円 形で北側へ傾斜

棺墓 ・ 土墳墓が集 中 し て 可臨伊戸 す る も の で あ る 。 深 さ は 、 最深部で も 40cm程度で底

確認 さ れて い た と こ ろ で 図版64 1 号土抗出土土器 面は平 ら で あ る 。

出土遺物 と し て は、 聾形土器の 口縁部が l 点あ る 。

圃圃圃幽薗幽圃曲面画』ぃ刊誌

トー一一寸J、 WIll
のNU
U

口 縁部外側 に 断面が分厚 い 三 角 形か ら 台形状の突

帯 を 張 り 付 け た も ので あ り 内 側 に 張 り 出 し は な い。

口 縁端部の形態が断面三 角 形 で あ り 、 こ の 時期 は 、

弥生日守代黒髪式の は じ め 頃 と 考 え ら れる 。
o 5 
ヒ工コ=コ

1 0cm 

第77図 1 号土坑出土土器 ( 1 /4)
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第76図 1 号土坑実測図 ( 1 /40) 第78図 2号土坑実測 図 ( 1 /40)

⑨ 
5号住居跡

円
白白
ω
ヨ

A A' 

A 88.3m 4、

三一 一
0 
ヒコ

1 m  

第79図 3 ・ 4号土坑実測図 ( 1 /40)
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2 号土坑
楕 円 形で、 長軸 1 60cm程度、 短軸 1 00cmを 計 る 。

南西隅は撹乱に よ り 切 ら れる 。 覆土は 2層に分け ら れ。

深 さ は 1 5叩程度あ り 、 中央 ・ 南側が若干深 く な る 。

出土遺物 は な い。

3号 ・ 4号土坑
と も に調査区外 に広がる も ので あ る 。 3 号土坑は、

5 号住居跡 に 切 ら れ、 4 号土坑 を 切 る も の で、 長軸

1 60cm、 短軸 1 2 0cmの 隅丸長方形 を 呈 す る 。 深 さ は

50cm程度残 り 、 底面は平 ら で あ る 。 出土遺物な し0

4 号土坑 は、 5 号住居跡及び 3 号土坑 に よ っ て 切

ら れて お り 、 調査区外 に広がる も ので あ る 。

平面形態は不定形 を 呈す る も の と 推測 さ れる 。 規

模は、 長軸 ・ 短軸 と も 90cmを 超 え る 。 深 さ は、 40cm

程度あ り 、 中央部がわずか に 深 く な る 。 出 土遺物は

な い。

⑥ 
A 

i l 

A' 

A 88.3m 

主主主主主--'- に五三
o ヒzニ=司

第80園 5号土筑実測 図 ( 1/40 ) 

5号土坑
長 い不定形で、 長軸2 1 0叩、 短軸 1 00佃を 計 る 。

東西両端 に は、 浅い掘 り 込みが存在す る 。 東側が若

干深 く 1 5αn、 西側が 5 cm程度で あ る 。 中央の底面は

平 ら で あ る 。 出土遺物 な し。

6号土坑
半割 し か し て な い が、 円 形 を 呈す る も の と 推測 さ

れる 。 直径 1 1 0αn程度 の も の と 考 え ら れる 。 東 に 緩

やかに傾斜す る 。 出 土遺物 は な い。

第4節 弥生時代の遺構 と 遺物
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第81図 6号土坑実測図 ( 1/40 ) 
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第82図 7号土坑実測図 ( 1/40 ) 

7号土坑
隅丸の長方形で、 長軸 1 20cm、 短軸90cm を 計 る 。

北側 中央に一段低L 、部分が存在す る 。 こ の深 き は25

A A・

国 I
A 86.2m 

主主

-固

q 
第83図 8号土坑実測図 (1/40 ) 
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cm程度あ り 、 底面は平 ら で あ る 。 出 土造物 は な い 。

8 号土坑

長方形 を 呈 す る が 南 側 は 撹乱 に よ り 切 ら れ不定形

で あ る 。 長軸 1 1 0cm、 短il副160cm を 計 る 。 深 い 掘 り 込

みが存在 し 、 南側で、 は 40cm程度 の 深 さ を も っ。 11\ 土

造 物 は な い 。

第 4 節 弥生H寺代の治構 と 逃物

国 l
A 87.2m ' 

主主主 �主主 。 1 m  

第86図 1 1 号土坑実測図 ( 1 /40 ) 
9 号土坑

楕 円 形で 、 長ilillI l OOcm、 短ilil11 70cm を 計 る 。 落 ち 込 土遺物 は な い。

み の 肩 は 緩 く 落 ち 、 底面 は 平 ら で あ る 。 出 土造物は

な い。 8 配石

配石 は 2 区 と 7 区でそ れぞれ確認 し た。

1 0号土坑

隅丸長方形で、 長iliill 1 2 0cm、 短�qJl 70cm を 計 る 。 底

面は平 ら で、 深 さ 20cm程度で、 あ る 。 出土遺物はなL 、。

1 1 号土坑

不定形であ る が、 直径60cm程度の ほ ぼ円状で、あ る 。

底 面 は 平 ら で、 深 さ 8 cm程度で、 浅 い も の で あ る 。 Ii\

� ユ円 出|
A A' 

E
一山田
国

A 85. 1 m  A' 

三~一一E
o 1 m  

1 号配石は 2 区で検出 し た も ので、 広範囲 に 及ぶ。

視覚的 に は 、 8 つ の ま と ま り と し て 認識で き そ う で

あ る 。 北側 は 2 号溝、 西 側 を 1 号溝で仕切 ら れ る よ

う に 存在す る 。 た だ、 l 号 満 に 関 し て は 、 本来、 古

代 の も の な の で 、 南西方 向 へ広 が る 可能性 も 捨て き

れな い 。 平 ら な 石 を 配置 し た よ う に 置 かれて い る 。

出土遺物 と し て 、 鉄器 2 点が出土 し て い る 。 l 点は、

細長 い形状の も の で 、 詳 細 不 明 。 他 の l 点 は 、 大形

の鉄鉱で あ る 。

第84図 9号土坑実測 図 ( 1 /40 ) 図版65 1 号配石近景
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第85図 1 0号土坑実測 図 ( 1 /40 ) 図版66 1 号配石遠景
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第4節 弥生時代の遺構 と 遺物
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第87図 1 号配石実測図 ( 1 /120)
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2 号配石 は 、 7 区で 検 出 さ れて い る が、 1 つ の ま

と ま り と し て 存在 し て い る 。 l 号配 石 と 2 号配石の

検 出 さ れた位置完形か ら 、 や は り 同 ー の も の と し て

認識で き 、 l 号配 石 に 関 し て は 、 南東へのびる こ と

が考 え ら れ る 。

円\ J  / 

\ぐ'

\グ， ⑧
A 88.0m A' 

乙EヲJ 

8 88.0m 8' 

C 88.0m c' 

ー一一一�回も句f
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E二工二工ニコニコ
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第88図 2号配石実測図 ( 1 /80 ) 

図版67 2号配石遠景

第 5 節 古代以降の辿桃 と そ の逃物

第5節 古代以降の遺構とそ の遺物

1 満
満 は 全部で 6 条検 出 さ れた 。 内 訳 は 、 2 区で 1 号

� 4 号の 4 条、 7 区で 5 ・ 6 号 の 2 条で あ る 。 l 号

満は、 調査区南端部及び西端部 に 沿 う よ う に は し る 。

南端部 で は 東西 方 向 に約40 m ほ ど あ り 、 西端部で約

1 5 m ほ ど 南北方 向 に は し る 。 す な わ ち 、 調査区南西

|偶で直角 に 向 き を変 え る 。 両端は調査区内で終息する 。

11屈 は 2 . 5 m ほ ど あ る 。 断 面 は 、 図 面作成箇所で は 1 5

層 に 分層 さ れて い る が、 基 本 的 に は 、 田 層黒色土が

覆土 と な っ て い る 。 弥生土器な ど も 多 く 含んでいたが、

下層 よ り 出 土 し た 須恵器片 よ り 、 少 な く と も 8 世紀

か ら 9 世紀以降の も の と 考 え ら れる 。 石器の製品で、は、

磨製石斧 と 砥石 があ る 。 い ず れ も 破片で、 砥 石 は 一

面 の み使用 し て い る も の で 粗 し 、機痕が残 り 、 組砥用

と 考 え ら れ る 。 縄文時代か ら 弥生 時代 に か け て の も

ので あ ろ う 。

2 号満 は 、 調査 区北側で東西方向 に 確認で、 き た。

長 さ 1 0 m 、 l�liîO . 7 m の も ので あ る 。

3 号満 は 、 調 査 区北側で、南北方 向 に 確認で き た 。

長 さ 1 2 m 、 1隔 1 m の も の で あ る 。 南端部 は 1 号満 に

切 ら れて い る 。

4 号満 は 、 長 さ 1 6 m 以上、 111高 1 m の も ので あ る 。

l 号満 の 南 側 を 巡 る も の で 、 途 中 確認で き て い な い

と こ ろ があ る が、 東西方向 に 走 り 、 3 号満 と つ な が

っ て し 、 く 可能性があ る 。 東へ行 く ほ ど 制 く な る 。

5 号満は、 北端部で、東西 に 確認 さ れた 長 さ 8. 5 m 以

上、 |陥 3 m の も の で あ る 。 出 土造物 と し て は 、 整形

土器の 口縁部があ る 。 口縁部外側の突帯カ鴻III長 く な り 、

ま た、 内傾が強 く な る た め、 く の字型に近い形 と な る 。

内 側 に 3 郎 、 張 り 出 し を も っ 。 整形土器 の 口 緑形態 は

やや し ゃ く れ状態 に あ り 、 弥生時代黒髪期 の も の で

は な か ろ う か。

6 号満 は 、 中 央 に 南北 に は し る 狭小 な も の で 、 長

さ 4 m 、 11扇O . 4 m の も の で あ る 。 出 土造物 は な い。
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第5節 古代以降の遺構 と そ の遺物

主孟F己主
A' 

。 2 3m 

1 . 暗褐色土 (しま りがなく 、 さらさら して軟かい)
2. 褐色土 {車2かい。 ロームのブロ ックが混じる)
3. 暗褐色土 {少ししまる。 黄色の粒子を盆む}
4. 暗褐色土 (3よ り しまりがなく 、 黄色の粒子の割合が培す)
5. 暗褐色土 (4よ り しま りがなく 、 黄色の粒子の割合が多くなる)
6. 暗褐色土 (黒褐色のブロ ックが混じる)
7. 暗褐色土 { しま りがなく 、 軟かい。 ロームのブロ ックを盆む)
8. 商褐色土 {しま りがなく 、 軟かい。 褐色のブロ ックを含む)
9. 暗褐色砂土
1 0 陪掲色土 (褐色のブロ ックを若干含む)
1 1  褐色土 (ロームの粒子を多く曾む)
1 2. 褐色土 (暗褐色のブロックが混じる)
1 3. 暗褐色土 (褐色のブロックが混じる)
1 4. 福色土 ( しまりがなく 、 軟かい. ) 
1 5. 褐色土 (ロームのブロ ックと小石を禽む。 しま りがなく 、 軟かい。 )
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第89図 1 号満実測図 (平面 1 / 1 80、 断面 1 /90)
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第5節 古代以降の遺構 と そ の造物
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第94図 5号溝出土土器 ( 1 /4 ) 

図版68 5号溝完掘状況 (東から)
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第93図 5号潜実測図 ( 1 / 1 20)

第6 fu1] 弥生時代以降の包含層 U:\ 土足i物

⑧ 

A' 図版69 5号満出土土器 A 

第 6 節 弥生時代以
降の包含層 出土遺物

l 土f.:%

弥生土器は、 整形土器 ・

壷形土器 - 高j不 ・ 鉢JT�土

器があ る 。

こ れ ら の 中 で、 特 に 注

目 し て お き た い の は 、 赤

色顔料 を 塗 っ た も の が多

く 存在す る こ と が l つ で

撹乱

A 87.4m A' 

三三三工�三

o 1 m  
ト「ナ十「十一一一一→

あ る 。 高杯は 別 と し て も 第95図
6号潜実測図 ( 1 /60 ) 

壷形土器 に は 赤色顔料で

紺! を 入 れた も の が あ る 。 た だ、 な に を 描 い た も の か

は特定で き て い な い 。 ま た 、 線 刻 が あ る も の も 見 ら

れる と い う こ と で あ る 。 ま た 、 把手 と 考 え ら れ る も

の な ど 、 多種多様で あ る 。 底 部 の 一つ に は 、 の ち に

故意 に打ち欠いた と 考 え ら れる も のが存在 し て い る 。

古 代 以 降 の 土器 と し て 、 瓦器椀の 口 縁部 ・ 火舎 ・

す り 鉢 ・ 小型の ト チ ン等 があ る 。

2 石器

石 器 の 器極 と し て 、 謄 製 石 斧 ・ líß;石 ・ 磨製石鯨 ・

石皿 ・ 磨石 ・ 石剣があ る 。

磨製石臓 は 1 1 点 出 土 し た 。 出 土 層 位 は 、 田 ' !V層

で あ る 。

完形 品 と し た も の で も 後 に 欠 損 し て い る も の が そ

の ほ と ん ど で、 基部 ・ 先端部の 欠損が顕著で、 あ る 。

形態 は 、 長狭 の も の と 横幅が広 く な る も の と に 分

け ら れそ う で あ る 。

石材 は 、 安 山 岩系 4 点、 粘板岩系 3 点、 緑泥片岩

系 l 点、 赤色頁岩系 1 点、 不 明 2 点で、 あ る 。

出 土 地 区 は 、 VII 区 南部 か ら 3 - 1 区 北部 に か け て

集 中 し て い る 。

Fhu

 

円b



第 6 自ílj �;J、生日寺代以降の包含)w ::l:l 土法物

砥石 は 1 8点 出 土 し た 。 現存形態で分類す る と 、 厚 出 土 層 位 は III . IV層 が多 く 、 V 層 出 土 の も の が 1

み を も つ も の 1 1 点、 裂片状 の も の 7 点で、 あ る 。 厚み 点あ る 。

の あ る 砥石 は 、 原 則 的 に 6 面体で構成 さ れ る 角 状牒 出土地区は、 1 ・ 3 ・ 3 - 1 ・ 7 区 よ り 出土 し た 。

を 用 い た も のであ る 。 さ ら に 棒状の砥石が 2 点あ る 。 特 に 、 3 ・ 3 - 1 に 集 中 し て 出 土 し て い る 。

棒状の砥石の場合、 6 面全面を使用 し た痕跡があ り 、 磨製石斧 は 9 点 あ る 。 いずれ も 欠損著 し い 。 田 ・

小型で、 使 用 痕 も 相 当 数見 ら れ る こ と か ら 、 直接手で N 層 出 土 の も の が大半で あ る 。 太型蛤刃石斧 と 考 え

も っ て の使 用 法 が考 え ら れ る 。 他 の 角 状 陳 は 、 原則 ら れ る も の が 2 点 あ る 。 残 り はやや繭平で、 中 型か

6 面 を 使用 し た も の と 考 え ら れ る が、 欠損等で 2 � ら 小型の も ので あ る 。

4 枚 に 見 ら れ る 。 角 状牒使用 の こ れ ら 大型砥石 は 、 た だVI 層 出 土 と し て あ る の も の が 1 点 あ る 。 欠損

直接手で持 ち 使用 し た 可能性及び据 え 置 い た ま ま の に よ り 細 か な 破片 と な っ て い る が、 局部磨製石斧 の

使用法が考 え ら れる 。 一部 と も 考 え ら れ る 。 石 材 は 頁岩系 ? で 占 め ら れて

石材 は頁岩系 と 砂岩系 と に 分 け ら れ る 。 棒状の砥 い る 。 一部縄文 時 代 に 帰属す る も の が あ る か も し れ

石 は 頁岩系で あ る 。 な い が、 こ こ で は判別で き な い 。

出土層位は、 田 層及びN層 か ら で あ る 。 出土地区は、 すなわち弥生時代の所産の も の と に分け ら れそ う だ。

1 - 8 グ リ ッ ド 及 び L - 1 1 グ リ ッ ド か ら 5 点ず つ 出

土 し て お り 最 多 で あ る 。 全体的 な 出 土位 置 を 概観す

る と 3 - 1 区 に 集 中 し て 出 土 し た 。

石包丁 は 、 1 2点 出 ニlこ し た 。 完形品 は l 点で、 他は

欠損著 し い 。 ま た 刃 部 を 作 り だ そ う と し た 痕跡 を 見

る も のの、 両端欠損で事前の組加工痕を残 した ま ま で、

放棄 さ れた も のがあ る 。

石材 は 、 色 調 ・ 石室な ど に か な り の バ ラ エ テ ィ ー

があ り 特定で き な いが、 片岩系の石材 を使用 し て い る 。

<:::二二〉

4 

2 

く二二〉

1 
I 

く二二二〉

第96図 磨製石鍬実測図 ( 1 / 1 )

。

円。円。

図版70 磨製石鍬 1

I I 
I \ 

3 

5cm 
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図版7 1 磨製石 鍬 2
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図版72 丹重 り 蓋

図版73
赤色土器
線刻土器

図版74
底部



3 そ の他

鉄器カ � 1 8点出土 し て い る 。

器 種 が分 か る も の と し て 、

鉄 斧 ・ 鉄 鉱 が あ る が 古 墳 時

代 以 降 の も の が含 ま れて い

る 可能性 も あ る 。

勾 玉 は l 点 あ る 。 縄 文 時

代 に 帰 属 す る 可 能性 も 卜 分

あ る が、 断 定 し き れ な い 。

す な わ ち 、 弥 生 時 代 の も の

と し て 捉 え て お き た い。

う ち 、 3 点 を 図示 し た (第

9 6 1霊1 ) 。 いづれ も 側縁 に 稜

を 作 り 出 し 、 鋭 い 刃 部 が形

成 さ れて い る 。 1 は 、 底 辺

を や や 湾 曲 さ せ て い る も の

で 、 ど ち ら か と い え ば正 三

角 形 に 近 い 。 2 は 、 底 辺 は

直 線 的 で あ り 、 二 等 辺 三 角

形状を呈す る 。 3 は、 先端 ・

基部 を 欠 損 し て い る が、 基

音11 側 は 、 両 側 辺 を 凹 ま せ て

茎 を 作 り 出 し て い る か の よ

う で あ る 。 な お 、 4 号 木 棺

口

図版75 石剣

くこ〉 0 3m 
ヒ=二二工二二ゴ

第97図
石剣実測図 ( 1 /2 ) 

第98図 柱状片刃石斧実測図

第 6 節 弥生H寺代以降の包含Jf!i 1:H 土泌物

墓 出 土 の 3 点 の 磨製石臓 は 、

先端部を 欠損 し て お り 、 出 土

状態が明 ら かで は な い た め、

推 測 の 域 を 出 な い が、 人 体 に

刺 さ っ た も の で あ っ た 可能性

があ る が、 包含層 出 土 の磨製

石鯨は い わ ゆ る 供 献 の 類で は

な いか と 考 え ら れる 。

第 1 00図 は 砥 石 ・ 石皿 で あ

る 。 1 は 、 天草砥石で、 皿 層

か ら の 1:1:\ ニ iこでh あ る 。 717 く と も

古代以降の も の で あ ろ う 。 半

分程度 を 欠損 し て い る が、 4

つの側面は全て使用 してお り 、

1 側面 に は 斜 め か ら の 強 い 線

状擦痕が残 る 。

こ れは 、 石器 と い う よ り は

鉄器の使用 を 連想 さ せ る も の

で あ る 。 2 は 、 磨製石斧 の 欠 図 版76 柱状片刃石斧
損品 を 再利 用 し た も の で 、 基部側 1 / 2 程度 の も の

で あ る 。 丸みを も っ両側面 も 使用 し て い る が、 正面 ・

裏面 は 中 央部 が 凹 み 、 頻繁 に 使用 し て い た こ と が伺

え る 。 3 は 、 欠損 し て い る が、 大形 の 角 柱状で側面

及び正面 に 使用 痕 を 見 る 。 正面 は か な り 大 き く 緩や

か に 凹 ん で、 お り 、 大形の も の を 対象 と し た も の で あ

ろ う か。 4 は 、 薄 め の 平 ら な 石 の 中 央部 に 楕 円 形状

の 浅 い 凹 みが 残 る 。 ま た 裏面 に は 、 制綿が見 ら れ使

用痕 と 考 え ら れる 。

口。ハb



第6節 弥生時代以降の包含層 出 土遺物

第9 9 図 は 、 柱状片刃 石斧 で あ る 。 l は 、 粘板岩製 も の で基部側が一部欠損 し て い る 。 3 は、 刃部及び

で厚み を も っ。 中央上位の片面にやや凹 んだ装着部 基部側 を 欠損 し て お り 詳細 不 明で あ る 。 残存形状か

を 作 り 出 し て い る 。 ー側面 と こ の部分 は、 特 に 光沢 ら 、 柱状片刃石斧 と 考 え ら れる 。 4 ・ 5 ・ 6 は 、 磨製

が残 り 装着時の も の の可能性があ る 。 刃部か ら 2 ヶ 石斧であ る 。

所基部方向 (縦方向 ) に 剥落 が あ る 。 2 は、 小型の

口

一一
11 11 

1 \ J 、/:-ι �， 、� "

く二二二〉

く〉 5 

3 

。

第99図 石斧類実測図 ( 1 /2)
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図版77 石斧類 1

図版78 石斧類2
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第 6 ful'i ;;11\生時代以降の包合応 出 土逃物

図版79 石 庖丁

石砥
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寸I

腕

一

図



弥生時代以降の包含層 出土遺物第 6節

防山
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口
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二コ亡二 J Ocm 5 。

砥石 ・ 石皿実測図 (1/3)
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図版81 砥石 ・ 石皿
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図版82 調査風景

図版83 調査区風景

図版84 1 区調査区風景
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第 W章 山 海道遺 跡の調査成果

第 1 節 基本層序

当 地の基本層序 は 、 第 1 0 1 図 に 示 し た と お り 、 第

I 層 か ら 第 民層 と し て捉 え ら れる 。

I 層 現在の耕作 を 受 け て い る 土層であ る 。

II 層 以前の耕作土で、 一部客土 も 含む。

皿 層 古代以降の遺物 を 含 む層 。 さ ら に 3 つ に細分

する こ と も で き る 。

W層 縄文時代後 ・ 晩期 の遺物を含む層。

上面で第一次の遺構検 出 面 と した。

V層 縄文時代早期及び後晩期の遺物 を含む層。 や

や硬質 と な り 、 色調 も W層 よ り 濃 く な る 。

VI 層 遺物包含層。 縄文早期の遺物 を 含むO

W層~ 医層 無遺物層。

こ の う ち 、 E 層 下部 か ら W層 に か け て は、 主 に 御

領式以降の縄文時代遺物 を 含む も の と 考 え ら れる 。

なお、 こ の土層 図 は、 5 区北東部 に設定 し た O ト

レ ンチ の土層 断面図 を 基本 と し て い る 。 地 区 ・ 地点

に よ っ て 、 若干層序が異な る と こ ろ があ る が、 こ れ

を も っ て、 基本層序 と す る こ と に は問題は な い。

II  

E 

W 

V 

VI 

四

VIll 

民

耕作土

旧耕作土 ・ 客土

黒褐色土

暗褐色土

暗褐色土

黒色土

黒色粘質土 (ニガ土)
(ローム

褐色粘質土 ブロ ッ ク含む)

黄樟色土 ( ロ ーム)

第101図 山海道遺跡基本土層模式図

第2節 旧石器時代の遺物

ナイ フ形石器 3 点が出土 し た 。

I は、 縦長剥 片 を 素材 と す る 。 左側緑下部 に 2 枚、

右側縁下部 に 1 枚 の大 き な プラ ンテ ィ ングを施す。

の ち の剥落が顕著で あ る 。 黒曜石製。 最大長2 .4cm、

最大幅 1 .6cm、 最大厚0 .6cm。

くコ 。

第 1 節 基本層序

3cm 

第102図 包含層出土のナイ フ形石器 (1/1)

ζコ
2 

0 1 2cm 

第103図 5区表採のナイ フ形石器 (1/1)

くご〉
第104図 山海道遺跡出土のナイ フ形石器 (1/1) 

「07'

 

5
ゴ



図版85 尖頭器

図版86 包含層出土のナイ フ形石器

図版87 5 区表採のナイ フ形石器

図版88 山海道遺跡出土のナ イ フ形石器
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第 3 節 縄文時代の遺構と そ の
遺物

検 出 し た 遺 構 は 、 住居跡 5 ・ 埋設

2 1 ・ 土概 1 ・ 焼土坑 3 ・ 土坑 1 1 ・

糊 6 . 石組炉 1 . 集石35で、 内 訳 は

以下の通 り で あ る 。

第 3 節 純文II�f代の治構 と そ の造物

@ 

A 1 07.0m 

一�========�\�三ごっ主三
o 2m ，一一一ー一一一一一一一一一一一一一『ーも

第 1 05図 1 号住居跡実測図 ( 1 /60)

三戸重量 苧 r 

一一寸

冨て，，，
王一「

アUハ

ヨrhI
。 5cm 

第 1 06図 1 号住居跡出土土器 ( 1 /2)

F / 

/ J 

く二コ

図版89 1 号住居跡出土土器

ー、、

、、

o 5cm 
トーーー�-.------，----，--::I

第 1 07図 1 号住居跡出土石器 ( 1 /2) 図版90 1 号住居跡出土石器

一 7 7 -

E o トDF
国

A' 



B' 

A 1 07 .2m A' 

三主�'
日 1 07.2m B' 

三」 一-.f-=三
n ?m 
「寸�寸ーナ-，一一一一一一

第 1 08図 2号住居跡実測図 ( 1 /60)

A @ 

{ ぉ

@ 

A 
A 1 07.7m 

マ\均J 崎 //'\、当 /、、、ーーーーーーーー戸戸一ーー�

A 1 06.7m 

第3節 制文H寺代の逃椛 と そ の造物

戸/一一ーへ\

tf十寸---.--f
第 1 1 0図 4号住居跡実測 図 ( 1 /60)

調査区外 A' 

A' 

n 2m f一一寸一一一「ー白アー�一一，-ー一ーー一一ーーー一一一一ー 寸

第 1 09図 3号住居跡実測図 ( 1 /60)

- 7 8 -



@ 

A 1 07.8m 

8 1 07.8m 8 1 07.8m 

第3節 純文時代のJkt椛 と そ の巡物

6号満 d' 
調査区外

C 1 07.8m 
A' 

D 1 07.8m 
E 1 07.8m E' 

D ' 

8' 

第 1 1 1 図

1 閉茶褐色土
2 暗褐色土

O 

-��ø 巳
こコ こ〉

第 1 1 2図 5号住居跡出土石器 ( 1 / 1 )

図版91 5号住居跡出土石器

QU

 

ゥー



R\ o 5cm 
h ‘ ヒョ=ニェ=

第 1 1 3図
5号住居跡出土土器 ( 1 /4)

第3節 純文11寺代の逃構 と そ の逃物

図版92 5号住居跡出土土器

℃ヨ!
第 1 1 4図 5号住居跡出土石器 ( 1 /2)

o 5cm 

ハUQU

 

図版93 5号住居跡出土石器



2 埋饗
埋 裂 は 、 2 1 基 出 土 し た 。 5 区北 東 に 4 基、 2 . 3 . 4

区南東部 を 中 心 に 1 3基、 す な わ ち 、 2 区 9 基、 3 区

4 基、 4 区 3 基で全般 的 に 2 区 を 仁j:1 心 と し て 集 中 し

て 検 出 で き た。 あ と 6 区 に l 基で あ る 。 9 ・ 1 4 ・ 1 8

号埋塑 を 除 き 、 J周 方 を 確認で、 き た 。 2 区 に 存在 す る

4 号 と 7 号 と は、 切 り 合 いがあ る 。

掘 り 込 み は 、 基 本的 に 据 え 置 い た 鉢形土器 の カ ー

ブ と 同一で、 ひ と ま わ り 程度大 き い も のが多い。

1 号埋歪

直径45cm の 円 形 の 掘 り 込み を も ち 、 緩やか に 内へ

傾斜 し て い く も の で あ る 。 底 面 は 段 を 持つが平 ら で

あ る 。 確認面か ら の深 さ は20cmで、 あ る 。 天城式の深

鉢形土器ので単棺で胴部 よ り 口縁部の 1 /4 を 欠損す る

が、 底部 ・ 口 縁部 は 残存 す る 深鉢 で あ る 。 口 緑 は 、

分厚水平で、 あ る が、 上部 に 向 か つ て 、 直角 に 立 ち 、

の ち 外反 し な が ら 、 真 っ 直 ぐ に 延 び る 。 IJ阿部か ら 内

傾 し な が ら 、 頭部で- B 外反 し 、 仁l 縁部 は ほ ぼ ま っ

す ぐ に 立 ち 上が る 。 』阿部 が最大径 と な る 。 口 縁部 に

4 条 の 沈綿 を も っ。 外 面 は 、 胴音jl下半で、 ケ ズ リ の

ち ナ デ、 他 は ナデ、 内 面 は ナ デが あ る 。 ま た 、 内 外

面 と も ス ス が一部付着 し て お り 、 外面胴部下半 に は 、

熱 に よ る と 考 え ら れる 赤化が見 ら れる 。

図版94 1 号埋窒

第 3 節 純文H寺代の五J梢 と そ の 逃物

A 

� 
A' 

A 1 06.9m A' 

呈-E
o 50cm 

第 1 1 5図 1 号埋霊検出図 ( 1 /20)

0 
ヒ=

1 0  20cm 

第 1 1 6図 1 号埋璽実測図 ( 1 /6)

2 号埋聾

直径45cm の 円 形の掘 り 込 み を も っ。 l宇l 心 に 向 か つ

て 、 緩やか に 傾斜す る が、 南側 は 垂直 に 落 ち る 。 南

側底面は段が平 ら と な る 。 確認面か ら の深 さ は22cm

で あ る 。

深鉢形土器の単棺で、 仁| 縁か ら 底部 ま で残存す る 。

底部はやや上11底で、 外反 し な が ら ま っす ぐ に延びる 。

胴部上 半 で 内 傾 し 、 上位へ行 く に 従 い 、 やや外反 し

な が ら も 口 縁部 に 至 る 。 仁l 縁部 は 内 傾気 味 に 真 っ 直

ぐ の び、 端部 はやや膨 ら み を も ち な が ら も 、 真 っ 直

ぐ で あ る 。 仁l 縁部 に 3 条 の 沈綿が存在す る 。 外 面 中

位か ら 上半、 内面下部 に ス ス が付着す る 。

QU

 



図版95 2号埋聾

図版96 2号埋聾検出状況
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と ト 対提自民 i
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A 1 06.9m A' 

o 50cm 
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第 1 1 7図 2号埋蛮検出図 ( 1 /20)

第 3 û1'i 純文H寺代の 逃梢 と そ の造物

第 1 1 8図 2号埋聾実測 図 ( 1 /6)

。
己

1 0  20cm 

図版97
2号埋霊出土石器

円/】只U

- � A 
ζご〉

D 3cm 

第1 1 9図 2号埋翠出土石器 ( 1 / 1 )

A' 

三� f1-
。 50cm 

E二二二E二二二了一一一l

第 1 20図 3号埋斐検出図 ( 1 /20)



図版98 3号埋聾

。 1 0  20cm 

第 1 2 1 図 3号埋聾実測図 ( 1 /6)

3 号埋窒

直径50cm の 円 形 の 掘 り 込 み を も ち 、 若干 内 側 に 傾

斜 を も っ て 落 ち る 。 底面 は ほ ぼ平 ら で あ る 。

litI�認面か ら の深 さ は28cmで、 あ る 。

式 の深鉢形土 器 の で、単棺 で 、 口 縁部 及 び底部片 を

一部欠損 し て い る 。

第 3 自I 純文H寺 代の辿椛 と そ の五i物

4 ・ 7 号埋聾

4 号坦!裂 は 、 直径60cmの 円 形 の 掘 り 込み を も ち 、

若 干 内 側 に 傾 斜 を も っ て 落 ち る 。 底 面 は ほ ぼ 平 ら

で あ る 。 確 認 面 か ら の 深 さ は 2 0cmで、 。 7 号 埋 聾 を

切 っ て い る 。 単 棺 。 口 縁 音1\ ・ 底 音1\ を 水 平 に 故 意、 に

打 ち 欠 く 。 �I� に 波状 口 緑 を 持つ 小 型 の 鉢 が あ っ た 。

若 干 欠 損 し て い る と こ ろ も あ る が 、 ほ ぽ完 形 。 )阿

部 が逆 の 字 状 に 屈 Iltl す る 。 胴 部 を 最 大 径 と し て 、

内湾 し な が ら も 、 真 っ 直 ぐ に の びて い く も ので あ る 。

図版99 4号埋聾検出状況

�� 

A 

7号

ノ

A' 

A 1 06.8m A' 

o 50cm 
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第 1 22図 4 ・ 7号埋墾僚出図 ( 1 /20)

つd口。



図 版 1 00 4号埋聾

" 

。 1 0  20cm 

第 1 23図 4号埋護実測 図 ( 1 /6)

図 版 1 0 1 4号埋輩出土土器

。 5 1 0cm 

第 1 24図 4号埋斐出土土器 ( 1 /4)

第 3 節 縄文H寺代の逃檎 と そ の巡物

器商調整は、 胴部最大径 よ り 上部が内外商 と も へラ ミ

ガキ、 下部 は、 内面が、 ケズ リ の ち ナデ、 外面がケズ

リ であ り 、 下位に は、 熱 に よ る と 考 え ら れる 赤化があ

る 。 ま た、 両面下位に は、 ス スの付着が見 ら れる 。

7 号埋聾は、 直径60cmの 円 形 の 堀 方 で 、 ほ ぼ垂直

に 落 ち る 。 底面は 平 ら で東側 に 傾斜す る 。

確認面か ら の 深 さ は 、 30cmで、 あ る 。 4 号埋饗に 切 ら

れて い る 。

5号埋窒

直径70cmの 円形の掘 り 込み を も ち 、 内 側 に 傾 斜 を

も っ て 落 ち る 。 底 面 は 、 中央が最深部 と な り 確認面

か ら の 深 さ は25cmで、 あ る 。 胴部 よ り 上位 を 水 平 に 故

意 に 打 ち 欠 く 。 底 部 は 残存 す る 。 底部 は 若干 上 げ底

� 
A 

A 1 06.9m 

-84 -

図 版 1 02 5号埋霊検出状況

A' 

E ol 

0 50cm 

第 1 25図 5号埋霊検出図 ( 1 /20)



図 版 1 03 5号埋聾

、 、、 、

。 1 0  20cm 

第 1 26図 5号埋聾実測 図 ( 1 /6) 

図 版 1 04 5号埋聾出土石器

\~一一一一コ
5 1 0cm 

第 1 27図 5号埋斐出土石器 ( 1 /3)

と な っ て い る が、 ほ ぼ水平で あ る 。 外 反 し な が ら 立

ち 上 が り 、 胴部で最大 径 を も っ。 さ ら に 上 位 は 、 内

湾す る と 考 え ら れ る も の で あ る 。 胴音11 に 一条 の 沈綿

を も っ。 調 整 は 、 ナデで、 外面胴部 に は部分的 に ス

第3節 制文11寺代の逃構 と そ の逃物

ス が付着 し 、 下部 に は 熱 に よ る と 考 え ら れ る 赤 化 が

見 ら れ る 。 ま た 、 内 面 下部 に も 全体 的 に ス ス の付 着

があ る 。 ま た 、 安 山 岩製 の ス ク レ イ パー が l 点 出 土

し た 。 不定形の剥片を素材 に 、 そ の下端部 に 微細で、

丁寧な剥離が施 さ れて い る 。

図版 1 05 6号埋霊

o 1 0  20cm 

第 1 28図 6号埋窒実測図 ( 1 /6)
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図 版 1 06 6号埋翠検出状況

⑥ 

A 1 06.9m A' 

三人 左
o 50cm 

第 1 29図 6号埋翠検出図 ( 1 /20) 

6 号埋窒

直径60cm の 円 形 の 掘 り 込み を も ち 、 内 側 に 傾斜 を

も っ て 落 ち る 。 底 面 は 、 中 央 が最深部 と な る 。 確認

面 か ら の深 さ は、 32cmでト あ る 。

単棺で大形で、 あ り 、 底部 の み故意 に 打 ち 欠 い て い

る 深鉢で文様帯 は 存在 し な い 。 内 外面 の 調 整 は 、 摩

耗 が著 し く 不 明 。 胴部で逆の字状 と な り 、 や や 内 湾

し な が ら も 真 っ 直 ぐ に 立 ち 上が る も の で、 そ の ま ま

口 縁部 と な る 。 水平 日縁で端部はやや尖 る 。

8 号埋窒

西端が不明 だが、 直径60cmの 円 形 の掘 り 込み を も

つ も ので、 東側は ゆ る やかに落ち る 。 底面は、 平 ら で、

東側 に傾斜する 。 確認面か ら の深 さ は、 25cmで、 あ る 。

第 3 節 制文H寺代の五d椛 と そ の逃物

図 版 1 07 8号埋聾僚出状況

⑨ 
A' 

， ， 一'--' 
A 1 07.8m A' 

o 50cm 

第 1 30図 8号埋聾僚出 図 ( 1 /20) 

図 版 1 08 8号埋璽

、、、

。 1 0  20cm 

第 1 3 1 図 8号埋墾実測図 ( 1 /6) 

円。只U



深鉢で単相。 底音1) は 故意、 に 打 ち 欠 い て い る 可能性

が高 し 、 。 胴部 を 最大 径 と し て 、 やや 内 湾 し な が ら 、

真 っ 直 ぐ に 延び、 仁| 縁部 あ た り で 外 反す る 。 胴部か

ら そ の ま ま 口 縁 と な る も の で あ る 。 口 縁先端 は、 若

干丸み を も つ も ので あ る 。 調 整 は 、 外面下位 に ケ ズ

リ が見 ら れ。 内 外面 と も 上位 の 方 に 、 一 部 ス ス が付

着す る 。

9 号埋聾

東側がは っ き り し な

い が、 直 径 4 5cm程 度 A 

で 円 形の掘 り 込み を も 判
つ 。 南 側 は ほ ぼ 垂 直 A 1 07.0m 

に 、 北側 は一旦張 り 出

し て 、 急 傾 斜 で 落 ち

� 

A' 

る 。

底面は、 平 ら で北側 に

傾斜す る 。 確認、面か ら

の深 さ は35cmで、あ る 。

深鉢の単棺。 胴部 よ

0 50cm 

第 1 32 図
9号埋窒検出図 ( 1 /20) 

り 上位 の 1 / 4 程度 を 欠損 し て い る が、 故意;の打 ち

欠 き で は な い深鉢で あ る 。 やや上 げ底の底部か ら 、

図 版 1 09 9号埋護

第 3 節 純文H�f代の辿構 と そ の逃物

o 1 0  20cm 

第 1 33 図 9号埋霊実測図 ( 1 /6)  

外反 し な が ら 真 っ 直 ぐ に 延 び、 急 に 内 湾す る 。 こ の

屈 曲 部が胴 部 の 最 大 径 と な り 、 先端 は 、 頚音1) が そ の

ま ま 口 縁部 と な る も の で あ る 。 口 唇 部 は 外反 し 、 丸

み を 帯び る 。 器商調整 は 、 条痕 の の ち ナ デ、 内 外 面

と も 一部 に ス ス が付

着す る 。 ま た 、 外面

下半 に は 、 熱 を 受 け A

た と 考 え ら れ る 赤化

が認め ら れ る 。

⑨ 
A' 

A' 
1 0号埋聾

やや東 西 に 長 い 直 三室\
径 6 0 cm の 楕 円 形 の 三三三三主
掘 り 込 み を も ち 。 若 三三三三三 三
干 内 側 に 傾斜 を も っ

て お ち る 。 底 面 は 平
0 50cm 

第 1 34図
1 0号埋霊検出 図 ( 1 /20) 

図 版 1 1 0 1 0号埋窒出土石器
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第 1 35図 1 0号埋輩出土石器 ( 1 /2) 

ら で、 1確認面か ら の深 さ

は 3 3 cm で、 あ る 。 深 鉢 の

単棺であ る 。 半分程度の

残存で、 口 縁 及び底部の

一部 も 欠損 し て い る 。

� 

1 1 号埋聾

東 西 に やや長 い 円 形 を A 1 05.9m A' 

呈 す る 。 東 西 軸 4 5 cm 、

へ 三三南 北軸 2 5 cm の 掘 り 込 み

を も ち 若干 内 側 に 傾 斜 を

も っ て お ち る 。 底面 は 中 。 50cm 

央部が最深部 と な る も の 第 1 36図

で あ ろ う 。 確認面か ら の 1 1 号埋窒検出図 ( 1 /20) 

深 さ は 1 5cmで。 土器の残 り は良 く な い。

1 2号埋窒

直径60cmの 円 形 の 掘 り 込 み を も ち 。 西側は小 ピ ッ

ト に 切 ら れ る 。 南 側 は傾斜が き っ く 、 西側は緩やか

に お ち る が、 東 側 は 急で あ る 。 底 面 は 狭 い が平 ら で

あ る 。 確認商か ら の深 さ は30cmでト あ る 。

口 緑部 か ら 底部 ま で残存す る 深鉢で、 仁| 締部 に 3

条の沈綿があ る 。

内 外面 と も ナデ調整で外面 に は 全面 に ス ス が付着 し

第 3 節 制文H寺代の逃構 と そ の逃物

て い る 。 ま た 、 胴部下位か ら 底部 は 熱 に よ る と 考 え

ら れる 赤 化 が見 ら れ る 。 内 面 は 、 胴部下位か ら 底部

全 面 に ス ス の 付 着 が あ る 。 ほ ぼ平 ら の 底 部 か ら 外反

図 版 1 1 1 1 2号埋斐検出状況

⑨ 
A' A 

A 1 06.0m A' 

o 50cm 
--l 

第 1 37図 1 2号埋歪検出図 ( 1 /20) 

図 版 1 1 2 1 2号埋窪
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D 20cm 1 0  

第 1 38図 1 2号埋霊実測図 ( 1 /6) 

し な が ら 胴部 ま で、真 っ 直 ぐ に の び、 最大径は胴部に

あ る 。 こ こ か ら 内湾 しな が ら 、 真っ直 ぐ に立ち上が り 、

口 縁部で は逆の字状 と な り 、 ほ ぼ垂直 に 立 ち 上が る 。

ま た 、 口 締端部 は 、 内 傾 し な が ら の 水 平 な 面 を も っ

て い る 。 口 緑端部 に は 3 条 の沈線があ る 。

1 3号埋聾

直径 l OOcmの掘 り 込 み を も ち 。 緩やか に 内 側 に 傾

斜 を も っ て お ち る 。 底 面 は 平 ら で。 確認面か ら の 深

さ は45cmで、 あ る 。

⑨ "L 、�� 

A' 

A 1 05.4m 

o 50cm 
卜一一-，

第 1 39図 1 3号埋護検出図 ( 1 /20) 

第 3 節 純文H寺代の逃 梢 と そ の逃物

口縁部か ら 胴部 ま での も のであ り 、 下部か ら 底部は、

故意 に 欠 い て い る 可能性があ る 深鉢で あ る 。

図 版 1 1 3 1 3号埋墾

、、、 " / i 匂 ，
。 1 0  20cm 

第 1 40図 1 3号埋護実測図 ( 1 /6) 

やや外反 しながら も 、 ま っ す ぐ に のび る 器形を も っ。

胴部 よ り 直接 口 縁部 に 至 る 形態 で あ り 。 口 縁端 部 は

水平で、 あ る 。

調整 は 、 上 部 が 内 外 面 と も 軽 い ヘ ラ ミ ガ キ か工具

ナデ、 外面中央内面下位 に ス ス が付着す る 。
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第 1 41 図 1 4号埋聾検出 図 ( 1 /20) 

図 版 1 1 4 1 4号埋翠

。 1 0  

第 1 42図 1 4号煙室実測図 ( 1 /6) 

第 3 筒j KdU文lI�f代の辿梢 と そ の辿物

1 4号埋窒

欠損 し て い る が、 故意 に 打 ち 欠 い た と こ ろ は な し 、。

掘 り 込 み は は っ き り し な い 。 や か に 内 側 に 傾斜 を も

っ て お ち る も の と 考 え ら れ る 。 底面 は ほ ぼ平 ら で 。

確認面か ら の深 さ は20cm以上で、 あ る 。

大形の単棺で底部か ら 口 縁部 ま で 見 ら れ る 深鉢で

あ る 。 ほ ぽ水 平 な 底部 か ら 外 反 し な が ら 真 つ 直 ぐ に

の び る 。 )J同部で最大径 と な り 、 急 に 内 傾 し 、 の ち ゃ

や外反 し な が ら 真 つ 直 ぐ に の び る 。 水平な 口 縁で 、

口 縁端部 は 面 を も つ よ う に 平で あ る 。 外面上 半 は 、
50cm 
1 へラ ミ ガキ 、 下 半 は ケ ズ リ の ち ナ デ、 内 面 は 、 上半

上半はへラ ミ ガキ、 下半はナデで あ る 。 上半の外面は、

熱 に よ る も の と 考 え ら れ る 赤化 が 見 ら れ る 。 内 面 は

ほ ぼ全体 に ス ス が付着 し て い る 。 外面の上位か ら 中

位 に も ス ス の 付着が見 ら れる 。

20cm 
d 

A' 

国 |A 1 06.9m 

o 50cm 

第 1 43図 1 5号埋窒検出図 ( 1 /20) 

図 版 1 1 5 1 5号埋斐
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第 1 44図 1 5号埋聾実測 図 ( 1 /6) 

1 5号埋聾

直径45cmの 円 形 の 掘 り 込み を も ち 。 急傾斜 を も っ

て お ち る 。 底 面 は ほ ぼ平 ら な 部 分 を持つ。 確認面か

ら の深 さ は35cmで、 あ る 。

深鉢の単棺で あ る 。 胴部上半 を 故意 に 水平 に う ち

割 っ て お り 、 底部 は 打 ち 欠 い て い る 。 胴部 は穿孔 と

考 え ら れる も の あ る が、 途 中 ま でで貫通 し て い な い。

胴部が最大径 と な る 可能性 を も つ も の で、 逆 の字状

に 真 っ 直 ぐ 屈 曲 す る 。 胴部が最大径 と な る 胴音11 の上

位 で 、 外器面か ら の穿孔が見 ら れ る が、 貫通 し て い

な い。

調 整 は 、 内 面及 び外面上半 ま で、 条痕 の ち ナ デ、

外面下 位 は 、 ナ デで あ る 。 内 面下部及び外商上半か

ら 下半 ま で は ス ス が付着。 外面下部 は 熱 に よ る と 考

え ら れる 赤化が見 ら れる 。

1 6号埋霊

直 径 4 5 cm の 円 形 の 掘

り 込 み を も っ 。 東 側 は

急、.{�除↓を も っておち る が、

西 側 は 緩 や か で あ る 。

底面 は ほ ぼ平 ら で あ る 。

A' 

三ζZz
0 50cm 

第 1 45 図
1 6号埋翠検出図 ( 1 /20) 
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第一 3 ûTi 純文l時代の逃椛 と そ の逃物

図 版 1 1 6 1 6号埋聾検出状況

図 版 1 1 7 1 6号埋璽 (下棺)

。 1 0  20cm 

第 1 46図 1 6号埋聾 (蓋) 実測図 ( 1 /6)  

。 1 0  20cm 

第 1 47図 1 6号埋霊実測図 ( 1 /6) 



確認面か ら の深 さ は 1 5cmで、 あ る 。

複合棺で あ る 。 下 棺 と な る 深鉢 に 黒 色磨研土器の

浅鉢が伴 う 。 故意の打 ち 欠 き は な い。 下裂は、 口 縁

か ら 底部 ま で残存す る 。

やや上 げ底の底部か ら 大 き く 聞 き な が ら 、 胴音11 で

最大径 と な り 、 の ち 内傾 し ながら上部で外反 し のびる。

頭部か ら 逆 の 字状 に 内 傾 し 、 真 っ 直 ぐ 延 び る 。 口 縁

端部 は 水平 で、 あ る 。 口 縁部 に 2 条 の 沈線及び胴部 に

1 条 の 沈線 を も っ。 調 整 は 、 劣化著 し い が 内 外面 と

も ナデ と 考 え ら れる 。 ま た、 ス ス の付着が見 ら れる 。

図版 1 1 8 1 7号埋聾検出状況

⑥ 
A' A 

A 1 06.3m A' 

o 50cm 
卜一ー「

第 1 48図 1 7号埋翠検出図 ( 1 /20) 

第 3 節 縄文H寺代の遺構 と そ の造物

外面下部に は熱に よ る と 考 え ら れる 赤化が認め られる。

上 聾 は 、 底部 の み を 欠損 し て い る 浅鉢で あ る 。 ゆ

る や か に 外反 し な が ら 、 頭部で大 き く 外反 し た 後、

やや外反気味 に 立 ち 上が る 。 口 締部 に 2 条 の 沈紺!を

も っ。 水平な 口 縁で、底部はやや丸み を も っ て い る 。

調 整 は 、 外 面 上 半 か ら 内 面 全 域 は へ ラ ミ ガ キ で 、

図 版 1 1 9 1 7号埋楚

0 
ヒ

1 0  20cm 

第 1 49図 1 7号埋斐実測 図 ( 1 /6) 
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外面下部 は 不 明 。 こ の部分 に は 、 黒斑 ( ス ス ) が見

ら オ1る 。

1 7号埋窒

直径70cm の 円 形 の 掘 り 込み を も ち 。 東側 は急傾斜

を も っ て お ち る が、 西側 は緩やかで、 あ る 。 両側 と も

階段状 に 落 ち て い ゆ く 。 底面は一部 に 平 ら な と こ ろ

があ る 。 確認面か ら の深 さ は 20cmで、 あ る 。

他の埋謹の掘 り 込みに比べて非常に大 き く 、 東側は、

掘 り す ぎて い る 可能性があ る こ と を 付 け 加 え て お き

fこ し 、 。
深 鉢 の 単 槽 で あ

る 。 胴部の半分程度

が欠損 し て い る が、

故 意 に 打 ち 欠 い て は

⑥Oo\);:) マ
"<<;;;/1 ---.. 。

L 、 な い 。 は ぼ真直 ぐ
Eこ- - -，�、ι

な底部 か ら やや外反 三三三主L三三三.----"-- '" 一--

し な が ら も 、 真直 ぐ

に の び る 。 胴音1)か ら

そ の ま ま 口 縁 部 に 至

0 5Ocm 

第 1 50図
1 8号埋聾検出図 ( 1 /20) 

図 版 1 20 1 8号埋聾

。 1 0  20cm 

第 1 5 1 図 1 8号埋護実測図 ( 1 /6) 

る 。 口唇部はほぼ也棉的であ る 。 調整は、 内百円て部は、

ナデ、 他 は 、 へ ラ ミ ガキ で あ る 。 ま た 、 全体的 に 、

ス ス が付着 し て お り 、 外面下部 は 、 剥落が著 し く 。

熱 を 受 け た も の と 考 え ら れる 。

第3 fií\ 純文!I寺代のi立構 と そ の遺物

A' 

1 8号埋歪

掘 り 込み が は っ き り

し な い。 検 出 面か ら の

深 さ は、 5 cm以上 の も

の で あ ろ う 。

浅鉢 を 利用 し た も の

と 考 え ら れ る が、 極端

に 浅 く は な く 口 総 は 欠

損 を 除 き 残存す る 。 底

部 も半分を欠損する が、

残存す る も の ら し い 。

やや上げ底の底部から 、

大 き く 外反 し 、 ゆ る や

か に 立 ち 上が る 。 jJ阿部
第 1 52図
1 9号埋蓬検出 図 ( 1 /20)

⑨ 
A 

A 1 06.2m A' 

主主
0 50cm 

A' 

。 1 0  20cm 

第 1 53図 1 9号埋聾実測図 ( 1 /6) 

上位で最大径 と な り 、 こ こ か ら 内 傾 し な が ら 上 位 で

大 き く 外反す る 。 の ち 、 真 っ 直 ぐ に 立 ち 上が る も の

と 考 え られる。 調整は、 内 外面 と も 上位 はへラ ミ ガキ、

下 位 は ナ デ で あ る 。 胴部上 半 の 最 大 径 と な る 上位 に

l 条の沈綿が見 ら れる 。 蓋の可能性が あ る 。

1 9号埋歪

直径50cmの 円 形 の掘 り 込み を も ち 。 北側 は 急傾斜

を も っ て お ち 、 最深部 に 至 る が、 南 側 はやや緩やか

で あ る 。 底 面 は ほ ぼ平 ら で 、 北側 に 傾斜す る 。 確認

qu

 

qd

 



A 

d 
A 1 06.5m 

Y 三'\

第 1 54図

図 版 1 2 1

、、、
。

D 

A' 

A' 

己コ二�Ocm
( 1 /20) 

20号埋歪

1 0  

第 1 55図 20号埋聾実測図 ( 1 /6) 

面か ら の深 さ は 20cmで、 あ る 。

20cm 

底部 か ら 口 縁部 ま で 見 ら れる 。 深鉢で ほ ぼ真 つ 直

ぐ な 底部 か ら 、 外 反 し な が ら 真 っ 直 ぐ に の び、 日阿部

で 内 湾 し な が ら ほ ぼ真 っ 直 ぐ に の び る 。 仁l 縁端部は

第 3 節 制文H寺代の治構 と そ の泌物

真 っ 直 ぐ に 立 ち 、 先端部は やや尖 る 。 口 締音1I に 3 条

の 沈線 を も っ。 調 整 は 、 内 外面 と も ナ デ調整で、 11同

部 よ り 下位 に は 、 ス ス が付着す る 。 外面下部 で は 熱

に よ る と 考 え ら れる 赤化が見 ら れる 。

20号埋聾

深鉢で底部及び11岡部 よ り 上位 を故意 に 水平 に 欠 く 。

平面上で は 、 直径40cmの掘 り 込み を も つ も の と 確認

し た が、 側面 ・ 底面 は よ く 分か ら な か っ た 。

深鉢で、 逆 の 字状 に 折れ曲 が る 胴部 を も ち 、 こ こ カ1

最大径 と な っ て い る 。 !胴部最 大 径 の やや上位 に 3 条

@ 
A' 

A 1 07 .7m A' 

三ミLj三
。 50cm 

第 1 56図 2 1 号埋璽検出図 ( 1 /20)

図版 1 22 2 1 号埋霊
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1 0  20cm 

第 1 57図 2 1 号埋聾実測図 ( 1 /6) 

ほ ど の沈綿が見 ら れる 。 外面は、 上位がへラ ミ ガキ、

下位が、 ケ ズ リ の ち ナデ と な っ て い る 。

2 1 号埋窒

北側 は 、 一部不 明 で あ る が、 直径70cm程度 の 円 形

の掘 り 込 み を も っ。 西側 は ゆ る や か な 傾斜 を も ち 、

東側 は 急 傾斜 を も っ。 底 面 は 丸 み を持つ。 確認町か

ら の深 さ は、 30cmで、 あ る 。

深鉢利 用 の単棺で あ り 。 仁| 縁部 を 水平 に 打. ち 欠 き

底部 は 残存す る 。 頭部 を 一部 欠損す る が、 そ の 他 は

残存。 深鉢で文様帯は、 口縁部 に 3 条の沈線を巡 らす。

内 面上面か ら 下半部及び外 面 口 縁部 の 調整 は 、 へ ラ

ミ ガキ で あ り 、 他 は 摩耗 の た め、 不 明 。 l阿部で く の

字状 と な り 、 最 大 径 を も っ。 やや 内 湾 し な が ら 真 つ

直 ぐ に 立 ち 上が り 、 口 縁部 は 内 径す る 。 口 縁 は 水平

で あ る が、 端部 は 面 を も っ。 外 面胴部及び内 面胴音11

よ り 下 位 に か け て 黒斑が見 ら れ。 こ れは ス ス の可能

性があ る 。
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。 1 m 

第 1 58図 1 号土績実測図 ( 1 /30) 
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4 焼土坑
5 区 よ り 3 基検 出 し た。

1 号焼土坑

東西に 長 い 不定形で、 東西軸 1 . 4 m 、 南北Ilíill0.8 m 、

断 面 は す り 鉢状で緩やか に お ち る 。 検 出 面 か ら の 深

A 

A 1 06.3m A' 

三入\ メ重三
。

第 1 59図 1 号焼土坑実測図 ( 1 /30)

さ は40cm程度 あ る 。

2 号焼土坑

大形で不定形で あ る 。 北西端及び東端 は 若干 出 っ

張 る 。

東西l1Iil12 . 1 m 、 南北Iliill 1 . 2 m で東西 に 長 い。 掘 り 込 み

は し っ か り し て お り 、 北側 に 傾斜 し な が ら 落 ち る 。

そ の最深部で 1 5cm程度でト あ る 。 底面 は平均 1 0cm程度

で 、 少 々 凹 凸 を も っ。 ま た 、 西側 は一段低 い 落 ち 込

み を も っ。 な お 、 南 東 隅 は 、 下端が不 明瞭で、 あ る 。

出 土逃物 と し て 、 縄文時代後期 ・ 晩期 の 鉢 の 口 縁部

A 1 06.2m 

三�
0 
ヒ二=コ=コ

第 1 60図 2号焼土坑実測図 ( 1 /30) 

第 3 節 縄文|時代の逃椛 と そ の泌物

図版1 23
2号焼土坑出土土器

片が 1 1.-;-(あ る 。

磨 消 縄 文 。 深 鉢 と 考 え

ら れ る 。

1 m  

3 号焼土坑

や や 東 西 に 長 い 楕 円

形 で あ る 。 南 西 隅 は や

や出っ張る。 南北 l .O m、

東西期IIO . 6 m で あ る 。 底

面 は 緩 や か に お ち 、 丸

三医 -��
o 5cm 
ヒコニ工二c:=::l

第 1 6 1 図
2号焼土坑出土土器 ( 1 /4)

A A' 

A 1 05.0m A' 

三斗�
o 
=工二コ二=工二コ=コ

1 m  

み を も っ 。 2 5cm程 度 残 第 1 62図
3号焼土t充実測 図 ( 1 /30)

存す る 。

覆土は焼土混 じ り の黒褐色土で、 炭化物 も 出 土 し

た 。 VI 周 で 初 め て 確認で き た も の で、 縄文時代早期

の所産の可能性があ る が、 よ く 分か ら な か っ た 。

5 土坑
土坑は 1 1 ;基・確認 し た 。 l 区 を 除 き 全 て の調査区か

ら 検 出 し た 。 2 区 2 基、 3 区 1 基、 4 区 3 基、 5 区

3 基、 6 区 2 基で あ る 。

1 号土坑

北 側 が一部 は っ き り し な い が、 南

北 に 長 い も ので あ る 。 長Ilql!O . 9 m 、 短

軸O . 5 m の 規模 を 持つ。 東西の肩 は ほ

ぼ垂直 に 落 ち 、 底 面 は 多 少 の 凹 凸 が

Jj 11 1 1 1 1 1 1 1  あ る も の の 、 ほ ぼ平 ら で 北側 へ傾 斜

す る 。 最深部の深さ は30cmほ ど あ る 。

出 土造物 と し て 縄文 時 代 後 期 の 土 器

砕 片 を 含 ん で い た が、 密土 は 皿 層 黒

色 土 で あ り 、 所 属 H寺期 は 、 古 代 以 降

の も ので あ ろ う 。

⑥
回l

A' 
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1 m  

2 号土坑
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第 1 63 図 1 号土坑実測図 ( 1 /30)

口ゴ

民層で検出 し た大形で不定形の も ので、 南北IIlill 3 m、

東西南li 1 . 5 m 以上の規模 を持つ。 中心へ向かい段 々 と

落 ち 込 む。 検 出 面か ら の深 さ は 、 50cm以上 あ り 。 東

側 に 小 ピ ッ ト が l つ あ る 。 覆土 は 、 暗褐色土の単層

で、 あ っ た 。 南部は ト レ ンチ に よ り 切 ら れて お り 不明。

2 号土坑か ら は 、 縄文時代後期 か ら l晩期 に か け て の

深鉢の 口 縁部片な ど が l 点 出 土 し て い る 。

3 号土坑

隅 丸 方 形 を 呈す

る 東 西 に 長 い も の で

一一一一一
i

‘

 

一
一
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第 1 65図
図 版 1 24 2号土坑出土土器 2号土坑出土土器( 1 /4)

o 5cm 
ヒエコニ=コ

5 1 0cm 

図版1 25
2号土坑出土石器 第 1 66図 2号土坑出土石器( 1 /3)
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第 3 î�'j 純文l時代の逃構 と そ のj立物
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第 1 64図 2号土坑実測図 ( 1 /30)

あ る 。 東 西 1 . 9 m 、 南 北 1 m の 規 模 の も の で 、 底 面

は 多 少 凹 凸 があ る も の の ほ ぼ平 ら に な る 。 最深部の

深 さ は 1 0cm ほ ど で あ る 。 覆土 は 2 層 に わ かれる 。 出

土迫物 に は 縄文 時代土器砕片が あ る が時期 は 不 明 。

形態か ら 土横 と し て 認識で き る 可能性を も っ。

4号土坑

1 . 2 m の 円 形 を 呈す る も の で あ る 。 北半部 は 掘 削

さ れて い な い 。 底 面 は 平 ら で、 最深音1I は 20cmで。 出

土遺物 は な い。

5号土坑

V 層 で 検 出 で き た 。 O . 6 m の 規模 を 持 つ 楕 円 形 で

-97 -
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A 79.7m 
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第167図 3号土坑実測図 (1/30)
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A 1 06.0m A' 
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第168図 4号土坑実測 (1/30)
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第169図 5号土坑実測 図 (1/30)

第3節 縄文時代の遺構 と そ の遺物

深 き 8 cmで、 あ る 。 底面 は平 ら で あ る 。 出 土

遺物に は、 縄文時代後期の土器砕片があ り 、

帰属時期 も 縄文時代後期 と 考 え ら れ よ う 。

覆土は N層 が主体で あ る 。

A' 

Eド園内山、戸
国

6号土坑
VI 層 で 検 出 で き た 。 vn 層 途 中 ま で掘 り 込

んでお り 覆土 は VI 層 で あ る 。 南側が調査 区

外 に のびる が不定形で長軸 ・ 短軸 と も 1 .2 m

あ る 。 断面形は皿状で、 最深部は30cmあ る 。

炭が出土 して い る 。

A' 

1 .黒色土
2.縄色土

7号 ・ 8号土坑
7 号土坑は、 東西 に長い不定形で長軸2 . 2

m、 短軸 1 . 3 m で あ る 。 8 号土坑 を切 っ て お

り 、 2 つ の小 ピ ッ ト を も っ。 断面形 は か な り の 凹 凸

があ る 。 最深部 は30cmで、 出土遺物 は な L 、 。

A A' 

⑨ 

調査区外
A 1 05.0m A' 

三弘、 メ三三
o 1 m  

第170図 6号土坑実測 図 (1/30)

8 号土坑 は、 北西部 を 7 号土坑 に 切 ら れる 。 不定

形であ る が、 長軸2 . 5 m X 短軸2 . 2 m の規模 を も っ。

断面形 は、 南側へゆ る やか に 傾斜す る が、 底面は平

ら で あ る 。 出土遺物 は な い。

9 . 1 0号土坑 (第1 1 1 図)
9 号土坑 は、 位置的 に は 5 号住居跡 と 重な り 合 っ

て 検 出 で き た 。 調査時の所見か ら 、 5 号住居跡 よ り

QU

 

QU

 



も 後の所産で あ る 。 平面形態 は 、 ややいびつ な が ら

ほ ぼ方形 を 呈 し て い る 。 1 . 2 m X 1 . 1 mで深 さ 30cm程

度 あ り 底面 は平 ら で あ る 。 覆土 は灰褐色土でニガの

ブロ ッ ク を 含 む単層 で あ る 。 シイ の実が多 く 出 土 し

て い る 。

1 0号土坑 は、 位置的 に は 5 号住居跡 と 重な り 合 っ

て 検 出 で き た 。 調査時の所見か ら 、 5 号住居跡 と ほ

ぼ 同 時期 で あ る 。 平面形態 は、 やや南北 に 長 い 楕 円

形 を 呈 し て い る 。 南北軸 1 m X O . 8 m で深 さ 1 0cm程

度あ り 、 中央部 は 5 号住居跡の柱穴 と 重な っ て お り 、

底面形態 は 不 明 で あ る 。 覆土 は 明茶褐色土の単層で

あ る 。 シイ の実が多 く 出土 し て い る 。

第3節 縄文時代 の 遺構 と そ の遺物

A 1 06.2m A・

⑨ 弓メ三ミ E 

B 1 06.2m B' 

三註�
d壬主主

C 1 06.2m C' 

三三L ..Æ.雲

o 1 06.2m 0・

J4三
主主主ミ a・"""'"

8号
。

第171図 7 ・ 8号土坑実測図 (1/30)
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第 3節 縄文時代の遺構 と そ の遺物

x=司30850

。44且守口3n-T
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=
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y=ー 1 4942

⑩ x=・30880

A 1 08.3m A' 

主主主主

1 黒色敏質土
2 黄色混入の黒色土
3 暗褐色敵貿土
4 黄色がブロ ック状
に混入した黒色土

三迂歪三
1 踏縄色軟畏土
2 黄色がブロック状
に混入した原色土

3 小粒の黄色が
に混入した鳳色土

X=-30860 

‘、 l 1 1  I r l  1 1  C 1 07.4m C' 

土 I 1 I� \ 一 1 1  I ì  室長崖
1 暗褐色土
2 策褐色土がブロッ
ク状に混入した黒
色土

x=・30880 \ I \ I 3 黒褐色硬質土
4 茶褐色粘買土
5 暗褐色硬質土
6 小粧の黄色が
に混入した黒色土

� \ Jり y 
x=・30870 B 

第 1 72図 6号満実測図 ( 1 / 1 00)
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6 満
n'l'j は l 条検 出 さ れた 。 6 区 に l 条 で あ る 。 6 号n'li

と 名 づ け た 当 構 は 、 6 区

オれ1一部F雨円 側 が調査 区 外 に 広が る 。 長 さ 43 m 、 |陥 l �

1 . 5 m で 、 深 さ は 20cmか ら 90cmの 111市 を も っ。 西へ向

か う ほ ど 深 く な る 傾 向 に な る 。 覆土 は 、 西側で 6 Jf!i 
に 分 け ら れ る 。 土居時f�杭状況 は 、 レ ンズ状で あ る 。

出 土造物 と し て は、 安 山岩製の ス ク レ イ パーがあ る 。

横長剥片素材 で、 打面音1Iの厚 さ を 薄 く 減 ら し て い る 。

下端の縁辺 は 、 丁寧で、 は な い が二次加工が施 さ れて

し 、 る 。 ま た 、 炭 が 出 土 し て い る 。 さ ら に 、 チ ャ ー ト

製 の 片脚部欠損の 石鯨 が出 土 し て い る 。 土器で は 、

浅鉢の 口 縁部 片 が 2 点 あ る 。 出!日文時代後期か ら l晩期

であ る 。 う ち 、 l 点は、 波状 口 縁 と な る も のであ る 。

7 石組炉
石組炉 は 、 2 区 よ り l 基検 出 で き た 。 大 型 の 角 磯

ー

A 

E由
由DF
国

A' 

A 1 06.6m A' 

三ミミ 認三
。

第 1 73図 1 号石組炉実測図 ( 1 /20)

- 1 0 1  -

第 3 節 制文H引にの法相i と そ のえd物

図 版 1 26 6号満出土石器

二J
o 5cm 
ヒエ二=工コ

第 1 74図
1 号石組炉出土土器

図版 1 27 1 号石組炉出土土器 ( 1 /4) 

1 m  

が 3 個 体 残 存 し て い た が、 南 半 部

の 空 白 地桔; に も 本 来 は 存 在 し て い

た ので あ ろ う 。 掘 り 込み の規模 は、

80cm程 度 の 円 形 で 、 緩 や か に 落 ち

込 み 中 央 が 一 番 深 く な る 。 2 0cm程

度 残 存 し て い る 。 な お 、 中 央 部 に

炭 の 集 中 が 見 ら れ た 。 誼 土 は 、 黒

褐 色土 の 単 Jl7i で あ る 。 出 土 造 物 と

し て は 、 ポ ロ ポ ロ の 純 文 土 器 の 底

部 が 出 土 し た 。 火 を 受 け た 痕 跡 と

考 え ら れ。 H守 j羽 は 早 期 か 。 底 部 が

かな り 厚い 。

8 集石
集 石 は 、 3 5基 確 認 でー き た 。 掘 り

込 み が l確 認 で、 き た も の と 、 確 認 で

き な い も の と が あ る 。 検 出 し た 地

区 は 、 2 区 8 基 、 4 区 1 6基 、 5 区

8 基 、 6 区 3 基 で あ り 、 4 区 に 集

1:1-' し て い る 。 特 に 4 区 北 西 I(問 に 集

中 して見つかっ た。 なお、 検出!留は、

1 . 2 ・ 3 ・ 9 号 は W 層 、 そ の 他

は V 層上面か ら 中 而で あ る 。



純文|時代の巡 桝 と そ の辿物
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第 3 節

1 号集石
5 

掘 り 込 み を 持た な い。 磯 の 重 な り も 顕著 で な い。 散
第 1 76図
1 号集石出土土器 ( 1 /4)布状態 は2 . 5 m 四 方 に 収 ま る が、 中央部 1 Iη 四 方 に 集

1| 

中 す る 。 円 礁 が多 く 、 ほ ぼ全体 に 熱 を 受 け た と 考 え

ら れ る 赤化 し て い る 磯が 多 い 。 出 土遺 物 と し て 、 純

文時代後期 か ら |晩期 の 鉢形土器 の 口 縁部片が あ る 。

細線羽状 文 を 残す 。 そ の ほ か石器 と し て 、 ト字形石

器や磨石 も 出 土 し て い る 。
1 号集石出土石器図 版 1 291 号集石出土土器図版1 28

1 . 1 m X 1 . 2 

2 号集石

掘 り 込 み を 持つ。 掘 り 込 み の規模 は 、

m の楕 円 形 で 、 掘 り 込 み は緩や か に 落 ち 中 央部がー

番深 く 1 5cm程 度 あ る 。 離 の 散布状態 は 東西 に 長 く 、

3 m 凶 方 に 収 ま る 。 磯 は 東側 と 西側 2 カ 所 に 集 中 が

見 ら れ る が、 西 側 は 散 在 し て い る 状 況で あ る 。 重な

仁一一一� �
っ た 状況で は あ る が、 底部 ま で は 存 在 し な い 。 覆土

1 0cm 5 
I は WJ冒 に 似てお り 、 焼土 と カ ー ボ ンが若干見 ら れた。

出 土遺 物 は な い が、 覆土か ら 縄文時代後期 か ら 晩期 1 号集石出土石器 ( 1 /3)

⑧ 

第 1 77図
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1 号集石実測図 ( 1 /30)
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図 版 1 30 1 号集石出土石器

に か け て の所産で あ る 可能性が高 い。

3 号集石

掘 り 込 み を 持つ 。 そ の 形 態 は 東側 と 南 側 の一部

は撹乱に よ り 明 瞭で は な い が、 東西O . 9 m x 南北 l

m の 不 定形で、 東 側 に 一 部 出 っ 張 り が あ る 。 l Ocm

程度の深 さ を も ち 底面 は ほ ぼ平 ら で あ る 。

4号集石

O . 9 m 程度 の 楕 円 形の掘 り 込 み を 持つ。 掘 り 込み

内 に l深 が 集 中 し て お り 5 cm の 深 さ を持つ。 牒 は 多

く 重な っ た 状態で、 あ っ た。 出 土造物 は な い。

⑨ 
A 

a 

益4 80
も

A 1 07.0m 

ELよJラ 考� �竺隆三三
O 
E二E二工二エニコニコ

第 1 79図 2号集石実測 図 ( 1 /30)

第 3 節 縄文l時代のi遺構 と そ の造物

くフ -
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E0 .ドDF回

A' 

第 1 78図 1 号集石出土石器 ( 1 / 1 )

。 3cm 

く二〉
3c円、

図版 1 3 1 第 1 80図 2号集石出土石器 ( 1 / 1 )

2号集石出土石器

5 号集石

掘 り 込 み を 持つ も の で あ る が、 中 央 の ト レ ンチ に

よ っ て 一部 不 明 で あ る 。 よ っ て 、 南 側 の 掘 り 込み は

よ く 分か ら な い 。 北側 は 東西O . 9 m 、 南 北O . 7 m の掘

り 込みカ可能認 さ れて い る が、 深 さ 5 cmと わずかで あ る 。

牒 は 基 本 的 に 掘 り 込み の 中 に 入 る も の で あ ろ う が、

北側 に よ く 集 中 し て い る 。 南 側 中 央 部 で は 礁が立

っ た 状態で、 出 土 し て お り 、 そ れを 囲 む かの よ う

に牒が存在 し て い る 。

- 1 03 -
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第 1 8 1 図 3号集石実測図 ( 1 /30)



純文l時代のj立桝 と そ の造物第 3 節

6 号集石

8 号集石掘 り 込 み を 持 た な い。 東西方 向 1 m 、 南北方 向 0 . 7

0 . 5 m 程度 の不定形な 掘 り 込 み を 持つ。 深 さ は 7 cmm の 範 囲 に 収 ま る 。 西 側 に 大形1設 が見 ら れ、 東 側 は

程度で西側がやや深 く な る 。 磯 は ほ ぼ掘 り 込み 内 に出 土遺物 は な い。

l田 収 ま る が希 薄 で あ る 。 出 土遺物 と し て 円 筒形条痕文

土器の 口 縁部か ら 胴部の も のがあ る 。 縄文時代早期。

9 号集石

⑥ 
A' A 

集 中 し て い る o

W I� 
s d 

掘 り 込 み を 持た な い 。 礁 の 集 中 範 囲 は 1 m 四 方 に

収 ま る 。 中 央 に 大形 の も の が見 ら れ牒 の 上 面 が水 平

と な る 。 意図 的か。 出 土造物 は な い。

1 0号集石主主量動金竺Z
A' 

掘 り 込み を 持た な い も の で あ る 。 礁 の 集 中 範 囲 はo 1 m  
r一一守一ーー「ーーγ一一一γーー寸ーー一一ー一ーーーーーー司ーーーー寸

4号集石実測図 ( 1 /30) 南北 に 長 い 楕 円 形 を 呈 し 、 南北llill 1 1 . 5 m 、 東西軸 1 . 1第 1 82図

m 程 で、 あ る 。 ま た 、 最大 1 8cm以上 の 重 な り を も っ て7 号集石

い る 。 出 土造物 は な い。掘 り 込 み を 持 た な し 、 。 礁 は 南 北 に 長 く ま と ま っ て

お り 重 な り を も っ。 全体的 に 火 を 受 け て い る 。 集 中

⑥ 
範囲は 1 m x O. 3 m 四方程度で あ る 。 出土造物はない。

p 
B 

6号集石検出状況

⑨ 
図版 1 32
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6号集石実測図 ( 1 /30)第 1 84図
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5号集石実測図 ( 1 /30)第 1 83 図
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1 0cm 5 

第 1 88図
8号集石出土土器

nυ
41・

、、、

1 1 号集石

掘 り 込 み を 持つ。 1 . 2 m 凹 方 の 楕 円形で 1 0cm程

白

田

t』llI
RY、

【イぞ点、、J戸炉、〆
LLh崎町号

、/ノ向A引WL4Jbd吋\、
li--

図 版 1 34

度 の深 さ を も ち 浅い 皿状 を 呈す る 。 牒 は そ の 中 に

ぎ っ し り 詰 ま っ た状態で あ っ た 。 出 土遺

@ 
回
4
0町
田
ヨ
目
。
s
hv

G3
mv
ぬWG
D
P

物 は な い 。

集 仁I� し 、

( 1 /4) 
1 3号集石

掘 り 込 み を 持 た な

m
 

no
 

Fo
 
nv

 
-AH

 

回- い。 醗は重な り があ る も の の 、 南 北 に 長 く O . 9 m 、 東

西O . 5 m の範囲 に散在す る 。 出 土遺物 は な い。
A

J
一一

2
=

 

d
よ

1 4号集石

掘 り 込 み を 持 た な い 。 1深 は重 な り は あ る も の の 、
1 m  O 

i=コ=

円 形 に 近 い形 で のO . 7 m 四 万 に 散在す る 状況 に あ る 。7号集石実測図 ( 1 /30)
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第 1 86図
7号集石出土土器 ( 1 /4)

7号集石 出土土器

第 1 85図

図版1 33

1 2号集石

掘 り 込 み を 持 た な い 。 喋 の 集 中 範囲 は 1 . 1 m 凹 方 に

9号集石検出状況図版 1 35

⑨ � Jl' � Q 

Z23-
o 包 h f 』 匂

J 守安P

A 

収 ま り 、 円形に集積す る 。 1 0cm程度の重な り があ る 。
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A 1 06.8m 
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9号集石実測図 ( 1 /30)第 1 89図
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8号集石実j則図 ( 1 /30)第 1 87図
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出土遺物 は な し 、。

1 5号集石

A' 

o 1 m  
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掘 り 込 み を 持 た な し 、 。 陳 は 東 西 に 長 い 1 m 四 方 に

1 1 号集石実測図 ( 1 /30)第 1 9 1 図1 0号集石検出状況図 版 1 36

1 7号集石⑨ 回
4
0吋
ロ
ヨ

掘 り 込みを持た な い 。 1深 は東西にやや長 く O . 9 m 、

南 北 に O . 7 m の範 囲 に 収 ま り 、 重 な り が見 ら れる 。 出
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1 2号集石検出状況図 版 1 37弘
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1 0号集石実測図 ( 1 /30)

散在す る が、 中 央 に 大形礁が存在 し て い る 。 出 土遺

物 は な い。

1 6号集石

第 1 90図

掘 り 込 み を 持た な い 。 1深 は 南 北 に やや細長 く 存在

ーーーーー & �笠郡警勉ー-�ニニエニ

す る 。 南 北軸 1 . 5 m 、 東西IUrtI O . 5 m の 範 囲 で東側 にや

や重な り が見 ら れる 。 出 土遺物 は な い。

i→一一一一 一一一一一--!，m

1 2号集石実測図 ( 1 /30)第 1 92図
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純文H寺代の治相i と そ の造物第 3 節

土辿物 は な い。

1 8号集石

@ 
1 6号集石検出状況
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1 3号集石検出状況

ザ竺:沼
o 1 m 

第 1 93 図 1 3号集石実測図 ( 1 /30)

中 央 に 大形1深 を 据 え る 。 南 側 に 偏 り 重 な り が あ る 。

出ニ|こ逃物 は な い。
1 6号集石実測図 ( 1 /30)第 1 96図
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。
⑨ 1 9号集石

掘 り 込 み を 持 た な い。 1 . 5 m 四 万 の 楕 円 形 に 離が

卜
レンチ

ト レ ン チ の下 部 で も 出 土集 ま り 、 重 な り を も っ。

A' 

E由 ，由OF
国

A門

J竺民事匂

A 17 

A 1 06.6m 

し て お り 、 上部 と 下部 と の礁の厚みは最大40cm に

;l m t 
1 9号集石実測図 ( 1 /30)第 1 99図
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1 8号集石積出状況
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1 8号集石実測図 ( 1 /30)第 1 98図

θ 

A 

及びそ う で あ る 。 出 土造物 は な い。

20号集石

掘 り 込みを持た な い。 1.5 m 四万に散在 して お り 、

1深の重な り も な い。 やや南側に集中 し て い る よ う だ。

出 土辿物 は な い。

Eド .由DF
固

A門

G 
G 

1 . 2 m 程度 の 楕 円 形 の 掘 り 込 み を 持つ 。 深 さ は A 1 06.7m 
1 0cmで底面 は ほ ぼ平 ら で あ る が、 南側は若干下が 一= <>% @ 、 匂 院功者骨骨h
る 。 l深 は 掘 り 込 み の r-I:I に 集 中 し 、 火 を 受 け た と 考 三三主竺ニニニ一一三一 一

2 1 号集石

1 m 

20号集石実測図 ( 1 /30)第200図
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え ら れ る も の が若干含 ま れて い る 。 ま た 、 重 な り

も 若干 あ る 。 出 土造物 は な い。



縄文|時代の泌総 と そ の遺物第 3 b1'i

o 5cm 
ヒ工工=ココ

" '. 1 I ï 

22号集石

南 北 に や や 長 い 、 不 定 形 の 掘 り 込 み を持つ。 そ の

規模 は 南 北2 . 7 m X 東西 1 . 9 m の 範 囲 で あ る 。 深 さ は

7 cmで、 陳 は 西 側 に よ り 多 く 集 中 し て い る 。 小形型の

礁が多 く 集 1:j:1 度 が 強 い 。 火 を 受 け て 焼 け て い る と 考

第202図
2 1 号集石出土土器 ( 1 /4)

三盟二盈戸'fi2/J;

2 1 号集石出土土器

え ら れ る 牒が北側 に 集 中 し て 分布 し て い る 。
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23号集石

1 .4 X O . 8 m 以 上 の 範掘 り 込 み を 持た な い。 l深 は 、q 

囲 に 広 が っ て お り 若 干 の 重 な り を も っ 。 た だ し 、 調
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純文l時代の逃梢 と そ の逃物第 3 節

査 区 外 に 広 が る た め詳 細 は 不 明 で あ る 。 出 土造物 と

25号集石し て 、 焼成前の穿孔があ り 、 把手 あ る い は 口 縁部 の

掘 り 込 み を 持た な い 。 O . 8 m 四 方 に 散在 し て い る が飾 り と 考 え ら れ る も の が あ る 。 風化の具合な ど か ら

若干東側 に 集 中 が見 ら れる 。 出 土造物 は な い 。こ の 集 石 に 伴 う も の か縄文時代 の も の で あ ろ う が、

ど う か不明で、 あ る 。

26号集石

掘 り 込 み を 持た な し 、 。 東 側 は 調 査 区 外 に かか る の24号集石

で正確 に は 不 明 で、 あ る が、 l擦の 範 囲 は 1 . 5 m x O . 4 m  方形状 を 呈す る 不定形の銅 り 込み を も っ。 長1!lù1 1 .4

の 南 北 に 長 い 形状で散在 し て い る 。 全 体 的 に 赤化 しm 、 短1!4lI 0 . 7 m で深 さ は 1 8cm程度 で、 あ る 。 掘 り 込 み

て い る も の が多 く 、 火 を 受 け て い る 可能性 を 示 し ては し っ か り し て お り 、 底 面 は 平 ら で あ る 。 礁 は ほ ぼ

い る 。 出 土遺物 は な い。

図 版 1 45 25号集石検出状況

掘 り 込み 内 に 収 ま る が、 散 在 し て 若干 の 重 な り が見
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23号集石実測 図 ( 1 /30)

ら れる 程度であ る 。 底面 ま で達する も のは 見 ら れなし 、。

出土遺物 は な い。
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27号集石
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掘 り 込 み を 持 た な い。 際 は わずかで散在 し て お

り 、 O .6 m 四 方 に 収 ま る 。 出 土遺物 は な い。
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28号集石実測 図 ( 1 /30)第209図

掘 り 込みを持たな い。 機は 2 m の範囲 に散在す る が、

北東側 に 集 中 す る 傾 向 に あ る 。 ま た 、 1深 の 重 な り が

あ る 。 出 土j品物 は な い。
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26号集石実測図 ( 1 /30)

⑩ 
第207図

28号集石

A 
掘 り 込みを持た な い。

O 
1深 は 東 西 方 向 に 長 く 、

三墾三主主主主鎗=----��下
A' 匂A' 

ーニニ土エニ4色』竺竺でー
�_ 1f11 

1 . 5 m 、 南 北 方 向 に l

m の 範 囲 に 散 在 し て い

る 。 出土迫物 は な L 、。

第208図
27号集石実測図 ( 1 /30)

29号集石

29号集石実測図 ( 1 /30)第2 1 0図掘 り 込みを持たな い。

3 1 号集石東西方 向 に 長 く 、 2 . 5 m 、 南 北方 向 に 1 . 7 m の 範囲 に

掘 り 込み を 持 た な し 、。 礁 は 東 西 に 長 く 、 1 . 4 m 、 商陳 は 5 x 3 m lm 方 に 散 在す る が、 東 側 に 集 中 す る 傾

北O . 4 m の範 囲 に散在す る 。 厚 さ は 不 明 で あ る が、 南向 に あ る 。 出 土遺物 は な い。

東 隅 に は 焼土が見 ら れた 。 出 土造物 と し て 半分程度

残存 し て い る 浅鉢が出土 した。 縄文時代晩期の所産か。30号集石



G D 。
A 1 06.0m A' 

第 3 節 純文11寺代の巡梢 と そ のi立物

守、

図 版 1 47 3 1 号集石出土土器

なお、 調査時の所見 と し て 、 3 1 号集石 「周

辺 の土 器 ( 1 個 体 と 思 わ れ る ) も 全体的

に 火 を 受 け て い る J と あ る 。

32号集石

主任全土二二332与額ラ二ヶ一一一也

掘 り 込 み を 持た な い。 1深 は 1 . 5 m 四方の

範 囲 に 散在 し て い る が、 中央が希薄で南

側 の 方 に 若干 集 中 し て い る 。 全 て で は な

し 、 が、 2 0cmの厚 さ を も っ て 、 重 な る 部分

も 見 ら れる 。 I:l j 土遺物 は な い。
ご二二二 =二 二二三=二二ご二二士 二= 二二ごτ二二ご二二ご二一一二二て二ご士二ご=二ご二二士 二ご 二二二 士二 =コ

o 1 m  
レーー『ー一一守一�一一『ー一一・一一一ーー一一一一一一ーー一ー一ー」

第2 1 1 図 30号集石実測図 ( 1 /30)

A' 

。
A 1 06.3m A' 

一一三子認で哲男弘二ーニ
第2 1 2図 3 1 号集石実測図 ( 1 /30)

。 5 1 0cm 

第2 1 3 図 3 1 号集石出土土器 ( 1 /4)

33号集石

掘 り 込 み を 持つ。 不 定形で あ る が、 1 . 1 m 四方 に 収

ま る 。 深 さ は 1 0cm程 度 あ る 。 礁 は ほ ぼ掘 り 込み 内 に

収 ま り 北東部 に 集 中 す る 傾 向 に あ る 。 I:lj 土遺物 と し

て 粗 い条痕の胴部片が l 点あ る 。

34号集石

掘 り 込 み を 持つ が 6 号満 に 一部切 ら れて い る 。 そ

の 規 模 は 1 m 四 万 の ほ ぼ 円 形 に な る と 考 え ら れ る 。

⑥ る
O AA C C C 

�()バ色 Q舟3 G
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第21 4図 32号集石実測 図 ( 1 /30)
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縄文時代の遺構 と そ の遺物第3節

は 2 つ の掘 り 込 み 内 に 集 中 す る 傾 向 に あ る が、 外側深 さ は l Ocm程度あ る 。 掘 り 込みの北側 に礁は集中す

8 cm程度のに も 散在 し て い る 。 北側の掘 り 込み は 、る が、 そ の外側に も散在す る 。 炭化物が出土 して いる。

深 さ を も っ。 出 土遺物 と し て は、 北側 に 掘 り 込み を

も つ暦 に 混 じ っ て 、 円 筒形条痕文土器が割合 よ く 残35号集石

っている。 口縁部から底部 ま であ り 、 底部について は、掘 り 込み を持つ。 O .9 m x O . 7 m の楕 円形で、 やや

厚みの あ る 平底で あ る 。 時期 の帰属 に つ い て は、 北東西 に 長 い も の と 、 そ の南側 に 最低O . 5 m 程度 は あ

側の も の に 限定 さ れる と し て も 、 縄文時代早期 の もろ う か と 考 え ら れる 2 つ の掘 り 込 みが存在す る 。 醸

の と 考 え ら れる 。

36号集石

V層上面で検 出 で き た 。 長軸O . 8 m 、 短軸O . 5 m の

楕円形を 呈 し 中 に は焼磯があ る 。
A・A 

S6

80

8g
b

 

@ 

出土遺物 と し て は、 円 筒形条痕文土器 の 口 縁部が l

点 出 土 し て い る 。 縄文時代早期 の所産。 覆土 は W層

と V}冒が混 じ っ た状態で、 あ っ た。

m

 

nu

 

，，

 

nu

 

-A門
田 . A' 

三三三一空整 。母ーラ竺三三
マー一一 一一一一 一一 一ニア二斗

ぐ�6ゐ
f!J 17' 

33号集石実測 図 (1/30)
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は不明瞭で、 あ る 。

35号集石実測図 ( 1 /30)

古代以降の遺構とそ の遺物

第2 1 7図

第4節
11届長 さ 7 m 以上、

1 0cm 5 
zニエ=ェ:=t

。0 . 6 � 0 . 8 m で 深1 溝
35号集石実測図 ( 1 /4)第2 1 8図

さ は わずか 7 cm程4 区3 区 1 条、l 区 l 条、�\� は 5 条検 出 さ れた 。

度であ る 。 覆土は6 区 1 条で あ る 。2 条、

困 層 の黒 色土で、覆土か ら 古 代以降の も の で あ ろ う 。1 号溝

出 土遺物 は な い。調 査 区 北端 に 東西方 向 に 検 出 さ れた。 長 さ 2 7 m 以

3 号溝l幅 l上 、

4 区北端で、見つか っ た 。 東西方 向 に 走 り 、 長軸26m か ら 3 . 5

m 、 短IlIilI 2 m 、 深 さ 0. 3cmを は か る 。 西端は調査区外m で 西 へ

2 号満 と 車11 を 同ー と す る た め、 同に 広 が る 。 な お 、行 く ほ ど

じ 満の可能性 も 考 え ら れ る 。 出 土逃物 は な い。細 く な る 。

4号溝深 さ は 最

4 区西端で見つか っ た も の で 、 ほ ぼ ま っ す ぐ に 南深 部 で 5 0

11栢 1 . 5 m 程j支でー あ る 。 j奈北 に 走 る 。 長 さ 2 1 m 以上 、cm 程 度 あ

さ は 、 20cm�40cmで、 あ り 、 北側が深 く な っ て い る よ北 側り 、

4 へ 傾 斜 す う だ。 北端は 3 号満 に 切 ら れて お り 、 南 端 は 調 査 区

関 土器

三空室委主三
36号集石出土土器 ( 1 /30)

ム

⑩ 

外 に 広 が っ て い る 。 覆土は 皿 層 の黒 色土 で あ る 。 出北 部る 。
第2 1 9図

土辿物 は な い 。 覆土か ら 古代以降の も ので あ ろ う 。は調査 区 外へ広 が る た め、 詳細| 不 明 。 出 土造物の時

5号溝期 は 幅広 く 、 磁器 も あ り 、 か な り 新 し い も の で。 近

6 区東部で検 出 さ れた も の で 、 南 北 に は し る 。 長世以降であ ろ う 。

11.屈 5 m を 計 る 。 磁土は 1 0 に 分 け ら れ、

約70cm程度の 深 さ を も っ。 土!百堆積状 況 は ほ ぼ水平

- 1 1 4 -

さ 4 m 以上、2 号溝

3 区北東隅でみつ か っ た 。 東 西方 向 に のび、 東側
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図版 1 49 第222図 3号溝出土石器 ( 1 / 1 )
3号満出土石お

で あ る 。 出 土造物 と し て は炭が出土 し て い る 。 ま た 、

陶器高台付 き 底部片が見つ か っ た 。 ま た 、 す り 鉢 の

胴部があ り 目 の 間隔が広い。 外面は茶褐色を呈す る 。

こ れ ら の 時期 が一番新 し い 時期 と 考 え ら れて 、 日明gJ

決定の物差 し と な る で あ ろ う 。

2 周溝を持つ遺構
5 区東端部で、見つかった。 検出層 は N層上面である。

南北Ili111 2 . 5 m 、 東西I]iIJl l . 8 m 以上 の も の で 、 東 側 は 訓

査 区 外 に 広 が る 。 推定平面形 態 は 、 |制丸方Jf�で'20cm

帽で、 深 さ 1 5�20cm程度の周溝が巡 る 。

周前音11 よ り 6 点 の土器片が 出 土 し た 。 周 溝 の覆土

は E 層 と 考 え ら れ る 黒 色土 で 古 く と も 古代以降の所

産で あ ろ う 。 性格等 は 不 明。

田
40由
o 
ヨ

A 

卜 レンチ

第 4 節 古 代以降の逃構 と そ の逃物

3cm 

3 道路
5 区で は 、 東 西 に は し る 道路 を 検 出 し た 。 検 出 j習

は 皿 層下部で、 硬 化 面 の 連 な り を 持 っ て 認識 し た 。

3 カ 所 ほ ど 断 ち 割 っ た 部 分 で は 、 硬 化 面 の 厚 さ が、

1 5cm程度で、 あ っ た 。 硬化面の11腐 を も っ て こ の道路l陥

と 考 え た い が、 少 な く と も 、 2 m は あ り そ う だ。 第

224図 に示 した通 り 、 東側では、 複数に分かれて し 唱 。

こ こ で は 、 同ーの も の と の認識 を 持 っ て い る 。

図版 1 50 周 溝 を も っ遺構

A' 

A' 
A 1 06 .0m 

三三i
ー噌三三 ーー-

。

第223図 周j蓄を持つ遺構実測図 ( 1 /40)
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第 5 節 包含層 出土の縄文時代遺物

1 土器

L. 

第 5 節 包含!百 :Jj土の純文I];!J'代逃物

図版 1 5 1 条痕文土器
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図版 1 52 鳥井原式土器

図版1 53 天城 ・ 古閑式土器
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図版1 54 御領式土器

図版1 55 紡錘車 ・ 注口土器
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図版1 56 底部1

図版1 57 底部2
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図版1 58 底部3
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2 石器

図 版 1 59 石鍛 1

くこ二〉

く二>
くこ〉 。 5cm 

第225図 石鎌実測図 ( 1 / 1 )

図版 1 60 石鎌2
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図版 1 6 1 石皿1

図版1 63 石皿3
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第226図 石皿実測図 ( 1 /4)
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図版1 64 石斧類
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第227図 石斧類実測図 ( 1 /3)
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第228図 扇平打製石斧実測図 ( 1 /3)
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図 版 1 65 扇平打製石斧
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図版1 66 打製石斧 1

図版 1 67 打製石斧 2
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図版1 68 打製石斧 3

図版 1 69 円盤状石器
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図版1 70 十字形石器

図版 1 7 1 磨石 ・ 敵石
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図版1 72 ス ク レ イ パー

図版1 73 石鍾

図 版 1 74 原石 図 版 1 75 磨石
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図版1 76 砥石 1

〆〆く〉 0 5cm 
ヒニコ=二コ二二コ

第229図 砥石実測図 ( 1 /2)

図版1 77 砥石 2
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3 土製品 (土偶)
土偶 は 全部 で3 2 点 出 土 し た 。 う ち 、 1 点 は住居

跡か ら の 出 土で あ る が、 他 は包含層 出土の も ので あ

る 。 出 土地 区 は 、 2 . 3 ・ 4 . 5 区及び不明で、 そ

の 数 は 、 2 区2 0点 ( 1 号住居跡の も の を 含 む) 、

3 区 1 点、 4 区 8 点、 5 区 1 点、 不 明 2 点で あ る 。

圧倒 的 に N I 0 グ リ ッ ド に 集 中 し て お り 1 2 点 あ る 。

隣接す る グ リ ッ ド ( M 9 ・ M I 0、 N 8 . N 9 ) か

ら 6 点 と あ る 程度 ま と ま っ て 出 土 し て い る 。 一方、

N 4 グ リ ッ ド を 中心 と し て 、 1 つの集中部が存在 し

て い る 。 5 x 1 0 m の グ リ ッ ド の 中 で、 集 中 し て 出

土す る 状況が一つの特徴 と い え る 。 次 に 出土層位を

見て み る と 不明 を 除 き 、 全て N層及びV層 出土の も

の で あ る 。 た だ、 V 層 出 土 の も の は 3 点で W層 に 集

中 す る よ う で あ る 。

土偶 は、 人 の 形 を 粘土で作成 し た 土製品 で あ る 。

こ れ ま で の 出 土例か ら も 完形で 出 土す る も の は ほ と

� O， 

3 

第5節 包含層 出 土の縄文時代造物

ん ど な い。 す な わ ち 、 一部 が欠 け て お り 、 し か も 故

意 に 欠 い た も の が大半で あ る 。 故意 に 破壊 しやすい

よ う に 作成 し た と の指摘 も あ る 。 そ こ で、 3 2 点 出

土の土偶 を 欠損部が ど こ か と い う 観点 か ら 見て い き

た い が、 ま ず ど こ の部分がな い の か と い う こ と を 見

て い く た め に 、 残存部位の種類 を あ げて お き た い。

こ こ で は、 土偶 の構成 を 次 の も の と し た い。 頭部 ・

体部 ・ 左手 ・ 右手 ・ 左足 ・ 右足 の 6 っ と 考 え て お き

た い。 た だ し、 手 と 足 に つ い て は、 左右の 区別 が難

し い も の あ り 、 手 と 足の 左右 の 区別 は な い も の と し

て 、 列挙 し て お く 。 そ う す る と 、 頭部 8 ・ 体部 9 ・

手 3 ・ 足 1 2 と な る 。 1 つ の 完形 し た 土偶 を ど れだ

け に 破壊す る か は 、 不 明で あ る が、 出 土 し て き た も

の が、 こ れ ら 4 つ に 分類で き る こ と に な る と 、 概ね

こ の 4 パタ ー ン (左右の手足があ る た め、 細 か く 言

え ば 6 つ) に 破壊 さ れる の で あ ろ う 。

8 

0 5 1 0cm 
ヒニエニコ

第230図 土製品 (土偶) 実測図 〈その 1 ) (1/2) 
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再 度 こ の 観 点 か ら 見て い く と 頭部 ・ 体部 か ら は

8 - 9 体、 手 か ら は 1 - 3 体、 足 か ら は 6 - 1 2 体

が存在 し て い た こ と に な る 。

3 2 点 の う ち 、 同一個体 と 考 え ら れ る も の は 、 恥

1 9 の 足 と 恥2 8 の 体 部 、 No.2 9 と 恥3 2 の 体部及びNo.

1 8 の足 と 恥2 5 の体部の も の で、 本遺跡で 出 土 し た

土偶 は手が極端 に 少な い と い う 特徴 を も っ て い る 。

と こ ろ が、 こ の 計算 は 、 あ く ま で 同 ー の も の と

の 仮 定 で あ っ て 、 残 念 な が ら 資 料 に 接合す る も の

は な い 。 な お、 体 部 だ け と は い っ て も 、 足がつ く

も の も あ り 、 つ か な い も の と の 2 パ タ ー ン に 分 け

ら れる 。

次 に 各土偶 を 見て い き た い (各属性 は第 2 表) 。

1 - 8 が頭部、 9 - 2 0 が足、 2 1 - 2 3 が手、 24

- 32 が体部で あ る 。 な お、 接合す る も の に つ い て

の提示 は、 写真 の みで あ る 。

1 頭 部 で あ る 。 薄 い 半月 形 の も の で 、 表面が

平 ら で あ る 。 裏 面 は 若干膨 ら ん で い る 。 頭頂部 は

面取 り し て あ る 。 目 ・ 口 等の表現 は な い 。

2 頭部の左半分の も ので あ る 。 表面は平 ら で、

細 線 に よ る 目 、 凹 点 に よ る 口 が表現 さ れて い る 。

ま た、 右側下端 に 細線が見 ら れる 。 裏面は球形で、

周 縁 に 6 - 7 条 の 細 線 が平 行 し て 施 き れ、 下部 に

は 平行 に 2 本 の 線 が巡 る 。 中 央 に は 幾何学紋様の

細 線 が ほ ど こ さ れて い る 。 下 面 中 央 か ら 施 さ れた

と 考 え ら れ る 穿孔 の 残存 が 見 ら れ、 芯 の 痕跡 か と

も 考 え ら れる 。

3 頭部であ る 。 表面は、 ややへっ こ むが平 ら で、

上 部 が 剥 落 著 し い 。 細 線 に よ る 目 及 び凹 点 に よ る

口 が表現 さ れ る 。 目 は つ り 上 が る 。 な お 、 口 の 左

上 に 凹 点 状 の も の が あ る が、 剥 落 の た め よ く 分 か

ら な い。 裏面 は 中央がやや膨 ら み、 球形状で あ る 。

ま た 、 十字 に 細 線 が施 さ れて い る 。 下 面 中 央部 に

細い穿孔が見 ら れる が、 �J落のた め よ く 分か ら な い。

4 頭部で あ る 。 円形でやや平べっ た い正面に は、

ややつ り 上 が っ た 目 が細 線 で 施 さ れて お り 、 口 が

工具に よ っ て、 深 さ 6 mm程度刺突 き れて い る 。 なお、

裏面 ま で は 貫通 し て い な い 。 上半部 円 周 に は l 条

の 細 線 が施 さ れ る 。 裏 面 は 中 央部 が膨 ら み球形状

と な る 。 ま た 、 下 面 中 央部 に 長 き 2 . 8αnの穿孔があ

第5 節 包含層 出 土の縄文時代遺物

り 、 製作 (接合) 時の芯の痕跡で あ る 可能性があ る 。

5 頭部で あ る 。 ほ ほ に相 当 す る 部分が内湾 し 、

頭頂部 がやや 出 っ 張 る 半月 形 を 呈 す る 。 表面 は 聞

き 気 味 の 両 目 が穿 孔 で 表 現 さ れ、 裏 面 ま で貫 通 し

て い る 。 ま た 、 凹 点 に よ る 口 が、 上 部 に 2 本 の 細

線で、 ま ゆ と 考 え ら れ る も の が表現 さ れて い る 。

裏面上部 の 周 に は 、 4 本程 度 の 細 線 で 、 髪 の 毛 を

表現 し た と も 考 え ら れる も の があ る 。

6 頭部 で あ る 。 円 形で 平 べ っ た い 正 面 に は 、

工具 に よ る 口 及 び細 線 に よ る ややつ り 上 が っ た 左

目 が細 線 で 施 き れて い る 。 右 は 不 明 瞭で あ る 。 裏

面 は 中 央 部 が膨 ら み球形状 と な る 。 下 面 中 央 部 に

は 垂 直 に 長 さ 7 mmの 穿 孔 が あ り 、 芯 の 痕跡 と 考 え

ら れる 。

7 頭部で あ る 。 表 面 は や や く ぼん で お り 、 平

ら で あ る 。 裏 面 は 球 形 で あ る 。 目 ・ 口 等 の 表 現 は

な い。

8 円 形 の 頭部 か ら やや 内 湾 し 、 ま っ す ぐ の び

る 首 (体部) を も っ半月 形 の 頭部 で あ る 。 表 裏 面

と も ほ ぼ平 ら で 、 頭頂部 か ら 下へ 向 か う に つ れ、

厚 み を 増 す。 表 面 に は は っ き り と し た 目 が描 か れ

て い る 。 頭頂部 及 び裏 面 に は 、 細 線 に よ る 文様 が

描 か れ、 頭頂部 の 上半 は 頭形 に 沿 っ て 平行 に 、 裏

面両側辺 に も 形状 に 従 っ て 、 タ テ 方 向 の 細 線 が 見

ら れる 。 表裏及び左側辺 に 赤色顔料が残存す る 。

9 足で、 足首 よ り 下位の も のであ る 。 左右の別 ・

表裏 は よ く 分 か ら な い 。 楕 円 形 を 呈す る も の で 足

裏は ほ ぼ平 ら で あ る 。

1 0  足 で あ る 。 左 足 の 可能性が高 い 。 分厚 い 円

形 の も の で 、 足 裏 は 丸 み を も ち 平 ら で あ る 。 内 側

を 除 き 、 丁 寧 な へ ラ ミ ガ キ が施 き れ赤色顔料 の 残

存が見 ら れる 。

1 1  足で、 左足 の 可 能 性 が あ る 。 やや横長 の 円

形 状 の も の で ま っ ず ぐ に 延 び る が、 足 首 あ た り で

やや膨 ら み足首 を 表現 し て い る よ う だ 。 表 面 は 赤

色顔料 の 残 存 が見 ら れ る 。 裏 面 は 剥 落 し て い る 。

足裏は 円形で、 中央部がやや高 く な っ て い る 。 ま た、

細線が 3 - 5 本程度見 ら れる 。

1 2 大 形 の 足で 、 右 足 の 可能性が高 い 。 内 側 は

剥落著 し い が、 正面 は へ ラ ミ ガ キ で 丁 寧 で 他 は ナ
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デで あ る 。 足 の 裏 は 、 か か と か ら つ ま 先 の 方 向 へ

急激 に 下 が っ て い る が、 凹 凸 は な い 。 裏面 に は 、

一つ の 隆起 が あ り 、 赤色顔料が残 存す る 。 足首 は

一部欠損 し て い る が、 そ の 先 に つ ま 先が表現 き れ

て い た 可能性 が あ る 。 やや横 に 長 い 形 状 で あ る 。

1 3  足 で 、 右 足 と 考 え ら れ る 。 正面 は膨 ら み、

外 側 辺 は 下部 で膨 ら む 。 足裏 は 円 形状 で 中 央 がや

や く ぽ む 。 裏面 は 、 逆 r L J 字 状 の 小 規 模 な 突 帝

を 張 り 付 け て い る 。 何 を 意 味 す る の か は 不 明 で あ

る が、 他 の 土 偶 に 見 ら れ る 背 中 を 意識 し て い る フ

ラ ス コ 状の突帯 に も 似て い る 。

1 4 左足で あ る 。 丸み を も ち な が ら も 四角形で

構成 さ れ る 。 表面 は や や盛 り 上 が り 、 逆 に 裏面 は

く ぽ む 。 つ ま 先 が 明 瞭 に 表現 さ れて い る 。 足 の 裏

は ほ ぼ平 ら で あ る 。

1 5 横 に 長 い棒状の足で、 右足 と 考 え ら れ る 。

外 反す る 。 足 裏 は 楕 円 形 で 平 ら で あ る 。 外面 は 丁

寧 に ナ デ て い る が、 内 側下部 は 、 やや組 い ナ デで

あ る 。 こ の 形 態 か ら 復 元 で き る 足 の 形 は 、 足 を 外

に 向 け て 広 げ、 安定感の あ る も ので あ ろ る 。

1 6 足で あ る 。 左右不 明 。 円 形状 を 呈す る 。 下

部 は 欠損 し て い る 。 正面がやや膨 ら む 。 逆 に 裏面

は若干 く ぽむ。

1 7  足で あ る 。 左右 は 不 明。 厚み の あ る やや横

に 長 い 楕 円 形 で 、 足 裏 は やや 凹 凸 が あ る 。 正面 は

へラ ミ ガキ裏面はナデで あ る 。

1 8  足 で あ る 。 右足 の可能性が高 い 。 丸み の あ

る 4 つ の 面で 構 成 さ れて い る と 考 え る と 、 内 側 及

び裏面が粗い調整で、 い わ ゆ る 見せ る (見 ら れる )

部 分 の 表面 と 外側 は 丁 寧 に ナ デて 折 り 、 対 照 的 で

あ る 。 足の裏の形状 は 、 円形で平 ら で あ る 。

1 9 2 8 と の 同一個体で、 左足の部分で あ る 。 や

や大 き な棒状の素材を体部に張 り 付けた も のであ る 。

粘 土 の 継 ぎ 目 の 観 察 か ら 、 そ の 素材 も 1 � 2 回 の

全周 張 り 付 け に よ っ て い る も の と 考 え ら れ る 。 内

外 面 がやや 内 湾 し 、 足 の 裏面がやや上 げ底 と な っ

て い る 。 ま た 、 腰部 も 大 き く 、 内 湾 し 、 す ぐ 足 に

つ な が る の で 腰部 を 明確 に は 作 り 出 し て い な い よ

う だ。 足 の 裏 ・ 内 側 は 摩耗 し て い る 。

2 0  左足で あ る 。 長 く 、 四 角 形 を 呈 す る 。 下半

第5節 包含層 出 土 の 縄文時代遺物

に は 不 明 瞭 な が ら 不 確定 な 線 (段) を も っ 。 上部

は 大 き く 張 り 出 す腰部へ と つ な が る 。 足 の 裏 は 円

形状 を 呈 し 、 やや 凹 凸 が あ る 。 腰 部 の 裏側 に は 1

つ の 摘 が見 ら れ る が、 何 を 意 味す る の か は 、 不 明

で あ る 。 断面観察 に よ り 、 棒状 の 小 さ な 粘 土 に 一

回 り 大 き く 肉 付 け し て 作製 し て い る 。

2 1  手で あ る 。 右手 の 可能 性 が あ る が、 よ く 分

か ら な い 。 短 く 小型 で あ る 。 正面 は 膨 ら む 。 裏 面

は剥落 し 凹 凸 があ り 、 若干 く ぼんで い る 。

2 2  手で、 左手 と 考 え ら れ る 。 正面 は 中 央部 が

一番高 く 、 裏面 は ほ ぼ平 ら で あ る 。 全体形 は長 く 、

あ ま り 広が ら ず に 内湾 し な が ら 降 り る 。

2 3  手で、 左手 と 考 え ら れ る 。 厚 み の あ る 大形

の も の で、 表面は若干膨 ら む。 裏面は平 ら で あ る 。

2 4  体部で あ る 。 肩 か ら 腰 ま で残存す る が、 左

半 だ け の も の で あ る 。 左手 は 折 り と ら れて い る 。

胸部 は細 め の 円 錐状 で 下 が り 気 味 で あ る 。 の ち に

付 け 足 し た よ う に も 見 え る が、 作 り 出 し の 可能性

が あ る 。 ま た 、 割 れ 口 の 観 察 か ら 、 芯 と な る 小型

の 板 状 の 素材 に 肉 付 け を し て い る 。 そ の 割 れが 直

線的な こ と か ら 、 小型の板状素材 (棒状 と も い え る )

を縦に並べて張 り 付けた よ う な作 り 方が推測 さ れる 。

ま た 、 下端 の 欠損部 は 足 を こ こ で 張 り 付 け て い た

こ と に よ る も の と 推測 さ れる 。 脇を大 き く 内湾さ せ、

腰 を 強 く 作 り 出 す 。 正面 中 央 に 凹 点 が あ る 。 何 を

意 味す る の か は 不 明 で あ る が、 こ の あ た り がやや

膨 ら む 。 裏 面 の 外側 辺 は 、 よ り 深 く 削 る こ と に よ

っ て 、 背 中 の く ぼ み を 表現 し た の で は な L 、 か と 推

測 さ れ る 。 非常 に 写実 的 で 、 三万 田 式土器 の 隆盛

し た 時期の特徴を も っ て い る 。

2 5  体部で、 腹部か ら 左足の部分で あ る 。 1 8 と

接合す る 。 腹 部 は や や盛 り 上 が る 円 形 状 の 形 態 を

も ち、 右側は 円形状 に 沿 っ た 凹線状のへ こ みがあ る 。

腰部 は 上 部 の 脇 を 内 湾 さ せ る こ と に よ り 、 強 く 作

り 出 し て い る 。 足 は 棒 状 で 足 裏 は 平 ら で あ る 。 裏

面 は フ ラ ス コ 状 の 内 側 を へ こ ま せて い る 。 製作方

法 は 、 脚部 と 胴部 を く っ つ け て 背 中 の フ ラ ス コ 状

の 内 側 を 別 に 張 り 付 け て い る も の と 考 え ら れ る 。

全 体 的 に 腹部 が左側 に よ っ て お り 、 腹部 の 右 周 辺

のへこ みは、 左側の膨 ら みを 強調する も ので は な く 、

- 1 36 ー



\ 

\ 
\ 

，弓ι7\
{;( 、 l

/ .>-晶、 -ー--' . 、一一 、. r""" ' 1  1 1  ........ ， 

i \\ 自

l 

第5節 包含層 出 土の縄文時代遺物

第232国 土製品 (土偶) 実測図 〈その3) (1/2) 

-137 -



腹部 中 央 に へ こ み が あ る も の と も 考 え ら れ る 。 そ

う す れば右側 の 膨 ら み も 理解 で き ょ う 。 た だ し 、

腹 部 が左右二つ に 分 か れ る こ と に な り 、 やや疑問

が残 る 。

2 6 体部 で あ る 。 棒状の素材 を 一 回 り 大 き く す

る よ う に 、 粘土 を 張 り 付 け体部 を 作 り 出 し て い る 。

胸部 は 左 上 か ら 右下へ帯状 に 下 が る も の を 張 り 付

け て い る 。 腹部 に 脇 よ り やや 下 が り 気 味 の 平行 な

細線 3 本 と 胸 部 内 ( 左 ) か ら こ の 細 線 ま で 、 胸部

に 沿 っ て 2 本 の 細 線 が 描 か れて い る 。 ま た 、 垂 直

な 割 れか ら 、 二つ の 板 (棒) 状素材 を 並べて 張 り

合 わ せ た よ う に 体部 を つ く っ て い る も の と 推測 さ

れ る 。 上部 中 央 に 棒状 の 回 線 状 の も の が あ り 、 頭

部 と を 繋 ぐ 役 目 の 痕 跡 か も し れな い 。 全体 的 に 赤

色顔料が残存す る 。

2 7  体部 の 右 側 で、 脇 か ら 足 ま で あ る 。 厚 み を

も ち 、 大形の も ので あ る 。 板状の素材 に 1 - 2 回、

張 り 付 け を し て 、 整 形 し て い る よ う だ 。 膨 ら み を

意 図 し た 腹部 は の ち の 張 り 付 け で 、 脇 は 大 き く 内

湾 き せて 、 張 り 出 し た 腰 を 表現 し て い る 。 そ の ま

ま 内 側 に やや ま っ す ぐ に 延 び る 足 と な る が、 張 り

付 け か ど う か不 明 で あ る 。 足 の 上部 に は っ き り と

し た 2 本 の 線 を 施す 。 ほ ぽ一 周 す る が、 左か ら 下

へ傾斜 し て い る 。 右 胸 部 は 剥 落 で あ ろ う 。 裏面 は

や や 引 っ 込 め て 、 背 中 を 作 り 出 す 。 な お 、 足 内 側

は 内 湾 さ せて 、 か か と で 戻 る 。 足 裏 は 若干 く ぽ む

よ う だ 。 腹部 あ た り は 赤色顔料が残存 し て い る よ

う に 見 え る 。 丁寧な作 り で あ る 。

2 8  体部で、 胸 部 及 び脇 ・ 背 中 の 部 分で あ る 。

1 9 の 足 と 接合す る 。 左胸部 は 、 右上か ら 左下 に 帯

状 に 下 が る も の で 、 の ち の 張 り 付 け で あ る 。 脇 は

大 き く 内 湾 さ せ、 大 き く 張 り 出 す腰部へ と つ な が

る も の で あ ろ う 。 裏 面 は 、 外 側 辺 を よ り 深 く 削 っ

て お り 、 背 中 の く ぼ み を 表現 し て い る 。 断面観察

か ら 、 1 つ の 素 材 の 周 辺 に 肉 付 け し て 体部 を つ く

っ て い る よ う だ。

2 9  体部で左側肩か ら 腰 の部分 で あ る 。 32 と 接

合す る 。 背 中 がやや く ぼんで い る 。

3 0  体部 ・ 足 で 構成 さ れ る 。 頭部 ・ 手がな い 。

当 遺 跡 出 土最大の土偶で あ る 。 板状の粘土 に 両手 ・

第5節 包含層 出 土 の 縄文時代遺物

両足 ・ 胸部 ・ 腹部 を つ け た も の で あ る 。 明 瞭で は

な い が、 1 つ の 板状 素 材 で あ る 可能性が高 い 。 足

は体部 と 同 じ く ら い の幅の素材 を 張 り 合わせた後、

工具 を 用 い て 、 中 央部 を 四 角 に 切 り 取 っ て 作 っ て

い る 。 背 中 に は 、 I こ j の 字 状 に 三 角 形 の 突 帯 を

張 り 付 け 、 中 央部 を へ こ ま せて い る よ う に し て 背

中 を 表現 し て い る も の と 考 え ら れ る 。 ま た 、 胸部

直 下 の 側 辺 は 、 内 側 に 湾 曲 さ せ て 、 併 せ て 足 の 部

分 も 湾 曲 さ せ る こ と に よ り 、 腰 を 強 く 意識 し て い

る よ う で あ る 。 な お 、 正面 ・ 上面左端 に は 、 若干

の 赤色顔料が残存 し て い る 。 ま た 、 全 体 的 に は 作

り が組い。

3 1  体部 と 考 え ら れ る 。 腹 部 か ら 足 に か け て の

も の と 推測 さ れ る 。 脇 は す る ど く 内 湾 し 、 腰 を 強

調 し て い る か の よ う で あ る 。 そ の 上部 は 脇 に 相 当

す る も の と 考 え ら れ、 やや膨 ら んで い る が、 そ の

上部 は 急 に 傾斜す る 。 こ の よ う に 考 え る と 、 か な

り 短足 に な り そ う で あ る 。

32 体部で、 腹部か ら 足 ま で の も の で 、 2 9 と 接

合す る 。 板 状 の 体 部 に 腹部 ・ 両足 を 張 り 付 け た も

の と 考え ら れる 。 た だ し、 体部の素材は明瞭でな く 、

1 - 2 回周辺に張 り 付け を 行 っ て い る も ので あ ろ う 。

腹部 は 大 き く 円 錐状 に 張 り 出 し 、 頂部 は 工 具 に よ

り 凹点 し 、 『へ ソ J を 作 り 出 し て い る 。 足 は短 く 、

棒状 の も の を 張 り 付 け て い る 。 く る ぶ し あ た り で

一 つ の 段 を も つ が、 こ れ も 別 の 張 り 付 け の よ う に

捉 え ら れ る 。 右 足 の 裏面 は ほ ぼ平 ら で あ る 。 左足

は 欠損 し て い る が、 接 合 部 か ら 同 様 で あ ろ う 。 胴

部 と 足 の 境 に は 、 一 つ の 段 が作 り 出 さ れて い る よ

う に 捉 え ら れ る 。 す な わ ち ス カ ー ト を は い て い る

と 考 え る こ も 可能 で あ る 。 腰部 の く びれは な く 、

ほ ぽ真 っ 直 ぐ に の び る 。 裏 面 の 中 央部 は フ ラ ス コ

状 に 大 き く へ こ ま せ、 背 中 を 作 っ て い る 。 写 実 的

で丁寧なっ く り で あ る 。
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図 版 1 78土偶頭部表面 (上) ・ 裏面 (下)

図版1 79 土偶体部表面
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第 5 節 包含l百 出 土の純文H寺代治物

図 版 1 80 土偶体部裏面

図版 1 8 1 土偶体部出土状況 1

図版1 82 土偶腕及び足

図 版 1 83 土偶頭部出土状況 ( 左 1 ・ 右2) 図 版 1 84 土偶体部出土状況 2
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第 2 表 山海道遺跡土製晶 (土偶) 一覧表 図版掲載踊

番号 地区 グ リ ッ ド 層位 部位 色調

2 N l O N 頭部 樺色

2 2 N l O W 頭部 檀色

3 4 不明 不明 頭部 褐灰色

4 2 M l O W 頭部 にぶい黄樺色

5 2 N 8  町 頭部 黄灰色

6 2 M 1 0  N 頭部 にぶい黄樫色

7 2 N 1 0  N 頭部 褐灰色

8 2 N 9  不明 頭部 にぶい黄櫨色

9 2 N 9  W 足 にぶい黄樺色

1 0  5 不明 不明 足 にぶい褐色

1 1 2 N l O W 足 にぶい黄樫色

1 2  4 N 4  W 右足 黒褐色

1 3  2 N 1 0  W 右足 にぶい黄櫨色

1 4 4 N 5 N 左足 にぶい黄櫨色

1 5 2 M 1 2  W 右足 にぶい黄檀色

1 6 2 N l O W 足 にぶい黄樫色

1 7  2 N 9  不明 足 にぶい黄樺色

1 8  4 N 2  W 足 灰黄褐色

1 9  不明 不明 W 左足 黒褐色

20 4 L 5 N 左足 にぶい黄櫨色

2 1  3 P 4 町 手 種色

22 2 N 1 0  不 明 左足 黄灰色

23 2 N 1 0  N 左足 黒褐色

24 2 N l O 町 体部 黒褐色

25 4 N 2  N 体部 にぶい黄樺色

26 2 1 号住 覆土 体部 灰黄褐色

27 2 N l O N 体部 にぶい黄樫色

28 不明 不明 N 体部 黒褐色

29 4 N 4  W 体部 灰黄褐色

30 2 M 9  N 体部 黄灰色

3 1 2 N l O W 体部 灰黄褐色

32 4 N 4  町 体部 黒色

土偶番号 1 1 と 2 7、 1 2 と 1 5、 1 4 と 26 は 同一個体。
色調 は 、 大部分を 占 め る と こ ろ で表示。

(7 . 5 Y R 7/6) 

(7 .5 Y R6/6) 

O O Y R4/ 1 l  

O O Y R6/4) 

(2 .5 Y4/ 1 l  

O O Y R 6/4) 

O O Y  R4/ 1 l  

O O Y  R 7/4) 

O O Y  R 7/4) 

(7.5 Y R4/5) 

O O Y R6/4) 

(7.5Y R3/1 l  

O O Y R 5/3) 

O O Y R 7/3) 

O O Y R6/3) 

O O Y  R 7/4) 

O O Y R 5/3) 

O O Y  R 5/2) 

O O Y  R3/1 l 

O O Y R 7/3) 

(7 .5 Y R 7/6) 

(2 .5 Y 4/1 l  

O O Y  R3/ 1 l  

(2 .5 Y3/ 1 l  

O O Y  R6/3) 

O O Y R4/2) 

O O Y  R4/1 l 

O O Y  R3/ 1 l  

O O Y  R4/2) 

(2 . 5 Y4/ 1 l  

O O Y  R2/4) 

(5 Y2/1 l 

- 1 4 1 ー

残存長 最大幅 最大厚 調整 ・ 備考

3 4.4 1 .4 ナデ

4. 2  (3 . 1 ) 2 . 9  ナ デ

4.7  5 . 2  (2 . 5) ミ ガキ

4.4 4 . 3  3 ナデ

7 .3  5 . 3  2 . 2  ナ デ

4. 5 4 . 9  2 . 7  ナ デ

5 . 1  4 .8  3 . 1 へラ ミ ガキ ・ 赤色顔料

6 5 . 5 2 . 7  ナデ・へラ ミ ガキ・赤色顔料

1 . 7 (2) 2 . 5 ナデ

3.4  2 . 7  2 . 3  へラ ミ ガキ ・ 赤色顔料

4.4 2 . 8  2 . 1 ナデ

4. 9  (4. 5) (3 . 1 )  ナデ ・ へラ ミ ガキ

3 . 8  (2 . 1 )  2 ナデ

4 1 . 8 2 . 7  ナデ

5 .4 2 .4 2 . 2  ナ デ

4. 2  (2 . 5) (2 .4) ナデ

4. 5  2 . 1 2 . 7  ナデ ・ へラ ミ ガキ

3 . 3  (2 . 8) (2 . 2) ナデ

5 . 3  (3 . 3) (3 . 6) ナデ ・ へラ ミ ガキ

6 .6 (3) (2 . 7) ナデ

1 .8 (2 . 8) 1 .4 ナデ

5 .6 (2 . 6) (2 . 6) ナデ

3 .4 3 . 6 2 . 3  ヘラ ミ ガキ

7. 5 (4 . 1 ) 3 . 6 へラ ミ ガキ

6 .4 (5 . 8) (2 . 9) ナデ

5 .6 3 . 7  4 . 3  ナデ ・ 赤色顔料

1 1 . 1  4 . 5 4 . 3  ヘラ ミ ガキ ・ 赤色顔料

4 (3 . 1 ) (3 .4) ナデ ・ へラ ミ ガキ

4.6  (2 . 2) (3) ナデ ・ へラ ミ ガキ

1 4 6 . 5  4 . 2  ナデ、 背 中 に 突帯

6 . 3  (4 . 7) (2 . 7) へラ ミ ガキ

9 . 3  (6 . 3) 3 . 9  へラ ミ ガキ

( ) は 残存値。 単 位 は Y 。



4 装飾品 (玉) 類
掲載遺物 の属性は、 第 3 表の と お り で あ る 。

1 � 4 は、 小玉で あ る 。 4 を除 け ば未製品で あ る 。

4 は 非 常 に 薄 く 、 小型 で あ る 。 ま た 、 3 は 上部 を

欠損 し て い る が、 中 央 に 2 皿の穿孔途 中 で 、 2 mm

の 深 き で 止 ま っ て い る 。 欠 損 は 、 穿孔 に 起 因 す る

可能性が高い。 5 � 1 3は勾玉であ る 。 完成品はな く 、

全 て 加 工 途 中 の も の で あ る 。 長 さ か ら 、 5 � 8 ・

1 1 の 小 型 の も の と 、 9 ・ 1 0 ・ 1 2 ・ 1 3 の 大 形 の も

の と に 分 け ら れ る 。 ま た 、 形状 を 整 え て い る だ け

の も の ( 5 ・ 6 ・ 9 ・ 1 0 ) と 穿孔途 中 の も の と に

分 け ら れる ( 7 ・ 8 ・ 1 1 ・ 1 2 ) 。 さ ら に 穿孔途 中

の も の は、 両端か ら 実施 さ れて い る も の と 、 - B

O 
� 1 

- 0 -
⑦

∞
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第 5 節 包含層 出 土の縄文時代造物

の も の と に 分 かれ、 小 型 の も の ( 7 ・ 8 ・ 1 1 ) は

両端か ら 行われて い る 。

う ち 、 1 1 は 、 ほ ぽ貫通状態 と 見 ら れ る が、 下端

か ら の 穿孔が上端 の 穿孔 よ り も 長 く 、 し か も 左へ

ズ レ た た め、 上部 を 突 き 破 っ て い る 。 1 3 は 、 やや

特殊で、 素材 と 捉 え ら れ る 。 棒状 に 整 え た も の を

4 分 の l 程度 に 分割 し て い る も の と 考 え ら れ、 こ

れか ら 形状が整 え ら れ る 段 階 に 当 た る も ので あ る 。

1 4� 1 5 は勾玉の未成品で あ る 。 1 5 は下部が欠損 し

て い る が、 両者 と も 穿孔 は な い。 1 6 は素材で あ り 、

石材が異な る 。 5 区で は 、 唯一の も の で あ る 。

-@- m [] []}  {f] � (O)  C!D 4 
o 5 o 6 

側 o � m � . W 目 的 。� 7 @ 8 ⑥: � 
@ 

日 明問 問 。
@ 1 1  o 1 2  。 1 3  

-G � �  -(Î-
σ 0 15 1 4  0 16 2 

1 
3cm o 

第233図 5区出土の装飾品 (1/1)
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• 

図版 1 85 5区出土の装飾品

• 

図版 1 86 勾玉 ・ 小玉 ・ 管玉 ・ 素材

- 1 43 -
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図 版 1 87 勾玉出土状況

図版1 89 装飾品素材一括

- 1 44 -

第 5 節 包合間 出 土のt�li文時代逃物

図 版 1 88 擦切技法



x回目 1 6 0 1 0-

と斗且♀担

X=- 1 5 0 S 0  

X=- 1 6 0 S 5  

第5節 包含層 出 土 の 縄文時代造物
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第234図 5区出土の装飾品分布図

種 類 番 号 最大長 最大幅 最大厚
(叩) (叩) (佃)
0 .8 0 . 6  

小 玉 2 1 . 1 一 0 . 3  

3 0 . 7  一 0 .4 

4 0 . 6  0 . 2  

5 0 . 7  0 .4  0 .4  

6 0 . 9  0 . 5  0 . 4  

7 0 .8 0 . 5  0 . 6  

管 玉 8 0 .8 0 . 5  0 . 5  

9 2 .4 0 .8 0 .8 

1 0  2 . 1  0 . 9  0 . 9  

1 1  1 . 1 0 . 6  0 . 6  

1 2 2 . 2  0 . 9  0 . 7  

1 3  2 . 0  1 . 1  1 . 0 

勾 玉 1 4  1 . 6 1 . 2  0 . 5  

1 5  1 . 2 0 . 9  0 . 4  

そ の他 16 2 . 3  0 . 9  0 . 6 

第 3 表 装飾品属性表
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第V章

万楽寺 出 口 遺跡において は、 縄文時代早期の遺物

包含層 は、 こ こ で は、 確認で き て い な いが、 隣接す

る 山海道遺跡な どでは羽層が遺物包含層である こ と 抗

判 明 し て お り 、 標高が高 く 位置す る 場所か ら の流れ

込みの可能性カ滴い。 極近 く に存在する可能性 も高 く 、

今後の調査で確認す る 必要があ る 。

調査の結果、 検 出 遺構等で は、 聾棺墓 ・ 配石遺構

な ど が特徴的 と い え る が、 分析等 も 含め詳細 につい

て は今後 よ り 明 ら か に な る も の と 思われる 。

山海道遺跡で は、 縄文時代の埋聾の多 き と 出土遺

物 と し て の土偶 の 多 き が特徴的で あ っ た 。 特 に こ れ

ら は 2 ・ 3 ・ 4 区 と い う 調査区を 中心に見つかった。

ち な み に 当 区の 旧地形 は、 3 ・ 4 区 中央付近 を一番

高 く して、 東西南北方向 に傾斜す る こ と が分かっ た。

玉類について は、 総数約200点 出 土 し た 。 こ の う

ち 、 5 区 よ り 9 割以上の 1 85点 が 出 土 し て い る 。 こ

こ で は、 全て の 出 土位置がお え ら れて い る こ れ ら の

玉類について、 考察 し て お き た い。

出土層位は、 E か ら VI層 ま での各層か ら で あ る 。

た だ し、 N層以外の層 か ら の 出 土点数は、 若干で、

W層 が本来 の 出 土層位で あ る と 捉 え ら れる 。 出土分

布 は 、 概観す る か ぎ り 、 W層 が残存 し な い地域で、

周溝を持つ遺構周辺を除 き 、 全体的に分布 して い る 。

す な わ ち 、 遺構 に よ り 消失 し て い る と い う よ り 、 遺

構の存在す る 他地域で、 玉の生産が行われて い た と

考 え て お き た い。

玉類 と して い る も の は、 製品 ・ 未製品 ・ 素材 ・ 砕

片 ・ 原石 と い う 5 つに大別で き ょ う 。 製品には、 勾玉 ・

管玉 ・ 小玉 ? があ る 。 大半 は製品製作時あ る い は、

素材加工時の屑 で あ る 。

石材は、 緑色の軟質の も のが大半で あ る が、 1 点

だ け 、 ヒ ス イ で は な い か と 思われる も の があ る 。 出

土層位が、 縄文時代後晩期 の遺物包含層 で あ る こ と

か ら も 、 当 期 に 所属す る も ので あ る 。

なお、 作業工程 と して 穿孔のみ を 残す も のがあ り 、

未成品 と し て は、 1 9点 あ り 、 全体の 1 割 を 占 めて い

る 。 当 地での制作実施の証拠 と な る で あ ろ う 。

総 括

調査の き っ か け と な っ た農村活性化住環境整備事

業は、 住環境等の整備を 主 に 行 う も ので あ っ た が、

一方で は、 広範囲 に わた る 埋蔵文化財の発掘調査 を

伴 う こ と と な っ た 。 文化財保護部局 と し て は 、 万楽

寺 出 口 遺跡 ・ 山 海道遺跡の調査 に つ い て 、 調査面積

を い か に 減 ら す こ と がで き る の か。 長年守 り 伝 え ら

れて き た地域の文化財 を ど う 守 っ て い く か と い う こ

と を考 え 、 事業課 と は幾たびの協議を も っ た。

そ の過程で、 県の農政部では文化財保護部局 と の

調整 を 図 っ て い た だ き 、 結果的 に 、 大半の地域が半

永久的 に 保存 さ れる こ と が決 ま っ た 。 ま た、 万楽寺

出 口 遺跡で は、 調査中 に 発見 さ れた 遺構 も そ の ま ま

の状態で保存で き た こ と は特筆すべ き こ と で あ る 。

最小限での発掘調査 に な っ た と は い え、 調査期聞

は 2 年近 く かか っ た 。 こ の 間地元の方 を 中 心 に 、 さ

ま ざ ま な方 々 が調査作業員 と し て 暑 い 中 、 寒 い 中 、

調査 に従事いただいた。

山海道遺跡で は、 文化課の主催 に よ り 、 中学生が

発掘調査の体験を行っ た。

土器や石器を見つけた生徒達 は さ ら に も う 一点 と 、

ま た ま だ見つ け て い な い生徒 は 時 聞 が来て も 移植 ゴ

テ を 離 さ な い と い う 光景 を 見て 、 も っ と も っ と 多 く

の子 ど も た ち に体験を さ せて あ げた い と 感 じ た。

こ の よ う な企画 について も 、 県農政部 ・ 調査作業

員の方々 が一生懸命支 え て く だ さ っ た 。 改 め て 御礼

を 申 し上げた い。
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第VI章 熊本市万楽寺出口遺跡出土の弥生時代人骨

松下孝幸
[キ ー ワ ー ド 熊本県、 弥生人骨、 聾棺、 男性、 北部九州 タ イ プ

は じ めに 齢の推定は可能で あ っ た し 、 脳頭蓋 と 四肢骨 に は き

熊本市万楽寺町 に所在す る 万楽寺 出 口 遺跡の発掘 わ め て 明 瞭 な特徴が認め ら れ、 今後の熊本県 内 で の

調査が農村活'性化住環境整備事業 に 伴 っ て 、 1 994か 弥生人研究 に と っ て 貴重 な 情報 を 提供 し て く れる 人

ら 95年 に か け て お こ な われ、 1 基の聾棺 ( 1 0号聾棺) 骨で あ る 。 人骨の特徴や検討結果な ど を 報告 し て お

か ら l 体の人骨が検 出 さ れた 。 こ の発掘調査で は聾 き た い。

棺 は 1 1 基 出 土 し た が、 人骨が残 っ て い た の は 1 基の

みであ っ た。

熊本県で も 福 岡県や佐賀県 と 同 じ よ う に 弥生時代

に は聾棺が製作 さ れて い る ので、 聾棺 も 出土す る が、

聾棺の在 り 方 が福 岡 県や佐賀県 と は違い、 聾棺が多

数集中 し て お ら ず、 少数の聾棺が発見 さ れる 程度で

あ っ た 。 そ の た め に 、 人骨があ る 数 ま と ま っ て 出 土

す る こ と がな か っ た の で、 熊本地域で の弥生人の特

徴が明確に な っ て い な い の が現状で あ る 。 筆者が報

告 し た例 も 、 熊本市葉 山遺跡(松下、 1 99 1 ) と 熊本市

庵の前遺跡(松下、 1 997) の 2 遺跡 しかない。

本遺跡の場合 も 人骨 は 1 体 し か得 ら れず、 保存状

態 も 必ず し も 良好な も のでら は な か っ た が、 性別や年

資 料
今回 万楽寺 出 口 遺跡 か ら 出 土 し た 人骨 は l 体 ( 1 0

号聾棺) のみで、 埋葬遺構は護棺で あ る 。 人骨は考古

学的所見か ら 、 弥生時代 中 期 中 葉 (須玖式) に 属 す る

人骨で あ る 。 ま た 、 本人骨 は 後述 し て い る よ う に 老

年の男性骨で あ る 。 老年な ど の年齢 区 分 は 表 1 に 示

して い る ので、 参照 さ れた い。

残存 して いた部分は 図 2 に示 し て い る と お り 、 頭

蓋 と 下肢骨の みで あ る 。

計測方法 は、 Martin - Saller( 1 957) に よ っ た が、

腔骨の横径は オ リ ピエの方法で計測 し た 。

表 1 年齢区分 σable 1 . Division of age) 

年齢区分 年 齢

未成人 乳 児 1 歳未満

幼 児 l 歳- 5歳 (第一大 臼歯萌 出 直前 ま で)

成 人 6歳- 1 5歳 (第一大臼歯萌 出 か ら 第二大臼歯歯根完成 ま で)

壮 年 1 6歳-20歳 (蝶後頭軟骨結合癒合 ま で)

熟 年 2 1 歳-39歳 (40歳未満)

成 人 老 年 40歳-59歳 (60歳未満)

60歳以上

所 見
人骨の残存部 は 図 2 に 示す と お り で、 各骨の計測

値は文末に一括 し て 掲 げた。

* Takayuki MATSUSHITA 

The Doigahama Site Anthropological Museum (土井ケ浜遺跡 ・ 人類学 ミ ュ ージアム〕
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第 1 図 遺跡の位置 ( 1 /25，000)

(Fig. 1 .Location of the Manrakujideguchi site， Kumamoto City，Kumamoto Prefecture) 
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左 1/3 を 欠損 し て い る 。 外後頭隆起の発達

は良好で、 乳様突起 も 大 き い。 右側の外耳道

の観察がで き た が、 骨腫は存在 し な い。 三主

縫合 は、 内 外両板 と も ほ と ん ど 閉鎖癒合 し て

い る 。

脳頭蓋の計測 は、 頭蓋最大長がで き た だ け

で、 そ の値 は 1 87mmで あ る 。 最大幅 は計測

で き な いが、 観察 し た と こ ろ で は、 頭蓋の 幅

はやや広 そ う で、 頭型 は短頭 に 傾 い た 中頭型

と 思われる 。

(2) 顔面頭蓋

顔面頭蓋 は ほ と ん ど 残 っ て い な い。 眉 上 弓

は著 し く 突 出 し て お り 、 前頭鱗 は後方へ傾斜

して い る 。 顔面の計測 はで き な い が、 右側 の

頬骨が残ってお り 、 こ の部分か ら 推測すれば、

眼簡の高径 は 高 そ う で あ る 。 そ の他の特徴は

ま っ た く わか ら な い。

2 . 四股骨
大腿骨 と 腔骨が残存 し て い た。

①大腿骨

左右の骨体が残 っ て い た が、 残 り は右側の

方 が よ い。 長 さ は不 明 で あ る が、 残存部分か

ら 推測すればあ ま り 長 く は な か っ た か も しれ

な い。 組線の発達 は 著 し く 良好で、 骨体両側

面は後方へ発達 して お り 、 柱状性がみ ら れる 。

計測値 は、 骨体 中 央矢状径が34mm (右) 、

34mm(左)、 横径は28mm(右) 、 29mm(左)で、

骨体中央断面示数 は 1 2 1 .43 (右) 、 1 1 7 . 24 (左)

と な り 、 組線や骨体両側面の後方への発達 は

き わめて良好であ る 。 骨体中央周は97mm(右)、

98mm (左) で、 骨体 は著 し く 太 い。 ま た 、 上

骨体断面示数は 1 03 .23 (右) と な り 、 骨体上部

に は肩平性 は ま っ た く 認め ら れな い。

②腔骨

両側の骨体が残存 し て い た が、 左側の方が

残 り が よ い。 長 さ は不 明 で あ る が、 骨体 は大

き く 、 骨間縁 と ヒ ラ メ 筋線 は よ く 発達 し て い
万楽寺出口 (男性 ・ 老年) 図2. 人骨の残存部、 ア ミ かけ部分

る 。 と く に ヒ ラ メ 筋線 は著 し く 突 出 し、 稜 を(Fig. l .Regions of Preservation of the skeleton 
Shaded areas are Preserved.)  形成 し て お り 、 北部九州 の聾棺か ら 出土す る
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弥生人 と 共通 し た 特徴 を 示 し て い る 。 骨体の 断面形 ノ浜、 吉母浜な どの響灘沿岸の弥生人、 大友、 根獅子、

は両側 と も へ リ チ カ の II 型 を 呈 し て い る 。 宮の本の西北九州 の弥生人 よ り も 大 き く 、 ま た 、 佐

計測値は、 中央最大径が39mm(右) 、 37mm(左) 賀平野や福 岡平野の聾棺 出 土の弥生人 (以下 「聾棺弥

中央横径は24mm(右) 、 22mm(左) で、 中央断面示数 生人J ) の平均値 よ り も 大 き い。

は6 1 . 54 (右) 、 59 .46 (左) と な り 、 骨体 は著 し く 扇平 大腿骨の太 さ は か な り 明確に 地域差が存在 し、 佐

で あ る 。 骨体周 は98mm(右) 、 93mm(左) 、 最小周 は 賀平野や福岡平野の聾棺弥生人が も っ と も 太 い こ と

86mm(左) で、 骨体はかな り 太い。 がわかっ て い る 。 彼 ら の骨体 中央周 の平均値 は いず

れ も 90mm を 超 え る ので あ る 。 表 2 で は、 本例 の骨

3 . 性別・年令 体中央周の値がも っ と も 大 き く 、 最大値を示 してお り 、

性別 は、 眉 上 弓 が強 く 隆起 し、 前頭鱗が後屈 し て 本例 の大腿骨が北部九州 の聾棺弥生人 と 同 じ も の で

お り 、 下肢骨が著 し く 大 き い こ と か ら 、 男性 と 推定 あ る こ と を 示 し て い る 。 次 に 、 骨体の形態 を 骨体 中

し た 。 年齢 は、 三主縫合が内外両板 と も ほ と ん ど 閉 央断面示数でみて み る と 、 本例の示数値は 1 2 1 .43 と

鎖癒合 して い る こ と か ら 、 老年 と 思われる 。 い う かな り 大 き な値で、 表 2 で は最大値 を 示 し、 柱

状性がかな り 強 い こ と がわ か る 。 こ の示数値 は西北

考 察 九州弥生人の方が北部九州 ・ 山 口 の弥生人 よ り も や

大腿骨 と 腫骨の計測がで き た の で、 大腿骨 と 腔骨 や大 き い。 一方、 上骨体断面示数は 1 03 . 23 と い う 大

に つ い て 周辺地域の弥生人骨 と の比較 を お こ な っ て き な値を示 し、 こ の示数値 も 表 2 で は最大値 と な り 、

お き た い 。 骨体上部 に は扇平性 は ま っ た く 認め ら れな い。 こ の

上骨体断面示数 は西北九州弥生人 と 響灘沿岸の弥生

1 . 大腿骨 人 よ り も 北部九州 の聾棺弥生人の方が大 き い。 ま た、

表 2 は、 大腿骨の主要計測値の比較表である。 ま ず、 こ の示数値は 同 じ熊本県の庵の前 も かな り 大 き い。

骨体の太 さ を 骨体 中央周 の計測値でみて み る と 、 そ す な わ ち 、 本大腿骨 は北部九州 の聾棺弥生人の大

の値は97mm も あ り 、 か な り 太 い 。 計測値 は 同 じ熊 腿骨 と かな り 類似性が高 い大腿骨で、 形態的 に は 岡

本県内 の庵の前、 葉 山 よ り も 大 き い。 土井 ヶ 浜、 中 じ熊本県の庵の前に近似す る 大腿骨 と い っ て よ い。

表2 大腿骨計測値 (男性、 右、 mm)

σ'able 2. Comparison of measurements and indices of male right femora) 

万楽寺出 口 庵の前 葉 山

弥生人 弥生人 弥生人

熊本県 熊本県 熊本県

(松下 ・ 他) {松下)
n M n M n M n 

6.  骨体中央矢状径 34 30 26 1 3  

7 骨体中央横径 28 26 29 1 3  

8 .  骨体中央周 97 88 85 1 3  

9 .  骨体上横径 3 1  30 30 1 4  

1 0 . 骨体上矢状径 32 27 25 14 

6/7 骨体中央断面示数 1 2 1 .43 l 1 1 5 .38 89.66 1 3  

1 0/9 上骨体断面示数 1 03.23 l 90.00 83.33 1 4  

- 1 50 ー

三 津

抗生人

佐賀県

(財棒)
M n 

29.86 25 

27.62 26 

9 1 .00 25 

32. 1 1  22 

28.50 2 1  

1 05.9 1 25 

88. 8 1  2 1  

二嫁山 朝 日 北 志波屋六本松乙

弥生人 弥生人 弥生人

佐賀県 佐賀県 佐賀県

(松下) {松下 ・ 他) (松下 ・ 他)
M n M n M 

30.40 1 2  29.33 1 2  27.75 

28. 1 2  1 4  27 .50 1 2  25.95 

9 1 .84 1 2  90.00 1 2  85.08 

32.23 1 1  3 1 .73 9 29.67 

26.62 1 1  26.27 9 24.44 

1 08. 7 1  1 2  1 05 .56 1 2  1 07.08 

82.50 1 1  83.2 1 9 82 .38 



表2 大臨骨計測値 (続き) (Table 2. Continued) 
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生
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棚
弥

緬

怖
n M n M  n M  n M  n M  n M n M  n M  

6.  骨体中央矢状径 23 29.96 3 1  30. 1 56 28.6 1 4  28.9 3 28.3 4 1  28.85 6 29. 1 7  9 28. 1 1  

7.  骨体中央横径 23 27.52 31 27. 1 56 26. 1 15 27.3 3 28.3 41 26.07 6 25.83 9 26.00 

8. 骨体中央周 23 90.44 31 90.3 56 86.6 1 4  88.6 3 89.7 41 87.22 5 88.00 9 85.22 

9.  骨体上横径 24 3 1 .75 26 32 .5  53 3 1 .8 15 3 1 .5 3 34.0 42 30.62 6 3 1 .00 8 30.63 

1 0  骨体上矢状径 24 26.29 26 26.2 53 25.6 1 5  25.7 3 26.0 42 24.83 6 24.67 8 24.50 

6/7 骨体中央断面示数 23 1 09.22 33 1 1 0.3 55 1 09.8 1 4  1 06.0 3 1 0 1 .0 41 1 1 1 .72 6 1 1 2 .99 9 1 08. 1 8  

1 0/9 上骨体断面示数 2 4  82.96 2 8  80.6 5 1  8 1 .0 1 5  8 1 .7 3 77.4 4 2  8 1 .34 6 79.65 8 80. 1 0  

2 . 腔骨
大腿骨 と 同 じ よ う に 、 ま ず、 骨体の太 き を 骨体周

と 最小周でみて み る こ と に す る 。 両周径 と も 表 3 で

は最大値 を 示 し て お り 、 腔骨体がL 、 か に 太 い かがわ

か る 。 骨体周 も 大腿骨の骨体 中央周 と 同 じ よ う に 、

西北九州 の弥生人 よ り も 聾棺弥生人の方が大 き く 、

骨体 は太い。 こ の値が庵の前 も 大 き い こ と は注 目 さ

れる 。 一方、 中央断面示数 は かな り 小 さ く 、 表 3 で

は最小値 と な り 、 本鹿骨体 は肩平で あ る 。

す な わ ち 、 本腔骨 は骨体が著 し く 太 く 、 肩平な腔

骨で あ る 。

表3 腔骨計測値 (男性、 右、 mm) (Table 3. Comparison of measurements and indices of male right tibiae) 
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表3 腫骨計測値 (続き) (Table 3. Continued) 

検隈狐塚 金 隈 土井ケ浜 中の浜 吉母浜 大 友 根獅子 宮の本

弥生人 弥生人 弥生人 弥生人 弥生人 弥生人 弥生人 弥生人

福岡県 緬岡県 山 口県 山 口 県 山 口 県 佐賀県 長崎県 長崎県

{松下 ・ 他 中橋 ・ 他 財捧 九州大学 中橋 ・ 他 松下 松下 松下)

n M n M n M n M n M n M n M n M 
8. 中央最大径

9. 中央横径

1 0. 骨 体 周

I Ob. 最 小 周

9/8 中央断面示数

25 3 1 .44 18 3 1 .8 48 29.5 6 32.0(左 4 29.8(左 35 3 1 .26 6 3 1 .83 8 29.38 

25 22 .36 1 8  23.0 48 20.8 6 22.5(左 4 22.3(左 38 2 1 .29 6 2 1 . 50 8 20.88 

25 85.04 18 86.6 47 80.7 6 86.5(左 4 82.0(左 34 82.85 5 84.20 8 80.63 

27 76.4 1 24 77.5 43 75.2 1 1  76.6(左 4 75.5(左 34 75.35 6 77.67 6 75.00 

25 7 1 .37 18 72.4 47 70.5 6 70.4(左 4 74.9 (左 34 68.03 6 67.83 8 7 1 . 1 6  
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(Ratio of extremities) 四股骨比(申央周の比)表 7(Calvaria) 脳頭蓋計測値 (mm)表4

万楽寺出 口万楽寺出 口
1 0号聾棺人骨1 0号護棺人骨

男性
右 左

男性
1 87 頭蓋最大長

94.90 1 0 1 .03 /大腿骨腔骨頭蓋最大幅8.  

1 7 .  ハヲ守オシ ・プレグマ高

形態小変異(Non-metric crania variants) 表 8

万楽寺出 口大腿骨計測値 (mm) (Femur) 表 5

1 0号聾棺人骨

男性
右 左

万楽寺出 口
1 0号聾棺人骨

/
/
/
/
/
/
/
/
 

/ 
/ 

/ 
/ 

/ 
/ 

/
/
/
/
 

/ 
/ 

1 . Medial palatine canal 

2 .  Pterygospinous foramen 

3 . Hypoglossal canal bridging 

4. Clinoid bridging 

5 . Condylar canal absent 

6 . Foramen of Huschke(>  1 mm) 

7. Jugular foramen bridging 

8. Precondylar tubercle 

9 . Supra-orbital foramen 

1 0 .  Accesory infraorbital foramen 

1 1 . Zygo-facial foramen absent 

1 2 .  Aural exostosis 

男性
右 左

34 

29 

98 

34 

28 

97 

3 1  

32 

骨体中央矢状径

骨体中央横径

骨体中央周

骨体上横径

骨体上矢状径

6. 

7 .  

8 .  

9 . 

1 0 .  

1 3 . Metopism 

14 .  Os incae 

1 5 . Ossicle at the lambda 

1 6 . Parietal notch bone 

1 1 7 .24 1 2 1 .43 

1 03 .23 

腔昏計測値 (mm)

万楽寺出 口
1 0号聾棺人骨

σibi司

骨体中央断面示数

上骨体断面示数

表 6

6/7 

1 0/9 

/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
 

/ 

/ 

/
/
/
/
 

1 7 .  Transverse zygomatic suture( > 5mm) 
1 8 .  Asterionic ossicle 

1 9 . Occipitomastoid ossicle 

20.  Epipteric ossicle 

2 1 . Frontotemporal articulation 

22 . Biasterionic suture( >  1 0mm) 

23 .  Mylohyoid bridging 

24. Accessorγ mental foramen 

25 . Mandibular torus 

26 . 滑車上孔

8 .  37 

22 

93 

24 

98 

39 

栄養孔位最大径

栄養孔位横径

中央最大径

周

栄養孔位周

中央横径

体骨

8a. 

9 . 

9a. 

1 0 .  

1 0a. 

86 周最1 0b. 

59 .46 6 1 . 54 中央断面示数9/8 

9a/8a 

(present : + ，  absent : 一 ， unobservaIe : /) 
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要 約
熊本市万楽寺町 に あ る 万楽寺出 口 遺跡の発掘調査

が 1 994か ら 95年 に か け て お こ な われ、 l 基の聾棺

( 1 0号聾棺) か ら 1 体の人骨が検 出 さ れた。 人類学的

観察 と 計測をお こ な い、 人骨形質の検討をおこ なった。

そ の結果は次の と お り で あ る 。

1 . 出土 した人骨は 1 体のみで、 老年男性骨であ る 。

2 . 人骨の所属時代は、 弥生時代中期中葉であ る 。

3 . 頭型 は 中 頭型 と 思 わ れ、 眉 上 弓 の 隆起 は 著 し

く 強 く 、 いかに も 男性的な頭蓋で あ る 。

4 . 四肢骨 は 大腿骨 と 腔骨が残存 し て い た 。 大腿

骨 も 腔骨 も 骨体 は か な り 太 い 。 ま た 、 大腿骨 に は強

L 、柱状 性が、 腔骨に は5郎 、扇平性が認め ら れた。

5 . 頭蓋 の 形態や 四肢骨 に は 北部九州 の聾棺弥生

人の特徴が濃厚で、 あ る 。 熊本県 に は聾棺 も 存在 し、

人骨 も 出土す る こ と があ る が、 数が少な い こ と も あ

って、 熊本平野部の弥生人の特徴が明確で、はなかっ た。

最近、 熊本平野南部 に位置す る 白 藤遺跡な ど か ら 大

量の大型聾棺 が 出 土 し て お り 、 そ の な か に は人骨の

特徴がわか る も の も あ っ た が、 そ の特徴 は佐賀平野

の弥生人 に 酷似す る も の で あ っ た 。 今回、 本遺跡か

ら 出 土 し た 弥生人骨 は佐賀平野 な ど の北部九州 の聾

棺か ら 出 土す る 、 い か に も 聾棺弥生人骨 ら し い弥生

人骨で あ っ た 。 熊本平野で は 、 こ れほ ど 聾棺弥生人

的な人骨の 出土例はおそ ら く 初めて で あ ろ う 。

こ の 1 例 を も っ て 、 熊本平野全体 を 推 し 量 る つ も

り は な い が、 少な く と も 、 熊本平野の大型聾棺か ら

北部九州 の聾棺弥生人 と 同 じ形質 を も っ弥生人が出

土 し た こ と は事実で、 今後 は こ の よ う な弥生人が ど

の程度面的 に 広 が っ て い る か を 明 ら か に し て いかな

ければな ら な い。
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第 l 節 山 海道遺跡の 火 山 灰分析

第四章 山海道遺跡の 自 然科学分析

第 1 節 山海道遺跡の火山灰分析

1 は じ め に

熊本県域 に は、 阿蘇カ ルデ ラ を は じ め と し て 姶良

カ ルデラ 、 鬼界カ ルデ ラ な ど 九州地方の火 山 か ら 噴

出 し た テ フ ラ (火山砕屑物， い わ ゆ る 火 山 灰) が多

く 分布 し て い る 。 こ れ ら の テ フ ラ の 中 に は、 すで に

噴 出 年代が明 ら か に さ れて い る も の があ り 、 そ れ ら

示標テ フ ラ と の層位関係 を 求 め る こ と に よ り 、 遺構

の構築年代や遺物包含層 の堆積年代 に 関す る 資料 を

収集で き る よ う に な っ て い る 。 そ こ で 山 海道遺跡 に

お い て も 地質調査、 テ フ ラ 検 出 分析、 火 山 ガ ラ ス比

分析 さ ら に 屈 折率測定 を 合わせて 行い、 示標テ フ ラ

の層位 を 明 ら か に し て 、 遺跡の土層 の形成年代 に 関

す る 資料 を 求 め る こ と に な っ た 。 調査の対象 と な っ

た地点は、 O ト レ ンチ北壁で あ る 。

2 土層の層序

O ト レ ンチ北壁で は、 下位 よ り 褐色粘質土 (層厚

5 cmJ孔上， 民層) 、 黒色粘質土 帽厚38αn， 四層) 、

黒褐色土 (層厚1 3cm， VII層) 、 黒色土 (層厚22cITÙ 、

黒褐色土 (層厚 1 5cm， 以上羽 層 ) 、 暗褐色土 (層

厚

cm 
o 

1 1冒

ノ ノ
ノ ノ

H 届
ノ ノ
〆 ノ

叶 �治 1 111庖

5 N層

1 0  V庖 � 黒色土
1 5  図 黒褐色土

明層
20 白 血

200 ト 1"/ /上寸 VlI届 口 組25 

川層 白 磁30 
ーー 数字はテラフ分析の館料醤号

図 1 O 卜 レ ンチ北壁の土層柱状図

株式 会社 古環境研究所

29cm ， V 層 ) 、 暗褐色土 (層厚2 9cm， N層) 、

黒褐色土 (層 厚 1 2cm ， 困 層 ) 、 暗褐色盛土 (層厚

72cm， II 層) 、 暗褐色表土 (層厚 1 6cm， 1 層) が

認め ら れた (図 1 ) 。

こ れ ら の土層 の う ち 、 VI 層 か ら は縄文時代早期、

V層か ら は縄文時代早期か ら 後期後半、 W層 か ら も

縄文時代後期後半、 さ ら に E 層 か ら は 古墳時代以降

の土器が検 出 さ れて い る 。

3 テ フ ラ検出分析

( 1 ) 分析試料 と 分析方法

基本 的 に 5 cm ご と に 採取 さ れた試料 の う ち 、 5

cmお き の 1 7試料について、 テ フ ラ 検 出 分析を行い、

テ フ ラ 粒子の特徴か ら 示標テ フ ラ の降灰層 準 を 求 め

る こ と を試みた。 テ フ ラ 検 出 分析の手順 は次の通 り

であ る 。

1 ) 試料 1 5gを秤量。

2 ) 超音波洗浄装置に よ り 泥分 を 除去。

3 )  800 Cで恒温乾燥。

4 ) 実体顕微鏡下でテ フ ラ粒子の特徴 を 観察。

( 2 ) 分析結果

分析結果 を 表 1 に示す。 分析の結果、 試料番号27

に透明のバブル型ガ ラ ス で特徴づけ ら れる テ フ ラ の

降灰層準が、 ま た試料番号 1 5 に透明 の ほ か淡褐色バ

ブル型ガラスで特徴づけ ら れる テフ ラの降灰層準が各々

あ る も の と 考 え ら れる 。

4 火 山 ガ ラ ス比分析

( 1 ) 分析試料 と 分析方法

試料番号27 と 試料番号 1 5 に 含 ま れる 火山ガラ ス の

色調別、 形態別比率 を調べる た め に こ れ ら 2 試料 に

つ いて 、 火 山 ガ ラ ス比分析 を 行 っ た 。 分析手順 は 次

の通 り で あ る 。

1 ) 試料 1 5gを秤量。

2 ) 超音波洗浄装置に よ り 泥分 を 除去。

3 )  800 Cで恒温乾燥。

4 ) 分析備に よ り 1/4- 1 /8mmの粒子 を 簡別。

5 ) 偏光顕微鏡下で2 50粒子 を 検鏡 し 、 火 山 ガ ラ
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山 海道遺跡 の 火 山 灰分析第 l 節

山 海道遺跡の火 山 ガ ラ ス 比分析結果表 2山海道遺跡 O 卜 レ ンチ北壁のテ フ ラ検出分析結果表 1

合計そ の他pm md bw{pb) bw{br) bw{tr) 試料火 山ガラス軽石試料

一 + bw 透明〉淡褐
3 一 一 + bw 透明〉淡褐
5 一 一 一 + bw 透明〉淡褐
7 一 一 一 + bw 透明〉淡禍
9 一 一 一 + +  bw 透明〉淡禍

I I 一 一 + +  bw 透明〉淡樹
1 3  一 一 一 + bw 透明〉淡褐
1 5  一 一 一 + +  bw 透明〉淡禍
1 7  一 一 一 + bw 透明〉淡褐
1 9  一 一 一 + +  bw 透明〉淡禍

2 1  一 一 一 + +  bw 透明
23 一 一 一 + + +  bw 透明
25 一 一 + + +  bw 透明
27 一 一 + + +  bw 透明
29 一 一 + +  bw 透明

250 

250 

数字は枝子数 bw パブル型， md 中!問型， pm 軽石型， t :  
透明， pb 淡褐色， br 褐色

2 1 7  

1 82 

O 

5 

O 

4 

O 

O 

6 

O 

27 

59 

1 5 

27 

色調形態量最大径色調量

示標テ フ ラ と の 同定精度 を 向 上 さ せ る た め に 、 火

山 ガ ラ ス に 富 む テ フ ラ の 降灰層準の存在が指摘 さ れ

た試料番号27お よ び 1 5の 2 試料 に つ い て 、 位相差法

1 972) を行 っ た。

屈折率測定の結巣 を 表 3 に示す。

に よ る 屈折率測定 (新井，

( 2  ) 測定結果

山海道遺跡の屈折率測定結果表 3透明
透明

bw 
bw 

+ +  
+ 

3 1  
33 

斜方輝石( y )火山 ガラ ス (n)試料+ + + +  と く に多い， + + + : �い， ++ 中程度，
+ 少ない， ー . 認め ら れな い ， bw パプル型

1 ， 708- 1 ， 73 1  ( 1 ， 708- 1 ， 7 1 2) 1 .499- 1 ， 5 1 2 ( 1 ， 509- 1 . 5 1 2) 1 5 

1 .  728- 1 .  734 1 .499- 1 . 50 1  (1 ， 500) 27 初
{

彊

1 6  I 翻 屈折単の測定は， 位相超法 (新井， 1 972) に よ る

試料番号27 に は、 火 山 ガ ラ ス の ほ か斜方輝石や角 閃

こ の試料 に 含 ま れる 火 山 ガ ラ ス石が含 ま れて い る 。

( 中央値は 1 . 500) 、の屈折率 (n) は 1 .499- 1 . 50 1 
パプJレ型 (無色透明)
バブル製 (淡褐色)

ま た斜方輝石の屈折率 ( y ) は 1 .728- 1 .734であ る 。パプル型 (褐色)
一方試料番号 1 5 に は重鉱物 と し て 斜方輝石、 単斜

輝石の ほ か少量 の 角 閃 石が含 ま れて い る 。 こ の試料

の火 山 ガ ラ ス の 屈 折率 (n) は 1 . 499- 1 . 5 1 2 ( 中 央

中 間製
軽石製

口

一関

園

田

昌

山 海道遺跡の火山 ガラス比ダイ ヤ グラム図 2

で あ る 。 斜方輝石の屈折率 ( y )値は 1 .509- 1 . 5 1 2)

で あ る 。( 中 央値 は 1 . 708- 1 . 7 1 2 )は 1 . 708- 1 . 73 1 ( 2  ) 分析結果

こ の試料に含 ま れる 火山ガラスや斜方輝石の屈折率は、火 山 ガ ラ ス比分析の結果 を ダイ ヤグラ ム に し て 図

こ れは試料番号2 7いずれ も 範囲 が広 く な っ て い る 。2 に、 そ の 内訳を表 2 に示す。

に 多 く 含 ま れて い る テ フ ラ 粒子 が本試料 に も 含 ま れ試料番号27 に は透明で平板状の い わ ゆ る バブル型ガ

て い る た め と 考 え ら れる 。こ の ほか、 繊維束ラ ス が全粒子の23 . 6% を 占 め る 。

し た が っ て 中央値 と し て 測定 さ れた 数値が、 本試状 に 発泡 し た軽石型 (2 .4%) や分厚い 中 間型 (2 . 0

料層準 に 降灰層準 の あ る テ フ ラ の特徴 を 示 し て い る%) ガ ラ ス も 少量含 ま れて い る 。 一方試料番号 1 5で

と 考 え ら れる 。の ほか淡褐色( 1 0 ，8%) は、 透明のバ ブル型ガラ ス

試料番号27付近 に 降灰層 準 の あ る 火 山 ガ ラ スで特のバブル型ガラ スカ�2 .4%認め ら れる 。

徴づけ ら れる テ フ ラ は、 火 山 ガ ラ ス の 色調、 形態、

屈折率な ど か ら 、 約2 . 2-2 . 5万年前 に 姶良 カ ルテ、ラ か

1 976 町田・新井，ら 噴 出 し た姶良Tn火 山 灰 (AT，
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第2節 山 海道遺跡の植物珪酸体分析

1 992 ) に 同定 さ れる 。 ま た 試料番号 1 5付近 に 降 に示す。

灰層準の あ る と 考 え ら れる テ フ ラ は、 火 山 ガラ ス の

色調、 形態、 屈折率な ど の特徴か ら 、 約6 ， 300年前 3 分析法

に鬼界カルデラ か ら 噴出 した鬼界アカホヤ火山灰 (町 植物珪酸体の抽 出 と 定量 は 、 プラ ン ト ・ オパール

田 ・ 新井， 1 978) に 由来す る と 考 え ら れる 。 定量分析法 (藤原， 1 976) を も と に、 次 の手順で行

6 ま と め

山 海道遺跡 O ト レ ンチ北壁 に お い て 、 土層 の形成

年代 に 関す る 資料 を 収集す る た め に 、 地質調査、 テ

フ ラ 検 出 分析、 火 山 ガ ラ ス 比分析 さ ら に 屈 折率測定

を合わせて 行 っ た 。 そ の結果、 姶良Tn火山灰 (AT

約2 . 2-2 . 5万年前) と 鬼界 ア カ ホヤ火山灰 (K・Ah，

約6，300年前) の降灰層準を検出す る こ と がで き た。
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第 2 節 山海道遺跡の植物珪酸体分析

1 は じ め に

植物珪酸体 は 、 植物の細胞 内 に ガ ラ ス の主成分で

あ る 珪酸 (Si0 2 ) が蓄積 し た も の で あ り 、 植物が

枯れた あ と も 微化石 ( プ ラ ン ト ・ オパール) と な っ

て土壌中に半永久的に残って い る 。 植物珪酸体分析は、

こ の微化石を遺跡土壌な ど か ら 検出す る 方法であ り 、

イ ネ を は じ め と す る イ ネ 科栽培植物 の 同 定お よ び古

植生 ・ 古環境の推定な ど に応用 さ れて い る (杉山 ，

1 987) 。

2 試料
試料は、 O ト レ ンチ北壁の 3 層 - 9 層か ら 採取 さ

れた 9 点で あ る 。 試料採取箇所 を 分析結果の柱状図

っ た。

1 ) 試料の絶乾 ( 1 05"C ・ 24時間)

2 ) 試料約 I gを 秤量、 ガ ラ ス ビーズ添加 (直径約

40 μ m ・ 約0 . 02g)

※電子分析天秤に よ り l 万分の I gの精度で秤量

3 ) 電気炉灰化法 (550"C . 6 時間) に よ る 脱有

機物

処理

4) 超音波に よ る 分散 (300W ・ 42陪iz . l Q分間)

5 ) 沈底法に よ る 微粒子(20 μ m以下) 除去、 乾燥

6 ) 封入剤 (オ イ キ ッ ト ) 中 に 分散、 プ レパ ラ ー ト

作成

7 ) 検鏡 ・ 計数

同定は、 イ ネ 科植物の機動細胞 に 由 来す る 植物珪

酸体 を お も な対象 と し 、 400倍の偏光顕微競下で行

っ た 。 計数 は、 ガ ラ ス ビーズ個数が400以上 に な る

ま で行 っ た 。 こ れは ほ ぼ プ レパ ラ ー ト 1 枚分の精査

に相当 す る 。 試料 I gあ た り の ガ ラ ス ビーズ個数に、

計数 さ れた植物珪酸体 と ガラ ス ビーズ個数の比率 を

かけて、 試料 I g中の植物珪酸体個数を求めた。 ま た、

お も な分類群 に つ い て は こ の 値 に 試料の仮比重 と 各

植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1 個 あ た り の植物

体乾重、 単位 : 1 0 - 5 g) を か け て 、 単位面積で層厚

l cmあた り の植物体生産量を算出 した。 イ ネ (赤米)

の換算係数は2 . 94、 スス キ属型 (ススキ) は 1 .24、

ネザサ節型は0.48、 ク マザサ属型は0 . 75で あ る 。

4 分析結果

分析資料か ら 検 出 さ れた植物珪酸体の 分類群 は以

下の と お り で あ る 。 こ れ ら の分類群 に つ い て 定量 を

行い、 そ の結果を 表 1 お よ び図 1 に 示 し た 。

[イ ネ科〕

機動細胞由来 : イ ネ 、 キ ピ族型、 ス ス キ属型 (ス

スキ属、 チガヤ属) 、 ウ シクサ族型、 ネザサ節型 (お

も に メ ダケ属ネザサ節) 、 ク マザサ属型 (お も に ク
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マザサ属) 、 タ ケ亜科 (未分類等)

そ の他 : 表皮毛起源、 棒状珪酸体 (お も に結合組織

細胞由来) 、 茎部起源、 未分類等

〔樹木〕

ク ス ノ キ科 (パ リ パ リ ノ キ ? ) 、 そ の他

マザサ属) 、 タ ケE科 (未分類等)

そ の他 : 表皮毛起源、 棒状珪酸体 (お も に 結合組織

細胞由来) 、 茎部起掠、 未分類等

〔樹木〕

ク ス ノ キ科 (パ リ パ リ ノ キ ? ) 、 そ の他

民層 (試料 9 ) か ら E 層 (試料 1 ) ま で の層準 に つ

い て 分析 を 行 っ た 。 そ の結果、 民層 (試料 9 ) で は

ク マザサ属型や棒状珪酸体が多量 に 検 出 さ れ、 ワ シ

クサ族型 も比較的多 く 検出 さ れた。 咽層 (試料 7 、 8 )

か ら V層 (試料 4 ) に か け て も 、 密度 に 違い は あ る

第2節 山 海道遺跡の植物珪酸体分析

も のの、 医層 と おおむね同様の植物珪酸体組成であ る 。

なお、 vn層 (試料 6 ) ではク ス ノ キ科な ど の樹木 (照

葉樹) が出現 し、 縄文時代早期 と さ れる 羽層 (試料5 )

で増加 し て い る 。 樹木 は イ ネ 科 と 比較 し て 一般 に 植

物珪酸体の生産量が低 い こ と か ら 、 植物珪酸体分析

の結果か ら 古植生 を 復原す る 際 に は、 他 の分類群 よ

り も 過大 に評価す る 必要があ る 。

縄文時代後期後半 と さ れる W層 (試料 2 、 3 ) で

は ク マザサ属型が減少傾向 を 示 し 、 ス ス キ 属型や ウ

シク サ族型が増加 し て い る 。 古墳時代以降 と さ れる

E層 (試料 1 ) では、 少量なが ら イ ネが出現 して い る 。

お も な 分類群の推定生産量 ( 図 の右側) に よ る と 、

V層 よ り 下位で はおおむねク マザサ属型が卓越 し て

い る こ と が分かる 。

表1 熊本県、 山海道遺跡の植物珪酸体分析結果

検出密度 {単位 : x I 00個/ g )

O ト レンチ北壁

分類群 \ 試料 l 2 3 4 5 6 7 8 9 

イ ネ科

イ ネ 8 

キ ピ族型 8 7 

ス スキ属型 85 1 46 36 8 8 7 7 

ウ シク サ族型 3 1 5  376 34 1 234 294 22 248 59 1 72 
ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ・・ ー ー ー ー - - ・・ ー ・帽 司 ー ・・ 司 ー 再 軍 曙 園 田 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

タ ケ亜科

ネザサ節型 1 5  1 5  1 4  1 5  1 5 7 1 5  1 5  

ク マザサ属型 54 284 26 1 340 557 96 248 5 1  508 

未分類等 1 54 36 1 326 424 6 1 0  22 1 96 5 1  426 
圃 ー ・・ 岨 ・ー ・・ ・・ 4両 国 輔 ・・ ・ー ー - 帽 ・. - ・・ ー ー ー - - 司 ー. - ー ー 園 田 ー ・・ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

そ の他のイ ネ科

表皮毛起源 1 5  23 36 8 1 5 1 5  53 1 5  7 

棒状謹酸体 66 1 784 732 605 7 1 5  1 70 8 1 2  1 25 635 

茎部起源 8 

未分類等 645 79 1 725 7 1 8  745 25 1 797 206 709 
層 明 ー ー ー ー ー 圃 ・ー ー ー ー ー ー ー ー ー ' ー ー ー ・・ 帽 開 閉' ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ' ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー - - 冒 甲 ー -

樹木起源

ク ス ノ キ科(パ リ パ リ ノ キ ? ) 69 92 65 83 60 7 

そ の他 8 8 1 5  8 7 

植物珪酸体総数 2036 2889 2544 2450 3027 606 2370 529 2456 

お も な分類群の推定生産量 (単位 : kg/ぱ ・ 叩)

イ ネ 0.23 

スス キ属型 1 .05 1 .8 1  0.45 0 .09 0 .09 0 .09 0 .09 

ネザサ節型 0.07 0 .07 0.07 0 .07 0.07 0 .04 0 .07 0 .07 

ク マザサ属型 0.40 2 . 1 3  1 .96 2 . 55 4. 1 8  0 .72 1 .86 0 .39 3 .8 1 

※試料の仮比重を 1 .0 と 仮定 して算出。
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5 植物珪酸体分析か ら推定される植生 ・ 環境
以上の結果か ら 、 山 海道遺跡 に お け る 堆積 当 時の

植生 と 環境について推定す る と 次の よ う で あ る 。

民層の堆積 当 時 は 、 ク マザサ属 な ど の タ ケ亜科植

物 を 主体 と し て ウ シク サ族型の給源植物 な ど も 見 ら

れる イ ネ 科植生で あ っ た も の と 推定 さ れる 。 ク マザ

サ属 は常緑性で あ る こ と か ら 、 大半の植物が落葉 ま

た は枯死す る 秋か ら 冬 に か け て は シカ の重要な食物

と な っ て い る (高槻， 1 992) 。 咽層か ら 縄文時代早

期 ~後期後半 と さ れる V 層 に か け て も おおむね同様

の状況で あ っ た と 考 え ら れる が、 縄文時代早期 と さ

れる VI 層 の 時期 に は周 辺で ク ス ノ キ科な ど を 主体 と

す る 照葉樹林が成立 し た も の と 推定 さ れる 。

その後、 縄文時代後期後半 と さ れる W層の時期には、

ク マザサ属 が減少 し て 、 ス ス キ属やチガヤ属が多 く

見 ら れる よ う に な っ た も の と 推定 さ れる 。 ス ス キ属

やチガヤ属 は 日 当 り の悪 い林床で は生育が困難で、 あ

る こ と か ら 、 当 時の遺跡周辺 は比較的開カ通れた環境

で あ っ た も の と 推定 さ れる 。 古墳時代以降 と さ れる

E 層 で は、 調査地点 も し く は そ の近辺で稲作が開始

さ れた も の と 推定 さ れる 。
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